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プロローグ　武たけ内うち奈な月つきはやっぱりおかしい







「僕ぼくとつきあってください」

　城じよう之の内うち隆たか史しは思いを告げた。彼には告白に伴う緊張感などまるでない。断られるわけがないという自信に満ち溢れていた。

　県立星せい辰しん高校の体育館裏。告白はここでするのが生徒の間では常識となっている。

　隆史は定番を外さない。奇を衒うことなく正面から行けば問題はないと考えていた。

　容姿、成績、経済力。すべてを高水準で満たす自分に隙はない。一度だけ告白に失敗したこともあったが、それからも研けん鑽さんを重ねてきた。

「ごめんなさい。少し聞かせてもらってもいい？」

　断られたのかと隆史は驚いたが、言葉が続けられたことに安心した。

　首をかしげ不思議そうな顔をしている少女の名は武たけ内うち奈な月つき。一年生の中では一、二を争あらそう美少女として有名だった。

　可愛かわいいというよりは素す直なおに美しいと呼べる少女だ。同年代の少女達たちに比べれば随ずい分ぶんと大人びて見える。短い髪かみに切れ長の冷たい眼まな差ざし。媚こびた態度がまるでなく、傲ごう然ぜんとその美しさを誇ほこっているように見えた。

「いいよ。聞きたいことってなにかな？」

「あなた誰だれ？」

　――僕のことを知らないのか!?

　そう言いそうになり自重した。

　サプライズのつもりで名前を知らせずに呼び出したが、それは傲慢な考えだったらしい。

「あ、ああ。ごめん自己紹しよう介かいを忘れていたね、僕は城之内隆史っていうんだ」

　僕のことを知らないの？　思わずそう言いそうになったが自重した。それが傲ごう慢まんに聞こえるであろうという自覚はある。

「そう、城之内くん。それで？　つきあってと言われたけど具体的にはどこにつきあってほしいの？　城之内くんとは面識がないし、あなたがどのような事情で私にそんなことを要求しているのか皆かい目もく見当がつかないのだけど」

　隆史は呆あつ気けに取られた。つきあうという言葉の捉とらえ方かたによる誤解。漫まん画がなどではありがちだが、実際にそんな勘かん違ちがいをされるとは思ってもみなかった。

　――照れて誤ご魔ま化かしてる……てことはなさそうだな。

　奈月の顔は真ま面じ目めそのものだった。

「恋こい人びとになって欲ほしい。そういう意味で言ってるんだけど、駄だ目めかな？」

　隆史も真面目に返事をした。

「恋人、男女交際をするということよね？　私は男女交際をしたことがないから、恋人になるということがどういうことなのかが曖あい昧まいなの。一応私なりの恋人像というのはあるのだけれど、それがあなたの考えていることと同一とは限らない。あなたが考えるところの恋人になるとはどういうことで私に何を要求しているのか、詳しよう細さいに説明してもらえない？　よくわかっていないことに軽々しく返事はできないでしょう？」

　――からかわれているのか？

　隆史は面倒な女だと思い始めたが、この程度のことで諦あきらめるには惜おしい女だとも考えた。

「それは……電話やメールで話したり……デートをしたり……」

　隆史はなんとか説明しようとして言葉に詰つまった。恋人についての漠ばく然ぜんとしたイメージはあるが、それを正確に定義するのが難しい。

「デート……二人で一いつ緒しよに街に出かけたり、食事をしたりすることよね？　それと電話やメールで話をする……それって楽しいの？」

　私は楽しくないけどあなたは楽しいの？　邪じや推すいかもしれないが、隆史にはそのように聞こえた。

「もちろん。君みたいな美人と一緒に過ごせるのを喜ばない男はいないよ」

　隆史はここぞとばかりに褒ほめ言こと葉ばで返した。隆史の基本的なスタンスだ。日本の男は女性を褒めるのが上う手まくない。だからこそ当たり前に女性を褒めることが重要だと考えていた。

「城之内くんは私と恋人になったら、二人で一緒に出かけて食事をしたり、電話したりメールしたりする……それでいいのね」

「うん、そうだけど、わざわざ念ねん押おしするようなことかな？」

「えぇ。とても重要だと思う。恋人になるというのは契けい約やくに似ていると思うの。だから事前に明確にしておく必要がある。私が想像していた恋人関係というのは肉体的接せつ触しよくを伴ともなうものだけど、それは必要ないということでいいの？」

「それは……」

　隆史は言葉に詰まった。

　もちろん隆史の最終目的はそれで、デートだなんだというのは過程でしかない。だがいきなりそれを表に出すようでは失敗するに決まっている。それは回りくどく色々と段階を踏ふんで、相手の気持ちを盛り上げてからだ。

「私とセックスをしたくないということでいい？」

　淡たん々たんとそう言われて隆史は固まった。

　だが一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよの後、それならそれで話は早いと考えた。お互たがいそれが目的なら面めん倒どうはない。

「いや。君とセックスがしたい」

　そこで奈月は初めて笑えみを見せた。

「ごめんなさい。私は城之内くんとはしたくない」

「は？」

　隆史は混乱した。まさかこの流れで否定されるとは思わなかった。

　次の瞬間、整った美しい顔が間近に迫ってきた。このままではぶつかる。そう思った時には奈月の姿はない。奈月は隆史の背後へと回り込んでいた。

　奈月の吐と息いきが首筋にかかる。微かすかに漂ただよう女の匂においに隆史の心しん拍ぱく数すうが上がった。

「ほらね。とても嫌いやな匂い。知ってる？　人は遺伝子的に免めん疫えき系けいの異なる異性の匂いを好ましく感じるって。だからあなたと私は免疫的には似通ってるってことなのかな？　近親相そう姦かんを防ぐためだなんて言う人もいるらしいけど。どこまでが本当なのかは知らないけどね」

　ここまで近づいている。チャンスのはずだった。振ふり向むいて告白の続きをすればいい。抱だきしめて愛をささやけばいい。

　だが隆史は何もできず、ただ立ち尽くした。

「あれ？　武内じゃねーか？」

「坂さか木きくん！　見ちゃ駄目だって！　こんな時は見て見ぬふりをするのがマナーってもんでしょ！」

　どれほどの時間が経ったのか。気づけば若い男女の声が体育館の角から聞こえてきた。

　現れたのは隆史と同じ星辰高校の生徒だ。

　知り合いなのか奈月はその生徒達の方へと歩き出す。隆史はただ呆然とそれを見ていることしかできなかった。

「じゃあ私は行くわ。そういえばちゃんと返事をしていなかったかな。ごめんなさい。あなたとはつきあえない」

　奈月は振り向きもしなかった。もうなんの興味もないと言わんばかりの態度だ。

　隆史は放心し、ただ目の前の光景を見続けた。

　去って行った奈月は、やってきた男子生徒にいきなり抱きついた。

「うわ！　いきなり何やってんだ！　離れろよ！」

「ちょ、ちょっと武内さん！　何やってんの！」

「うん、やっぱり坂木くんはいい匂いがする」

　奈月はその男子生徒の首元へ顔をうずめている。

　その声にはそれまでの冷たい響ひびきはない。年とし頃ごろの少女の素直な気持ちが表れていた。

　――坂木……。

　先ほどまでは話題の美少女に手を出そうとしていただけだった。断られたならそれまでだと思えただろう。だがそれはもう無理だった。このまま諦めるなどということは出来そうにない。

　――なんだ……それは……。

　膨ふくれあがっていく嫉しつ妬とが隆史の心を埋うめ尽つくそうとする。

　――ふざけるな！　なんなんだお前は！

　暴力に訴うつたえかけるべく一歩を踏み出した隆史はすぐに立ち止まった。その場にいるもう一人の少女に見覚えがあると気づいたのだ。

「武内さん！　告白を断るのは仕方ないにしても、振ったばかりの人にはもうちょっと配はい慮りよを……」

　――あいつは……野の呂ろ愛あい子こか？

　途と端たんに隆史は冷静さを取とり戻もどした。嫌な汗あせが流れてくる。

　隆史の唯一の失敗、初めて物にできなかったのが彼女だった。

　自分を振った少女が二人。それが一人の男に好意を示しているように見えた。

　この構図に自分が出て行ってどうなるというのか。

「くそっ」

　隆史は惨みじめな声こえを上げながら走り出していた。これほどの屈くつ辱じよくにどう対処すればいいのか。それがまるでわからなかった。







第一章　こんにちは日本みたいな感じの中ちゆう華か料理屋







　ゴツン、と音がした。

　雄ゆう一いちは額を押おさえながらベッドへ倒たおれた。起きざまに何かにぶつかったらしい。

「きゃっ！」と聞こえたので雄一が隣となりを見てみると、セーラー服姿の女の子が倒れていた。雄一と同じく額を押さえている。二段ベッドの下段に上半身だけがかかっているような状態だ。

「いてて……」

　額をさすりながら少女が顔を上げる。頭上には『妹』の文字が浮かんでいた。

　彼かの女じよは坂さか木き依より子こ。雄一の妹で中学二年生だ。長い黒くろ髪かみがよく似合う少し大人びて見える女の子で、坂木家美人姉妹の妹として近所では有名だった。

「……よりちゃんどうした？」

　起きた拍ひよう子しに依子にぶつかったらしい。だがなぜこんな状じよう況きようになったのか、雄一には見当がつかなかった。

「え？　ううん？　なんでもないから！」

「なんでもなくはないだろ。なんで俺おれのベッドに顔つっこんで倒れてるんだよ」

「その……鼻毛！　鼻毛が出てたから気になって！」

「あ、そう？」

　依子がわたわたと慌あわてて言う。

　鼻毛を確かく認にんするために顔を近づけて、うっかりぶつかってしまったのだろうと雄一は納なつ得とくした。

「身だしなみには気をつけないとだめだよ！　そんなんじゃモテないからね！」

　そう言って依子は転がるように離れていった。

　雄一は時計を確認した。木曜日の朝七時だ。

「よりちゃんも今日は午前中だけか？」

　雄一の通う星せい辰しん高校では一学期の期末試験が行われている。今日はその最終日だ。

「そうだけど？　あ！　午後からどこかに出かける？」

　依子が弾はずんだ声で聞いてくる。

「今日は部活のみんなと飯食いに行くとかって話だから無理だな」

　雄一達は期末試験の打ち上げという名目で、食事をしに行くことになっていた。

「そう……」

　依子は途端に沈しずんだようになった。何やら期待していたらしい。

「あー、今日は駄目だけど今度服を買いに行こうと思ってるからさ、一緒に行って選んでくれよ」

　罪悪感にかられた雄一はとっさにそう口にした。

「うん！　まかせて！」

　依子ははじけるような笑え顔がおを見せた。

　雄一はあまり自分の服を選んだことがない。幼いころは親から与あたえられた服を着ていたし、自分で買うようになってからも依子にまかせっぱなしだ。

　姉の睦むつ子こも何かと雄一の服を選ぼうとはするのだが、どうにもおかしなものしか持ってこないので、自然と依子に頼たよるようになった。

「試験が終わったら夏休みもすぐって感じだよな……」

　しばらくはのんびり出来るだろうかと考える。

　坂木雄一が県立星辰高校に入学してから三ヶ月が経過していた。







「はーい、期末試験は今日で終わりー。で、私の言いたいことわかるー？」

　雄一が教室でぼんやりしていると『担任』の文字を頭上に浮うかべた野の田だ山やま花はな子こがやってきていた。そして教きよう壇だんからやる気のない声を上げている。

　花子はいつもと同じジャージ姿で、髪は中ちゆう途と半はん端ぱに染まった状態だ。その姿も実にやる気がない。

「迷めい惑わくかけんなー、だろ？」

　手を挙げて返事をしたのは、雄一の前に座すわっている佐さ伯えき翔しよう太ただ。

　頭上の文字は『エースストライカー』。サッカー部に所属しており、一年生ながらもすでにレギュラーとして活かつ躍やくしているらしい。大おお柄がらで、単純な性格の少年だ。

「そう！　その通り！　試験が終わった開放的な気分でハメをはずすやつもいるだろー。けどな、していいか悪いかは私に迷惑がかかるかどうかで考えろ！　以上！」

　相変わらず自分本位な担任で、それで仕事は終わったとばかりにさっさと教室から出て行った。

　もうこんなことにも慣れてしまった１‐Ｃの生徒達は驚おどろきもしない。

　花子に続いてさっさと帰った者はごく少数で、ほとんどの者が教室に残って騒いでいた。試験が終わった彼らの意識は、二週間後に始まる夏休みまですっ飛んでしまっているのだろう。終業式までにはテスト返し以外に大したイベントもない。

　相変わらず雄一の視界には文字が見えていた。

　魔ま眼がんソウルリーダー。姉の睦子が命名した雄一の能力だ。

　雄一は人の頭上に文字が見える。それはその人物の何かを表しているらしかった。

　表示は『かあさん』『姉ちゃん』といった穏おん当とうなものから、『殺さつ人じん鬼き』『吸きゆう血けつ鬼き』『魔女』『死者』などといった物ぶつ騒そうなものまで幅はば広ひろい。

　なぜこんな能力に目覚めたのかはわからない。春休みの最終日、朝起きればこうなっていた。

　この能力のせいで雄一は入学式直後にトラブルに巻き込まれた。

　トラブルはどうにか解決したものの、懲りた雄一はそれ以来おかしな文字を持つクラスメイトと積極的に関かかわらないようになった。

　少し付き合いの悪い印象を与あたえているかもしれないが、ごく平へい穏おんに一学期を過ごせている。このままなら特に問題はないはずだ。

　雄一は教室内を見回した。

『伝承者』柳やなぎ沢さわ小こ雁がんと『超ちよう人じん』平ひら田た美み優ゆうが談だん笑しようし、『エロゲーおさななじみ』原はら口ぐちさやかと『ギャルゲーおさななじみ』杉すぎ本もと陽よう子こが顔を突つき合あわせていた。

『獣じゆう人じん』小こ西にし妃ゆ里りは『ギャルゲー主人公』牧まき瀬せ光こう一いち、『死者』綾あやの小こう路じ莉り沙さ、『高校生被ひ害がい者しや』関せき璃り子こ、『高校生探たん偵てい』新しん藤どうサダヲに試験が終わったからと油断してはいけないと復習の重要性を説いている。

『魔女』片かた桐ぎり杏あんは『魔女に見み初そめられし者』小お田だ拓たく郎ろうに何やら話しかけていた。拓郎も最近では杏の行動になれたようで、入学当初ほどおびえた様子はない。杏も拓郎に話しかけている時だけは実におだやかな表情を見せる。かわいらしいと言ってもいいほどだ。

　そんな光景を雄一が見ていると、杏は突とつ然ぜん髪を振り乱しギロリと睨にらみつけてきた。

　――だからこえぇんだよ。お前は！

　杏は雄一が視線を向けると必ず反応を示す。雄一の眼めに気づいているのかもしれなかった。

　雄一が杏から視線をそらすと、前の席の翔太と目が合った。一つ前の席の『高校生犯人』斉さい藤とうと話していたはずだが、それは終わったらしい。

　高校生犯人。実に怪あやしいが現時点で何もしていないのに糾きゆう弾だんするわけにもいかなかった。

「なあ？　花子ちゃん入学式から髪切ってないんじゃねーか？」

　翔太はいつも通り能天気に話しかけてきた。そう言われれば伸のびていた気がするし、根元の黒い部分が増えて中途半端なカラーになっていた気もする。

「あの性格だからな。面倒くさいんじゃないのか？」

「だったらなんで最初は茶色に染めたんだって話だよ。面倒くさいなら染めないだろ？」

「確かにな」

　だがそんなことは考えるだけ無む駄だだろう。そもそも担任教師の髪の色などどうでもいい。そう思っていたのが伝わったのか翔太は話題を変えてきた。

「夏休みはどうするんだ？」

　夏休みはまだ少し先だが、期末試験を終えてしまえばもう目の前という感覚だ。

「特に予定はないな。だらだら家で過ごすぐらいだと思うけど。佐伯はどうすんだよ？」

「ほとんど部活だな。合宿もあるけど、女っけがないからつまんねーよなぁ。そーいや坂木の部活は女ばっかりだよな？」

　雄一は顔をしかめた。女目当てのような言われ方は心外だ。

「うらやましけりゃ入ればいいじゃねーか」

　サバイバル部。姉の睦子が部長を務める部活だ。睦子が言うには突然の大おお地じ震しんなどの災害は言うに及およばず、エイリアン襲しゆう来らいやら異世界に飛ばされたなんて場合にも生き残る術すべを身につけるための活動をしているとのことだ。

　そして翔太が言うように、雄一以外は見み目め麗うるわしい女子部員ばかりが在籍している。

　そんな美少女だらけの部活なら入部希望が殺さつ到とうしそうなものだが、四月以降部員は増えていない。

「いや……そりゃちょっと……」

　翔太が言葉を濁にごすのは睦子の悪名を知ってしまっているからで、それは他の者達も同様だった。つまり部長が原因で部員が増えないのだ。

　坂木睦子。その美び貌ぼうとは裏腹に残念な性格、いわゆる中二病であることが広く知られている。

　だがそれが世間一いつ般ぱんで考えられているものとまるで異なることを、雄一は身を以て知っていた。

　彼女は実現可能な範はん囲いで中二的妄もう想そうを追求しているのだ。漫画に出てくる一見不可能なトンデモ武術を雄一に叩たたき込んだり、雄一の鞄かばんに妙みようなものを詰め込んだりしているのだった。雄一からすれば迷惑以外のなにものでもない。

　ただその一方で、少しなら感謝してもいいこともある。例えば今終わったばかりの期末試験だが、成績は上々だろう。姉に強しいられた修しゆ行ぎようのおかげで記き憶おく力りよくが強化されているからだ。雄一は数日単位でなら、かなりのことを記憶出来た。

　もっとも所詮一夜漬けなので、テスト期間が過ぎれば大半は忘れてしまう。そのため雄一は自分のことを頭がいいとは思っていない。

　雄一が姉のあれこれを思い返していると、翔太はそそくさと教室を出て行った。

　するとそれを待っていたのか『ヒロイン』の野の呂ろ愛あい子こが雄一の許へとやってきた。

　入学当初は『吸血鬼』だったが、あるときに変化して以来そのままだ。

　ショートボブで愛あい嬌きようのある顔立ちをしている、色白で小こ柄がらな女の子だ。少し外国人のような雰ふん囲い気きがあるが、それは祖父がフランス人でクォーターであるためらしい。

「坂木くん！　そろそろ打ち上げいこっか！」

　愛子が元気に声をかけてきた。

　その後ろには『ヒロインⅡ』の武たけ内うち奈な月つきが控ひかえていた。一緒に行くつもりらしい。愛子も奈月も雄一と同じくサバイバル部の部員だった。

　短く切りそろえた髪に冷ややかで切れ長の瞳ひとみ。今年の一年の中では一、二を争う美人で人気があるという噂うわさを雄一は聞いていたのだが、それも納得出来る容姿だ。

　彼女の文字も愛子と同じく変化している。最初は『殺人鬼』などという物騒な文字だった。

　ヒロイン。その表示に若じやつ干かん意識はしてしまう。だがなぜそんな変化が起きたのかはよく分からないし、雄一にとってのヒロインなのかも分からない。この表示は実にいい加減なものだからだ。







「こないだのって……その、告白されてたんだよね？」

　校舎を出たところで愛子が緊きん張ちようぎみに奈月に話しかけた。

　先週、期末試験が始まる前の話だ。試験勉強に忙ぼう殺さつされていた愛子は今頃思い出したのだろう。

　同級生だし気軽に話せばいいと雄一は思うのだが、さらわれたりした件でまだわだかまりがあるのかもしれない。

「さぁ？　もう覚えてない。それほど面おも白しろい人でもなかったし」

　奈月の言う面白い、面白くないは、殺しがいがあるかどうかだ。

「面白けりゃ殺すのか？」

　雄一は奈月のことを完全には信用していなかった。改心したと言われても、言葉通りには受け取れない。

　三人はグラウンド側にある学校の裏門を目指して歩いていた。

「まさか。学校内でそんなことするわけない」

「学校外ならやってるんじゃないだろうな？」

「今いま更さらそんなことしない。坂木くんが私を満足させているうちは……ね」

　奈月が淫いん靡びな笑みを見せた。

「そーゆー言い方はやめてって前から言ってるのに……」

　愛子がぼそりと言う。

　武内奈月は殺人鬼だ。殺人衝しよう動どうを食欲と同じ程度に考えている。だが殺人鬼としては変わり者らしく、一いつ般ぱん人じんに交じり高校生活を送っていた。本人の言うところでは社会に溶とけ込む努力をしているらしい。

　ただそうはいっても殺人鬼を放置することもできず、今ではその殺人衝動は雄一が受け止めていた。

　そう頻ひん繁ぱんにではないが、雄一の修行に参加しているのだ。

「お前のその趣しゆ味みはどーにかなんねーのか？」

「趣味の一言で片付けられるのは心外ね。私は情の深い女だと自分のことをとらえているのだけど。殺し合いにおける濃のう密みつな情報のやりとりこそが最上のコミュニケーションであると考えている」

「えーと……意味わかんないんだけど？」

　愛子が聞いた。よくわからないのは雄一も同じだ。

「殺そうとする刹せつ那な、相手のことを最大限に観察し、洞どう察さつし、理解しようとする。ただ漫まん然ぜんと相対しているだけではこぼれ落ちていくような情報を吟ぎん味みし、把は握あくし、推測する。それがコミュニケーションでなくてなに？」

「俺は殺そうとはしてないが？　まあ戦いで相手をよく観察するってのは重要だとは思うけどな」

「それが不満なのよね。つまり坂木くんは私を愛してはくれていないということ。本気にはなってくれていないということで」

「あ、愛してって……」

　愛子が絶句する。

「冗談に決まってるだろ」

　雄一は取り合わない。冗談でないとしても何かの企みかもしれないと思っている。

「あまり冗談には聞こえないんだけど……」

　愛子は納得がいかない様子でつぶやいた。

「てかさ、あいつはどうなんだ？　いただろ手下？　あいつは愛してやってないのか？」

　奈月との決着後に現れた大男のことを雄一は思い出した。睦子に爆ばく弾だんやスタンガンで散々な目に遭あわされた男だ。

「崎さき山やまのこと？」

「いや、崎山って言われてもしらねーけど」

「崎山は話にならないぐらい弱いから。役には立つから家にはおいてやってるけど」

「家……って一緒に住んでるの!?」

　雄一も軽く驚いた。そんな関係だとは思っていなかったのだ。

「大人だから色々と便利なの」

「あいつ何者だよ？　人間だよな？」

「人間なんじゃない？　元々私のストーカーだったんだけど。ほら、今もそこに」

　雄一達たちは話しながら歩くうちに裏門の手前までやってきていた。

　奈月の指さす方、門の陰かげから男が半分顔を出している。姿はまるで隠かくしきれていないのだが気配を消しているせいか、雄一でも言われるまで気付かなかった。

『ストーカー』の文字が頭上に浮いているのを雄一は確認した。以前は『殺人鬼の手下』だったはずだ。

「うわぁ……なんというのか気がつかないもんだね……」

　愛子が少し怖そうに言う。

「あんなのがいるとは普ふ通つう思わないしな……」

　奈月との対決時も現れるまで気付けなかった。ストーカー故ゆえの特とく殊しゆ技能を持っているのかもしれない。

「気配を断てるストーカーって最悪じゃねーか」

　雄一がつぶやくも、奈月はそれ以上説明する気はないようだ。雄一達は崎山の側を通とおり抜ぬけて進んだ。

　裏門を出て雄一は辺りを見回す。こちら側に来るのは初めてだ。正門側に比べるとやや寂さびしい雰囲気がある。

　裏門からすぐのところにその店はあった。

　ニーハオ・ザ・チャイナ。

　それが店の名前だった。







　立てつけの悪いドアを開けて中に入った雄一は狭い店内を見回した。

　やはり名前のイメージ通りニーハオ・ザ・チャイナは中華料理店のようだ。独特の香こう辛しん料りようの匂いが店には充じゆう満まんしている。四し川せん料理が専門なのだろう。庶しよ民みん的てきな値段でランチを提供する類たぐいの店だ。

　この店に一つだけある円テーブルに、星辰高校の制服をきた少女が二人並んでいた。

「ゆうくん！　こっちこっち！」

「いや、そんなにはしゃがなくても見りゃわかるから」

　やってきた雄一達に大げさに手を振っているのが坂木睦子。頭上に浮いているのは、それ以外に解かい釈しやくのしようのない『姉ちゃん』という文字で、文字通り雄一の姉だった。

　美人だと評判の二年生で、雄一達の所属するサバイバル部の部長だ。

　長い髪に刃は物もののような髪かみ飾かざりをたくさん付けていて実に危なっかしい。

　制服はほかの女子とは異なり、半はん袖そでの夏服の下にゆったりとした長袖のシャツを着込んでいた。肌はだの露ろ出しゆつを避さけるためだ。

　この暑い季節にそぐわない格好だが、雄一も人のことは言えなかった。姉に強制されているとはいえ、自分も同じように長袖のシャツを着ているからだ。

　布一枚でも素肌よりはかなりましで、それが命を救うこともあると睦子は主張している。

「なんなんだよ、この店。日本料理店なら、こんにちは・日本かよ」

　言いながら雄一は睦子達たちの向かい側に座った。愛子と奈月は雄一の両りよう隣どなりに座る。

「そーいえば、インド料理店でナマステという店も知っているわ！」

　どうでもいい知識を睦子は披ひ露ろうした。

「名前が気に入ったから選んでみたの！　なんというか十じつ傑けつ集しゆうなんかにいそうな感じの名前よね！　ここはこのニーハオ・ザ・チャイナにまかせてもらおうか！　とか言いそうだわ！」

「どんなイメージだよ……」

　雄一はがっくりとテーブルにつっぷした。

「野呂さん、最新話は読んでくれた？」

　そう愛子に呼びかけているのは睦子の隣に座る少女、副部長の織おり原はら加か奈な子こだ。頭上には『異世界マニア』と表示されている。

　のんびりとした雰囲気の少女で、栗くり色いろの髪をふわりとカールさせていた。睦子とは比ひ較かくにならないほど胸回りは大きい。

　異世界に憧れがあり、いつもここではないどこかについてあれこれ考えているのが異世界マニアたるところだ。睦子と気が合うのもその為だろう。

　その異世界についての妄想が極きわまってしまったためか、加奈子は異世界を舞ぶ台たいにした小説「俺の大だい魔ま王おうが可愛すぎて倒せないから世界がヤバイ！」を書いていた。

　ネット上の投稿サイトに載せてあるので、感想を聞かせて欲しいと言われているのだが、雄一はいまだに読んではいない。

「魔ま象ぞう死んじゃったんですね……大魔王さんはこれからどうするんでしょう……」

　愛子が悲しげに言う。確か前に聞いたときは、魔象が勇者軍団を蹴け散ちらしたとかいう話だった。断だん片ぺんだけ聞いていても雄一には何がなんだかさっぱりわからない。

「あ、それはね！　魔象復活に向けての伏ふく線せんがあるのよ！」

　睦子が勢い込んで話に交ざってきた。

「坂木さん！　わかってても言わないで！」

　加奈子が睦子をとがめる。

「あ、ごめんなさい！　でもこーゆーのってつい言いたくならない？」

　睦子はいつもこうだった。映画を見ていて伏線やらトリックやらを見み抜ぬいたと思ったら得意げに語りだすタイプだ。

「野呂さん、大魔王とは別に『大魔道士アリスと死者の迷めい宮きゆう』っていうのも書いてみたから読んでね！　ちょっと今までとは雰囲気を変えてみたの！」

「あ、それは楽しみですね」

　愛子がにこやかに返事をする。最初は小説を読み慣れていないからしんどい、などと言っていたものだが、読み始めてみれば面白かったらしい。愛子は加奈子の小説のファンになっていた。

　愛子が三人分の水を入れて各自の前に置いた。水差しがテーブルの上に置かれてあるので、セルフサービスのようだ。

「この店まともなもん出てくんの？」

　水を飲んで一息ついた雄一は睦子に聞いた。

「適当に頼たのんでおいたわ！　何か嫌きらいなものあるかしら！」

　睦子は両手を広げ、あたかも満漢全席でもあるかのような身み振ぶりをする。彼女は何かにつけて大げさだ。

「それは頼む前に聞いてくれよ！」

「あの……にんにくとかちょっと苦手なんですけど」

　愛子がおずおずと手を上げる。

「そう？　でも色々頼んであるから、にんにくがないのもあるはずだからそれを食べて！　けどにんにくが嫌いなんて吸血鬼みたいね！」

「にんにくが嫌いなやつなんていくらでもいるだろ？」

　そう言いつつも雄一は内心冷や冷やしたものを感じていた。

　野呂愛子は部活メンバーにも吸血鬼であることを隠し続けているからだ。

「なぁ？　にんにく食うとダメージあるのか？」

　雄一は愛子の耳に口を寄せて聞いた。

「え？　臭いがいやかなぁって」

　愛子はきょとんとした様子でそう答えた。

「紛まぎらわしいこと言うなよ！」

「坂木弟くんどうしたの？」

　加奈子がおっとりとした声で、急に大声をあげた雄一に尋たずねる。

「いえ、なんでもないです」

　雄一がどうにかごまかそうとしていると、チャイナドレス姿のウェイトレスが料理を運んできた。

「ねぇ。そう大きい店でもないと思うんだけどなんでチャイナドレス着てるのかな？」

　愛子が不思議そうに聞く。

「さぁ？　趣味なんじゃねーの」

　雄一は店主の趣味なのかと考え、厨ちゆう房ぼうを見てみた。そこでは店主らしき男が中ちゆう華か鍋なべを振るっている。

　男は弁べん髪ぱつだった。

　頭上の文字は『ニーハオ・ザ・チャイナ』。

　怪しい中国人もどきのレベルではウェイトレスを遙はるかに上回っている。

　雄一はこの店が流行っていない理由をなんとなく察した。全体的に雰囲気が怪しいのだ。それはソウルリーダーがなくても誰だれにでもわかるだろう。

「そうアル。趣味アル」

「アル!?」

　ウェイトレスの言葉に雄一と愛子は目を丸くした。

「まぁ！　こんなところに語ご尾びにアルをつける中国人がいるなんて！」

　睦子が喜びの声を上げる。

「中国人じゃないアル。生きつ粋すいの日本人アル！」

　確かに中国人特有のなまりがない。語尾にアルが付いているだけだった。

「何が目的でそんなことをしているのかしら！　あぁ！　もしかしてゼンジー北京ペキンファンなの!?」

　ゼンジー北京。コメディマジックの第一人者で、語尾にアルヨを付けた怪しい語り口でマジックを行う人物だ。

　睦子の尊敬する人物は数多いがその内の一人だった。

「ゼンジー北京は関係ないんだけど、中華料理屋っぽいかなぁーと思って……アル」

　語尾に注目されてウェイトレスは少し恥はずかしそうにしている。その頭上には『偽にせ者もの』の文字が浮いていた。
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「浜はま崎さきさん？」

『偽者』の文字に雄一は見覚えがあった。クラスメイトの浜崎友とも美みの文字がそれだったはずだ。

　普ふ段だんかけている眼鏡を外し、髪かみをお団子二つにしてチャイナドレスを着ているため印象がまるで異なる。ソウルリーダーがなければ気付けなかっただろう。

「ともちゃん？　中華料理屋さんってここだったの!?」

　愛子も気づいたのか驚きの声をあげた。

「あ、いや、その……そんな簡単にばれるとは思ってなかった……アル」

　確かに友美の今の姿は変装と言えるほどだ。

　雄一は友美と見抜いてしまったことを後こう悔かいした。文字が『偽者』なのだ。かかわるとろくなことがない気がする。

「さて、たまたま入ってみた中華料理屋のウェイトレスがクラスメイトだったというプチイベントはどうでもいいのでおいておくとして、今日の議題は夏休みをどう過ごすかということよ！」

　友美が生粋の日本人でゼンジー北京ファンでもないということで興味を失ったのか、睦子はあっさりと部活の話をし始めた。

「いや、あの、ばれないように変装してたんだけど、どうでもいいとまで言われるとちょっと傷つくような……アル」

　友美はそういいながら店の隅すみへと戻った。客は雄一達だけだ。次の料理が出来るまで暇なのだろう。

「夏休みといえば合宿よね！」

　睦子が嬉き々きとして言うが、雄一は合宿をするほどの活動を思いつけなかった。

　普段やっていることは、部室でどうでもいいような議題をあれこれいじくりまわしているだけだからだ。

「合宿ですか？　なんかいいですね！　やっぱり海でしょうか？」

　愛子が楽しそうに言う。

　海と聞いて雄一は顔をしかめた。

　甲かつ冑ちゆうを着せられて、海に沈められた苦い記憶がよみがえってくる。

　おかげで雄一は、何の役に立つのかわからない甲冑水泳をマスターさせられてしまっていた。

「海はやめとこーぜ……」

「じゃあ山？」

　愛子が無む邪じや気きに言い、雄一はまたもや思い出した。山も危険だ。

　崖がけから突き落とされてタフネスを鍛きたえろと言われたり、猿さるやら牛やら熊くまやらとの対決を強要されたり、片かた眉まゆをそられて逃げ帰れなくされたり、背中で攻こう撃げきを受ける練習をさせられたりするのだ。

　睦子は基本的には理論派なので無意味な修行はさせないのだが、たまにそれ漫まん画がで読んだだけだろ、という無む茶ちやな修行も押おし付つけてくる。

「どこにも行かずにうちでゆっくりしてるのがいーと思うんだけど。やるとしても学校でやればいーんじゃねーか？　合宿で遠えん征せいするとかって学校の許可取るとかいろいろ大変だろ？」

「許可？」

　睦子が意外そうに言う。

「許可取るとかそんな発想はまるでなかったとでも言いたげだな」

「別にいいんじゃない？　部活動としてやろうとすると色々面めん倒どうかもしれないけど、友達同士で遊びに行くのに学校は関係ないじゃない！」

「遊びって言っちまってるぞこら！　合宿はどーした？」

　建前上、部活の合宿は遊びではないはずだ。

「いいじゃない……別に。みんなで遊びにいったらきっと楽しいわ！」

　少ししょんぼりとなり、途と中ちゆうからは開き直ったように宣言する。雄一は結局何を言っても無駄なのだと諦あきらめた。

「俺は行きたくないんだけどな……てかお前らはどーなんだよ。夏休みの予定とか色々あるんじゃねーのか？」

「私は別に予定らしい予定はないよ？」

　愛子が言う。

「私も特になにも」

　奈月も追つい随ずいした。

「うちに一人でいてもつまらないし……」

　加奈子までそんなことを言い出す。

「女子高生ってもっと夏休みにいろいろやってるようなイメージだったんだけど……」

　そんな話をしているうちに、料理が全て運ばれてきていた。

「合宿で何するかとかどこへ行くかとかは次の部活までに考えておいてね！　とりあえず今は食べましょう！」

　睦子がそう言い、各自が料理を食べ始める。

　雄一はいかにも辛からそうな麻婆マーボー豆どう腐ふを食べてみた。見た目通りに辛かったが、かなり美味おいしい。やはりこの店が流は行やっていないのは料理のせいではないようだった。

　料理を一通り食べて満足した雄一は立ち上がった。

「どうしたの？」

　愛子が聞いてくる。

「トイレだよ。なぁ、浜崎さん、トイレどこ？」

「え？　あぁ、その奥おくだよ」

　語尾はどうしたと思いながら雄一は店の奥へと向かう。

　睦子の隣となりを通り過ぎようとしたところで、雄一はとっさに飛びのいた。

　ガシャコン！

　音とともに睦子の肘ひじから、勢いよく何かが飛び出したのだ。

「あ！　ごめんね。これまだ試作品でストッパーが外れることがあるのよ」

　なんでもないかのように睦子が言う。雄一の顔は青ざめていた。

「死ぬかと思ったわ！　つーか俺おれじゃなきゃ死んでるだろ！　今の！」

「まさか！　ゆうくんなら喰くらってもどうにかなるわ！」

　鋭えい利りな刃物が睦子の袖そでを破り飛び出していた。手首から肩かたの前まで伸びている冷たい輝かがやきは、十分な殺傷能力を持っているように見える。

　そのまま歩いていれば雄一の脇わき腹ばらに突き刺ささっていたはずだ。

「な、なんですか、それ……」

　愛子が刃やいばを見つめ、驚きとともにたずねる。

「これはね！　今、ハーデン・セイバーっぽいものを作ってるのよ！」

　前ぜん腕わん部ぶの組織を硬こう質しつ化かして刃物状にするという変身ヒーローの必ひつ殺さつ技わざだ。もちろんそんなことが睦子にできるわけがないので、それを模したギミックということになる。

「セイバー禁止な。それ危なすぎるわ」

「えぇー!?」

　睦子が不満げな声をあげる。

「当たり前だろ！　いくらなんでもそれはない！　ほらさっさと元に戻もどせよ」

「試作品だから無理よ！　これは一度飛び出すと生半可な力では戻せないからうちに帰らないと……」

　強力なバネで飛び出す仕組みのようだが、元に戻すことまでは考えていなかったらしい。

　雄一は店内を見回した。幸い他に客はいない。

　友美と目が合ったが、すぐにそらされた。クラスメイトだし、睦子の奇行は知れ渡っている。見て見ぬふりをしてくれているのだろう。大丈夫なはずだ。

　次に加奈子の様子を確かく認にんする。視線は睦子に向いていなかった。半分ぐらい現実逃とう避ひしている状態だろう。ならばこれも大丈夫なはずだ。加奈子は異常なモノを目もく撃げきした際、それを無視しようとする傾けい向こうがある。

「なぁ、セイバー出したまま帰るつもりか？」

　雄一は睦子に確認した。

「かっこよくない？」

　本気でそう思っているのか、睦子は自信満々にポーズを決めている。

「確実に警察につかまるわ！」

　雄一は叫さけんだ。

　それちょっと欲ほしいかも、という奈月の言葉が聞こえたような気がした。







第二章　野の呂ろさんちでは晩ばん餐さん会かいをやってます







　晩ばん餐さん会かい。

　定期的に野の呂ろ家で行われる食事会のことだ。

　野呂の一族の者が一堂に会しての贅ぜい沢たくなものだが、愛あい子こはこの行事が好きではなかった。

　人血の摂せつ取しゆ。

　それを目的とした食事会だからだ。

　吸血鬼は人の血を摂取しなければ衰すい弱じやくしていき、やがて死に至る。

　それが本当だということは、病弱な母を見続けた愛子にはよくわかっていた。死にたくなければ血を取り入れなければいけない。

　血液は主に輸血用の血液製せい剤ざいを使っているらしいが。管理上の都合か、血の摂取はこの晩餐会に限られていた。

　それぞれが勝手に血を求め始めれば途と端たんに秩ちつ序じよは失われる。そう考えてのことだろう。







　試験の打ち上げから帰ってきた愛子は自室で憂ゆう鬱うつな時を過ごし、晩餐会の開始間近になってからドレスに着き替がえて食堂に向かった。

　食堂に入り愛子はひそかにため息をつく。楽しかった一日も締しめくくりがこれでは台無しというものだ。

　大きなテーブルにはすでに参加者が並んでいる。全すべて野呂一族の者で、全員が吸きゆう血けつ鬼きだった。

　席順は野呂本家の者が奥に、遠とお縁えんの者が入り口側となる。

　テーブルの一番奥の席に座すわっているのが頭首であり、愛子の父親である和かず也や。大おお柄がらな男で、スーツの上からでも筋肉質な体型が一目でわかる。野呂総合病院の院長として多た忙ぼうを極めているが、その合間を縫ぬって欠かさずトレーニングをしているらしい。

　和也の向かい側に座るのが祖父の源げん三ぞう。好こう々こう爺や然ぜんとした風ふう貌ぼうで口くち髭ひげがよく似合う老人だ。フランス人だが日本に来た際に帰化し改名している。日本語は達者で話に不自由はしない。

　本来なら和也の向かい側は愛子の母親、真ま理り子こが座るべき場所だ。だが真理子は昔から晩餐会には参加しておらず、今も自室に引きこもっている。

　和也の右みぎ隣どなりに座っているのは兄の京きよう夜やだ。愛子と同じ星せい辰しん高校に通っている三年生。フランス人の血筋がよく出ているのか、彫りが深く日本人離ばなれした容姿をしている。

　髪は長く肩の辺りまであり、銀色に輝いていた。

　――え？　銀色？

　ちょっと前まで黒かったはずだ。更さらにこじらせてしまったのかと愛子は心配した。

　京夜はいわゆる中二病だ。雄一の姉の睦むつ子ことは違ちがい、妄想じみたことばかり言うタイプだが、実際に吸血鬼なだけに始末に負えない。吸血鬼だからといって大した力などないのに、貴族だとか真祖だとか言い張って愛子を困らせる。

　今は大人しくワイングラスをもてあそんでいた。そんな様子だけを見ていればとても格好かつこいいと愛子は思うのだが、喋しやべりはじめると幻げん滅めつしてしまう。

　他に愛子の家族と言えるのは姉の奈な美み子こだが、他家に嫁とついでいるため野呂本家の席にはいない。少し離れた場所で乳ち飲のみ子ごを抱かかえていた。

　それ以外の者達は分家や遠縁のもので、愛子は半分も顔を覚えていなかった。

　総勢二十名ほど。誰もが華はなやかなドレスやスーツに身を包つつみ歓談している。今の時代そうないだろうと思われる華か麗れいな晩餐会だ。

　愛子は京夜の向かいの席に座った。これで全員が揃そろったことになる。

　少しすると豪ごう勢せいな食事が並べられていった。

　愛子のような血に抵てい抗こうがあるものにはそれとわからないように配はい慮りよされている。だが人の血が混じっているのだと思うと食欲などわきようもない。

「愛子ちゃん今年から高校生なんですって？　ますます綺き麗れいになっちゃって」

　左ひだり隣どなりの席から、赤いドレスを着た女が愛子に話しかけてきた。

「叔お母ばさんも変わらずお美しいですね」

　叔母の神かみ谷や恵え理り子こ、母の姉だ。

　胸むな元もとの開いた派手なドレスがとても似合っていて、女の愛子でもドキリとしてしまうほど妖よう艶えんな雰囲気を醸かもし出だしている。

　歳としは四十歳を超こえているはずだが、二十歳はたち前後にしか見えない。

　愛子はかすかな疑問を覚えた。確かに叔母は前から若々しくはあった。だがここまで若かっただろうか？

「愛子ちゃんも、ちゃんと血を摂らないと駄だ目めよぉ。せっかくこんな体に生まれてきたんだから最大限活用しないと損ってもんだわ！」

　そう言いながら恵理子はワイングラスに入った真っ赤な液体を飲み干した。

「やっぱりいいわぁ。毎日でも飲みたいぐらいだけどねぇ」

　うっとりとした様子で恵理子は言い、唇くちびるについた血を艶なまめかしく舌でなめとる。

　愛子は見ているだけで気分が悪くなってきた。とてもそんなものを美味おいしそうに飲む気にはなれない。

　部屋を見回すと、同じように血液を加工せずに直接飲んでいる者が何人かいる。彼かれらに共通するのは若々しい見た目をしていることだ。食事に血を混ぜている者達はそれ相応の年ねん齢れいに見えた。

「愛子ちゃん、今ぐらいから始めるのでも丁度いいわ。今の美しさをキープできるのよ？」

「味が苦手なもので……」

　愛子は言葉を濁にごした。生の血の味など知らないがそう言っておく。

「恵理子さん、それは本人が決めることだ。無む理り強じいはよくない」

　低い声で和也が諌いさめた。

「別に無理に勧すすめてるわけじゃないわ。けど味が問題というのはよくわからないわね。とても甘あまいのに」

　恵理子は不満そうな口ぶりだった。

「愛子、期末試験は今日までだったな。調子はどうだった？」

　和也は話題を変えるようにそう言った。

「うーん、中間の時とあまり変わらないかな……」

　つまり調子は悪い。愛子の成績は中の下というところだ。自分としては頑がん張ばっているつもりだが、どうにもうまくいかない。

「そりゃいかんな。なんなら私が教えようか？」

　和也が張り切って言った。和也は世間ではスーパードクターと呼ばれる程の名医として知られている。高校生に勉強を教えるぐらいは簡単なのだろう。

「別にいいよ。お父さん忙いそがしいでしょ？　友達に教えてもらうよ。成績のいい子がいるから」

　愛子は雄一を思い浮かべた。雄一は大して勉強をしているようにも真ま面じ目めに授業を受けているようにも見えないが成績はいい。

　この期末試験の結果も期待できないし、近々相談してみようかと思っていた。

「そうか。友達と一いつ緒しよに頑張るのもいいのかもしれないな。そういえば部活はサバイバル部と言っていたな。危なくないのか？」

「別に危なくないよ。ほとんど部室でお話ししてるだけだし」

　その話の内容が物ぶつ騒そうなことは伏ふせた。スタンガンや、爆ばく発はつ物ぶつの扱あつかい方がテーマになっているとはさすがに言いづらい。

「そうか。まぁ愛子は運動が得意じゃないからな。そんな部の方がいい――」

　愛子と和也が話していると、京夜が突とつ然ぜん立ち上がった。

「なんなんだ、この茶番は！　もうたくさんだ！」

　京夜が大声で叫ぶ。食堂は一気に静まりかえった。

「どうした？　京夜」

　和也が聞いた。突然の京夜の奇き行こうをいぶかしんでいる様子だ。

「うんざりなんだよ！　何が血液製剤だ！　ふざけるな！　どうして俺がこんな加工されたまがい物を口にしなければならんのだ！　お前らには誇ほこりというものがないのか！　高貴なる一族としての自覚が！　吸血鬼なら首筋に牙きばをつきたてて直接その生温かい血をすするべきだとは思わんのか！」

「何を言っている？」

　和也が怪け訝げんな顔をした。愛子もなぜ兄が突然そんなことを言い出すのか全くわからない。

　全員が京夜に注目する。視線に耐たえられなくなったのか京夜は食堂を飛び出して行った。

「お兄ちゃん……」

「牙が生えてきたのかしら……」

　隣で恵理子がぼそりとつぶやく。

　おかしな話だった。愛子の知る限り吸血鬼に牙など生えてはいない。それは兄も同様のはずで、牙を突つき立たてて血をすするなど出来るはずがなかった。

　場は静まり返っていたが、それを打ち破るように祖父が口を開いた。

「まぁ若いうちはいろいろ思うところもあろうさ。お前達にもそんな時代はあっただろう？」

　その発言が呼び水となったのか、それぞれが若い頃ころの話をし始める。

　微び妙みような空気はいつのまにか霧む散さんしていった。

「少し心配だわ。様子を見てこようかしら」

　恵理子が立ち上がり出ていく。愛子はその横顔に漠ばく然ぜんと不安を覚えた。

　恵理子は、笑っているように見えた。
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　京夜の部屋に鍵かぎはかかっていなかった。

　恵理子はノックもせずにドアを開け、中へと足を踏ふみ入いれる。

　あまり物のないシンプルな部屋だ。

　京夜はベッドの上に身を投げだし天てん井じようを見つめていた。

「あらあら、どうしちゃったの、ふてくされちゃって？」

「何しにきたんだ」

　京夜は吐はき捨すてるように言った。

　だが追い出そうとまではしない。幼い頃は恵理子とよく遊んでいたので、それを覚えているのかもしれなかった。

「ちょっと気になってね、よいしょっと」

　年寄りくさい掛かけ声ごえとともに恵理子はベッドに腰こしを下ろした。

　京夜の整った顔へと手を伸のばす。京夜も特に抵抗はしなかった。

　恵理子は京夜の唇に手をかけるとめくりあげた。

「やっぱり。生えてきてるのね」

　京夜の犬歯は他に比べて明らかに大きく尖とがっていた。人間の血を吸っている証だ。

　一度生の血を味わった後に、まがい物を飲まされては苛いら立だちもするだろう。

「何人の血を吸ったの？」

　犬歯だけではない。食堂での態度もそれを裏付けていた。血を吸えば凶暴性が増す。抑え付けていた欲望が溢れ出ようとする。

「何が言いたい」

　聞かれた京夜が恵理子へと顔を向ける。

　恵理子は自分の唇をめくりあげた。

　犬歯を見せつける。そして恵理子は犬歯を伸ばし始めた。

　見る間にそれは通常の倍以上の大きさになる。京夜は驚おどろきに目を見張りながら身を起こした。

「私で十人ぐらいかしら？」

　恵理子は牙を元の大きさに戻した。普段から出しっぱなしでは邪じや魔まで仕方がない。

「そんなことができるのか!?」

　京夜は恵理子に詰つめ寄よった。

「えぇ。他にもいろいろできるようになってきたわ。たとえば」

　恵理子は京夜の肩を両手で掴つかんだ。

　京夜は突然の恵理子の行動に戸惑い、振ふりほどこうとする。だが無理だ。恵理子の筋力は吸血により増大している。

　恵理子は京夜の首筋に口を寄せると牙を突き立てた。小さな穴が二つ空く。恵理子はそこからあふれ出る血をすすりとった。

「なんのつもりだ！」

「慌あわてないでよ。同族間で血を吸っても支配力は及およばないから」

　京夜の傷きず跡あとはすぐにふさがっていった。

「これがいろいろできるうちの一つ」

　恵理子の視界には恵理子が唇をなめる様子が映っていた。逆に京夜の視界には京夜が映っていることだろう。

　これも恵理子が身につけた能力の一つだ。血を吸った相手と感覚を共有することができる。

「こんなことが……」

　京夜は感激に身を震ふるわせていた。牙が伸びるよりもわかりやすい異能力だろう。

「血を吸った相手を支配するための能力ってことらしいわ。あまり離れすぎると効果がないんだけどね」

　だがこんな能力は恵理子の目的からすればただの副作用とでも言うべきものだった。

「俺が吸ったのは一人だけだ」

　何事か考えている様子だった京夜が随ずい分ぶん前の質問に答えた。

「相手は？　あまり考えなしだとあとあと困るわよ？」

「学校の女だ。俺に惚ほれているので問題はない」

「イケメンはお得ねぇ。でも一人血を吸ったぐらいじゃ隷れい属ぞく化かまではいかないだろうから、無理はしないほうがいいわ」

「どうすればいいんだ？　血を吸い続ければいいのか？」

　京夜は期待に満ちた目で恵理子を見つめてきた。とてもかわいらしいと恵理子は思う。

「そうね。けど同じ相手から吸い続けても成長は期待できない。たくさんの相手から血を吸わないと、たくさん……ね」

　恵理子が思っていたよりも京夜は扱いやすそうだった。
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　教室内の空気は弛し緩かんしきったものだった。

　期末試験翌日の金曜日。皆みんなも授業に身が入らないのだろう。雄一も同様で、だらけた気分で過ごしているといつの間にか放課後になっていた。

　雄一は教室内を見回した。

　奈な月つきが黒板を消していた。今日は日直らしい。この後は日誌を書いて提出しに行くはずだ。

　愛子は友とも美みとなにやら話しこんでいる。雄一が見つめると軽く手を合わせてきた。先に行ってて、というようなことだろうと雄一は読み取った。

　どうせ後で会うのだから待っている必要はないだろう。雄一はゆっくり腰を上げた。

「ゆうくん！　たまには一緒に部室まで行ってくれてもいいと思うわ！」

　無む駄だに勢いよく教室の扉とびらがスライドされ、睦子の大声が聞こえてきた。

　一気に教室がざわめく。

　雄一は頭を抱えたくなった。睦子は全校的な有名人だ。今いま更さら隠かくしても仕方がないのだが、それでもわざわざこの姉をクラスメイトに見せたくはない。

「ほら！　なにやってるの！」

　睦子はずかずかと教室に入り込み、雄一の元へとやってくる。

　睦子は注目を一身に集めていた。とにかく美人で目立つのだ。

「わかったよ！」

　いたたまれなくなった雄一は睦子の手を取ると、逃にげるように教室を飛び出した。

「教室に来んなよ！　恥ずかしいだろ！」

　一気に校舎の外まで出て、雄一は睦子に文句を言った。

「え？　ゆうくんがシスコンツンデレ弟みたいな台詞せりふを！　さぁ、デレて！　『けど来てくれて嬉うれしいよ！』とかそんな感じで続けて！」

　何やら感激した様子で睦子が言う。

「照てれ隠かくしとかじゃなくて、本気で嫌がってるからな？」

「またまたぁ。いいのよ？　もっとお姉ちゃんに甘えたりしても！」

　手をぱたぱたとふる睦子は雄一の話をまるで聞いていない。

　雄一は昨日のことを思い出して睦子の格好を確認した。相変わらず長なが袖そでを着ている。

「セイバーは持ってきてないよな？」

　朝のうちに確認しておくべきだったと雄一は後悔した。あれが街中で暴発したら大惨事になりかねない。

「あれね！　ちょっと展開機構に無理があった気がするから改良中よ！　楽しみにしててね！」

「あれ、どうやって使うんだよ」

　腕うでの側面に沿って刃が伸びていた。雄一はトンファーのような武器かと考えたが、腕に固定されているため手の内で回転させたりは出来ない。

「そうね。鶏けい爪は鋭えいみたいな使い方かしら」

「何だよ、それ？」

「八はつ卦け掌しようで使う武器だけど教えてなかった？」

「鴛えん鴦おう鉞えつなら知ってるけどな」

　鴛鴦鉞。半円を重ねたような形状で、八卦掌で用いる武器だ。だがそれとあのセイバーではまったく形が違うし、関係がないのだろう。

「腕の側面に張り付くような感じの武器ね。鶏爪鋭は刃がいっぱい付いてて複雑なロマン武器なのよ！　八卦掌の祖、董とう海かい川せんが開発して愛用したと言われているわ！　セイバーはもう少しシンプルだけど、使い方としては似たような感じでいけるかな、と思ってるの！　完成したらゆうくんにも教えてあげるわね！」

「いや、セイバーは遠えん慮りよしとくわ」

「えぇー！　かっこいいのに！　ガイバーっぽいのに！　バオーっぽいのに！」

「ただのコスプレじゃねーか」

　ぶぅぶぅ言う睦子を適当にあしらいながら雄一は歩いた。

　グラウンドの脇わきを通って旧校舎へと向かう。初夏の暑さの中でもフェンスの向こう側は盛せい況きようだった。

「よぉ！　坂さか木きじゃねーか。これから部活か？」

　フェンス越ごしにユニフォーム姿の翔しよう太たが声をかけてきた。授業が終わってさっさと出て行ったことを雄一は思い出す。今はサッカーの練習中のようだ。

「姉ちゃんこいつ知ってたっけ？　佐さ伯えき翔太っていうんだ。サッカーやってる奴やつで同じクラスなんだけど」

「こんにちは！　私はゆうくんの姉で睦子っていうの。よろしくね！」

「あー、お噂うわさはかねがね……」

　微妙な反応を翔太は示した。残念な性格の噂を思い出したのだろう。

「ごめんなさいね。私サッカーは詳くわしくないの。サッカー漫画はあまり読んだことがなくて」

　睦子の知識の根底は漫画にある。漫画で興味を持ったことを調べたり、研究したりしているのだ。

「でもまったく知らないってこともないのよ！　スカイラブハリケーンならゆうくんと練習したことがあるわ！」

「思いっきり反則だって怒おこられたよな！」

　一人がグラウンドに仰むけになり発射台となって、もう一人を空中高く飛びあがらせる。そしてヘディングシュートをするという技わざだ。もちろん実際にやれば危険行こう為いということで反則になる。

「え？　いや、反則以前にあれってできるもんなのか？」

　翔太が首をかしげる。

「え？　あー、いや、できないできない」

　軽かろやかに宙を舞まう睦子の姿が頭に浮かんだが、雄一はごまかした。

「他にはそうね。爆ばく裂れつ消しよう球きゆうもどうにか再現できないかとやってみたけど、さすがにあれは無理だったわ！」

「うん、あれ物理的におかしいから！」

　キーパーの目の前で、ボールが爆ばく発はつを起こして消えるという謎なぞの必殺シュートだ。

　オーバーヘッドキックで無回転ボールを蹴けるところまでは雄一もできるようになった。だが、そのボールがキーパーの目の前で爆発するように消える肝かん心じん要かなめの要素はどうあがいても再現できなかったのだ。というかどう考えてもできるわけがない。

「いこうぜ、姉ちゃん。サッカーの話はそれぐらいにしとけ」

　サッカーで世界征せい服ふくを企たくらむ悪の組織に、やはりサッカーで立ち向かう真蹴球戦士リアルマニズムの話を睦子が始めたところで、雄一は睦子を無理やりひっぱって連れて行くことにした。







　部室は相変わらず混こん沌とんとしていた。

　旧校舎の元教室を利用した部室なのでそれなりの広さはあるのだが、図書館にあるような本ほん棚だなが並べられ、物が散乱しているために狭せま苦くるしく見える。

　壁かべや天井に色とりどりのホールド、ボルダリング用の突とつ起きが所ところ狭せましと並べられているのも、この部室の無秩序感に拍はく車しやをかけていた。ちなみにホールドを使用しているのは雄一ぐらいのもので、他に誰だれかが使っている様子はない。

　部室の中央には長机とホワイトボードが置いてあった。

　長机では加奈子が優ゆう雅がにお茶を飲んでいる。深窓の令れい嬢じようもかくやという姿だが、特に実家が裕ゆう福ふくということでもないようだ。

　雄一は席に着き、睦子はホワイトボードの前に立った。しばらくして愛子と奈月もやってきた。

「さて！　ぐずぐずしているとすぐに夏休みになってしまうんだから！　そういうわけなのでさっそく合宿について話し合うわ！」

　昨日、中ちゆう華か料理屋での話を雄一は思い出した。その場のノリで言っていたのかと思いきや本気だったらしい。

「どうせ行くなら面おも白しろいところへ行きたいわね！　さあ！　考えてきたことを発表してみて！」

　面倒だから行きたくない。それが雄一の本音だが、言うだけ無駄なことを雄一はよくわかっていた。

「じゃあ、学校。この部室」

　雄一は適当に言ってみた。ここにくるだけなら面倒がなくていい。

「……わかったわ。一応候補には挙げておきましょう」

　睦子は少々不満そうではあったものの、雄一の提案をホワイトボードに書いていった。

　隣では愛子が何を言われたわけでもないのに、その内容をノートに書き写している。いつのまにか書記が板に付いていた。

「じゃあ野呂さんは？」

「そうですね。夏なのでやっぱり海がいいと思うんです。場所はちょっと遠い方がいいんでしょうか？」

「そうね。近くに海水浴場はあるけど、それだと泊とまりにはならないし……まぁ場所についてはまた考えるとしてとりあえず、海ね。じゃあ次は武たけ内うちさん」

　睦子はホワイトボードに候補を追記した。

「野呂さん。ここがサバイバル部で、その合宿だという認にん識しきはあるの？」

　奈月が冷たい口調で愛子にたずねた。

「え？　特には考えてなかったけど……じゃあ武内さんは何か候補があるの？」

　そんなことを聞かれるとは思っていなかったのだろう。少しむきになって愛子は聞き返した。

「えぇ。私は廃はい棄き場じようを合宿先として提案する」

　奈月は堂々とそう宣言した。

「なんだよそれは？」

　嫌いやな予感がした雄一は聞いた。名前の雰ふん囲い気きからして、どうせろくでもない場所だ。

「なりそこないが捨てられている場所。昔私が狩かり場ばにしていた、地図には載のっていない陸の孤こ島とうとも呼ばれている秘境。どう？　サバイバルにはうってつけだと思わない？」

　奈月は勝ち誇ったように愛子に言った。

「却きやつ下かだ、そんなもん！」

　なりそこないってなんだよ、と思いつつも雄一は聞かなかった。愉ゆ快かいな答えが返ってくるとはとても思えない。

「ナイスよ！　武内さん！　そーゆーのはわくわくするわ！」

　奈月も睦子の好みがわかってきているのかもしれない。睦子は廃はい墟きよだとか秘境だとかも大好きだ。

「じゃ織おり原はらさんはなにかあるかしら？」

　廃棄場とホワイトボードに書きながら睦子は加奈子に聞いた。

「どうにかして異世界に行けないかな？」

　おっとりとした口調で加奈子はおかしなことを言い出した。

「行けませんよ！　行けたって行かないほうがいいですよ！」

　雄一はあわててつっこんだ。

「なにか当てはあるの？」

　奈月が聞く。当てがあっても行っちゃだめだろ、と雄一は思う。

「えとね。エレベータで異世界に行けるって聞いたの！」

　異世界の話をする加奈子は実に楽しそうだった。

「それ、都市伝説ってやつじゃないですか？」

　雄一はその話を聞いたことがあった。エレベータの階数ボタンを決まった順序で押おすと、存在しない階に到とう着ちやくするとかだったはずだ。

「じゃあ異世界エレベータを探す……っと」

　睦子はそんなものまでホワイトボードに書き加えた。

「姉ちゃんは何かあるのか？」

「もちろん！　私は海外なんてどうかと思っているのよ！」

「ちょっとまて！　そりゃ無む茶ちやだろ！」

　雄一は一いつ瞬しゆんで様々な問題点を思い浮かべた。

「そもそもだな。海外とか以前に、合宿を無許可で出来るわけないだろ？　顧こ問もんの先生はどうなってるんだこの部活は？」

　学校公認の部活動である以上顧問は必ずいるはずだ。だが雄一はそれらしき人物を見たことがなかった。

「現国の野の田だ山やま先生よ！　勝手にやってくれと言われてるからそうさせてもらってるわ！」

「その勝手にやれ、って言葉の解かい釈しやくに問題はないか？」

　おそらく壁をボルダリング仕様にしたり、本棚を大量に持ち込んだりなんてことは想定していないはずだ。

　だが雄一は確信できた。現国の野田山、つまり担任の花はな子こが顧問なら大丈夫だ。面めん倒どうくさがりな花子がここまでわざわざやってきて、部活について注文を付けることはないと断言できる。

「海外と言うと具体的には？」

　奈月が淡々と聞く。

「台たい湾わんなんてどう？　武術の宝庫なの！　中国では文化大革命で武術も弾だん圧あつされたのよ！　その時に著名な武術家は台湾に逃のがれたってわけ。だから台湾には高こう手しゆと呼ばれるような達人武術家がごろごろいるのよ！」

「なぁ、それ姉ちゃんが嬉しいだけだろ？」

　そうは言ったものの今いま更さらという気もする雄一だった。基本的にこの部活は、睦子が楽しいと思うことをやっているだけだ。

「インドにカラリパヤットを習いにいくとか？　あ！　それつながりで古式ムエタイなんてのも面白そうよね！　知ってた？　ムエタイの源流はインドのカラリパヤットなの！　他にはそうね。イギリスはどうかしら。クォータースタッフもよさそうな感じだわ！　クォータースタッフって言われるとＰＣゲームを思い出すかもしれないけど、私が言っているのは棒術のことよ！」

「とにかく海外なんて無理に決まってるだろ！　色々問題はあると思うけど、まず金がかかりすぎる」

　雄一の格かく闘とう術じゆつは睦子が様々なものを混ぜ合わせて作り上げたもので、混沌としたよくわからないものになっている。そのため雄一も本物の武術に興味がないと言えば嘘うそになるのだが、だからといって海外に行くほどの情熱はない。

「あ、お金のことだったら私がなんとかするけど」

　愛子がおずおずと言い出した。愛子の実家は病院を経営していて裕福だ。愛子もかなりの金額を自由に使えるらしい。

「それは駄目だろ。金持ちかもしれないけどなんか違う気がするぞ」

　合宿の費用を一部員に肩かた代がわりさせるのは間ま違ちがっていると雄一は思った。

「あ、最初に言っておくのを忘れてたけど、お金のことなら部費でどうにかするから気にしなくていいわ！　だからお金がかかりそうとかでアイデアを出し惜おしみしないでね！」

「海外合宿がどうにかなる部費ってどんだけだよ！」

　睦子の部屋やこの部室に溢れかえる無駄な物を見ればわかるように、睦子は謎の資金源を持っている。だが、それがなにかを雄一は聞かないことにしていた。どうせろくでもないことだからだ

　結局、合宿先は金に糸目を付けないという条件で再度考えることとなった。







第三章　激げき闘とう!!　桃もも色いろピンククリニック！







　その病院は桃色ピンククリニックと呼ばれていた。クリニックと呼ばれてはいるものの規模としては病院ホスピタルだ。

　診療所クリニツクと病院ホスピタルの違いは主にベッドの数で、二十名以上が入院できる施し設せつを有すると病院になる。

　正式名めい称しようは望もち月づき胃腸病院。内臓系の専門病院で病びよう床しよう数すうは七十二床だ。

　この病院が桃色ピンククリニックなどという異名で呼ばれるようになった理由は単純で、なぜか看護師と患かん者じやがつきあい始める確率が異様に高かったからだ。

　それなら桃色ピンクホスピタルでもよさそうなものだが、語ご呂ろが悪かったせいかなぜかクリニック呼ばわりされている。

　その異名のせいなのか不景気のせいなのか、この病院は数年前に潰つぶれてしまった。

　病院跡あと地ちにはホームレスが住み着いているとも、近所の悪ガキがたむろしているとも言われていて、近きん隣りんの住民からはどうにかしろと行政に苦情が寄せられている。







「ねぇ……うちに帰るはずが、なんで私はこんな所に……」

　ソファの陰かげで身を縮めている愛あい子こが小さな声でぼやく。

「血の匂においがする、とか言い出したからだろ？」

　隣となりの雄ゆう一いちも小さな声で返した。

　二人は廃はい病びよう院いんの一階ロビー、受付前のソファに身を隠している。

　部活後、雄一と愛子は一緒に帰宅していた。その途と中ちゆうにあった廃病院、桃色ピンククリニックの前で愛子が突然立ち止まったのだ。

「だって……中に入って確かめるとか言い出すとは思ってなかったし……」

　病院の入り口には鍵が掛かっていたが、古い病院のせいか鍵の仕組みはシンプルなものだ。雄一はあっさりと解かい錠じようして侵しん入にゆうした。

「警察に連れん絡らくするにしても、道を歩いてたら廃病院の中から血の匂いがしてきました、だと怪あやしすぎる。それに何か緊きん急きゆう事態かもしれないだろ。ていうかな、付いてこなくてもよかったのに」

「そんなこと言われたって一人で帰るのもなんだし……」

　事故か暴力か。そんな危ない気配が濃のう厚こうだ。だが愛子は当然のように付いてきた。

「けど血の匂いか。ま、たまにはそういうこと言ってくれないと吸きゆう血けつ鬼きだって忘れちまうしな」

「忘れてくれていいんだけどね……」

　二人はそろってソファの陰から顔を出し、ロビーの奥おくを見た。

　窓は全すべて塞がれているため外光は入っていない。だが蛍けい光こう灯とうの明かりがロビーを照らしている。

　ロビーの中ほどでは、たちの悪そうな連中が少女を取り囲んでいた。

　少女の頬ほおは腫はれている。殴なぐられたのだろう。口の端はしからは血が流れでていた。

「嫌な予感しかしねーよ……」

　この後の展開が容易に想像できた雄一は顔をしかめた。

「助けてあげないと！」

　青ざめた顔の愛子が声を押し殺して言った。

「そうだな。問題はあいつらの正体だけど……」

　相手は六人。この程度なら雄一にとってはなんでもない。たとえ百人だろうが同じことだ。姉の課す修しゆ行ぎようでは多人数戦は当たり前のように想定してある。

　だが気になるのはソウルリーダーの表示だった。

　囲まれている少女は『女子高生』で特に問題はない。

　加害者のうち四人は『不良』で、これもそこらにいる連中だろう。

　問題は残りの二人。

『吸血鬼？』だった。

　――？クエスチヨン　ってなんだよ！

　この眼めのあまりのいい加減さに雄一は呆あきれそうになった。

「なぁ。あの女の子を押さえてる二人に心当たりはないか？」

『吸血鬼？』の二人が背後から少女を押さえている。少女は恐きよう怖ふに震え、ろくに抵てい抗こうもしていなかった。不良の四人は少女の前で卑ひ猥わいな言葉を囃はやし立たてている。

「え？　なんで？」

「あいつら『吸血鬼？』だ」

「なんで疑問形なの？」

「しかたないだろ。末まつ尾びにクエスチョンが付いてんだから」

　説明するのも馬ば鹿からしいが、そう言うしかない。

「へ？　えーと……見たことないし、うちの一族にあんな感じの人はいないけど……」

　あんな感じとは、ちゃらちゃらしたチンピラっぽい雰囲気のことだろう。

「じゃあ遠慮する必要はないか。まぁ『吸血鬼？』なら大したことはないだろ」

「ねぇ？　今私を見て私を基準に言ったよね？」

　愛子が頬をふくらませる。図星だった。

「ってそんなこと言ってる場合じゃないよ！　早くしないと！」

「それはそうだけど、のこのこ出て行けば顔バレするしな」

　以前にも雄一は不良連中を叩たたきのめしたことがあるのだが、その時は家族を巻き込んでの大おお騒さわぎになってしまった。この手のやつらは後先を考えない。後々のことを考えると素す性じようがばれてしまうのは問題だった。

「変なマスクの類たぐいは何度も捨てたからな……」

　何か顔を隠すものがないかと雄一は鞄かばんを探さぐった。中には雄一も知らない様々なモノが入っている。睦むつ子こが勝手に入れているのだ。

「……あの……それはさすがに引くんだけど……」

「げっ、なんでパンツ入れてんだよ！」

　雄一は手にした女物の下着を床へと叩きつけた。ピンク色の可愛かわいらしい下着で、おそらく睦子のものだ。

　雄一は怖おじ気けを震った。これを被らせるつもりだったのだ。少し前にパンティを被るヒーローの話を姉に聞かされた覚えがある。

「他にはなんかねーのか……」

　さらに鞄をあさると、額に肉と書かれた肌はだ色いろのマスクや、目の周りが炎ほのおで縁ふち取どられた白いマスク、蝶ちようを象かたどったマスクなどが出てくる。

　雄一は次々に床へ叩きつけた。

　だがあまり選より好ごのみもしていられない。雄一は骸がい骨こつを象った拘こう束そく具ぐのようなマスクを取り出した。

「中二っぽいけど他よりはましか。ほら」

　雄一はそれを装着し、もう一つマスクを取り出して愛子に渡わたした。こちらは兎うさぎをモチーフにしたものだ。

「え？　私も？」

「万が一ってことがあるからな。これも持っとけ」

　雄一はスタンガンを愛子に渡した。ボタン一つで伸しん展てんする警棒タイプのものだ。部活で睦子が解説していたので、愛子も使い方はわかるだろう。

「あとこれもかぶってろ」

　レインコートも取り出して渡す。星せい辰しん高校の女子制服は目立つので、見つかった場合に問題だ。

　男子制服はそれほど特とく徴ちようがないので、隠す必要はないだろう。

　雄一は鞄から礫つぶてをいくつか取り出し、左手に握にぎりこんだ。

「それ何？」

「あぁ、毎回五百円玉投げるのもコスパわりぃから、鉛なまりで作ったんだけど」

「ねぇ。そういえば、まだお金返してもらってないよね？」

　そう言われて雄一は、学校で殺人鬼に襲われた時に五百円玉を十枚借りたことを思い出した。

「よし。じゃあ行ってくるから。鞄預かっといて。あ、名前呼ぶとまずいからな。気をつけてくれ」

　だが、今はそれどころではない。お金のことはあえて無視して、雄一は鞄を預けた。

「……なんかノリノリな気がするのは気のせいかな……」

　愛子のつぶやきは無視して雄一は駆かけだした。

　身を低くしたまま、這はうようにしてソファの陰から男達の背後へと回り込む。

　まずは少女を押さえている二人。

　雄一は背後から金きん的てきを連続で蹴り上げた。

「え？」

　男達が突とつ然ぜん倒たおれ始はじめたことに気付いた少女が声を上げる。雄一は少女の肩かたをつかむと乱暴に背後へと引っ張った。

　残りは四人。少女を後ろへ追いやると雄一は踏み込んだ。背後に回した右みぎ腕うでを大きく振りかぶる。

　まだ相手は何が起こっているのかを全く理解していない。

　手刀を男の首筋に当てて振りきる。二人まとめてなぎ倒し地面に叩きつけた。

　手刀の勢いそのままに回転し、飛び上がって旋せん風ぷう脚きやくへとつなげる。

　三人目の頭部を蹴り飛ばし着地した。

　ようやく動きを見せ始めた最後の一人の手を掴み、引き込むと同時に肘ひじを鳩尾みぞおちへと突つき入れる。

　この間わずか数秒。ろくな抵抗も出来ずに男達は地に倒れ伏ふした。

「あ、あの……」

　壁かべ際ぎわでへたりこんでいた少女が恐おそる恐る声をかけてくる。

「ねぇ。もうちょっと穏おだやかな方法はなかったの？　ほら、首筋をえいってやって気絶させるとか」

　全て終わったと見たのか愛子がやってきた。

「そんな都合よく行くかよ。無力化するなら、とにかくすげぇ痛みを与あたえるに限る」

　彼かれらは強きよう烈れつな苦痛と恐怖によって身動きが取れなくなっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　愛子が少女を気き遣づかう。

「はい……その、あなた達は……」

　おかしなマスクをかぶった二人を、少女は露ろ骨こつに怪しんでいた。

「どうすんの？」

　愛子が小声で聞いてくる。

「このままなんとなく押し通すしかないだろ……えーとですね。とにかく助けますから詮せん索さくは無用で――」

　言いかけたところで雄一は固まった。

　入り口からぞろぞろと何者かが入ってきている。

「多いな」

「多いね」

　雄一と愛子は顔を見合わせた。入ってきただけでも十人はいる。その後からも続々とやってきていた。頭上の文字は『不良』が多く、『吸血鬼？』が一割程度というところだ。不良の格好はまちまちだったが、吸血鬼？　は夏だというのにパーカーを着こんでおり、フードで顔を隠している。

　床に倒れている男達の仲間なのだろう。この状況を見られてはすぐに敵対的な対応を取ってくるはずだ。

　雄一は辺りを見回した。この病院の構造がわからないが、見える範はん囲いでは外に出られるのは入り口だけのようだ。目につく窓は全て塞ふさがれている。他の場所も同様の可能性があるため、出口を探し回るのは無駄かもしれない。

　無理やり突とつ破ぱする。

　雄一はそう考えてすぐに諦あきらめた。愛子一人ならどうにかなるが、二人を連れては無理だろう。

　男達が雄一達たちを指さして騒さわぎ始めた。

「奥に逃げるぞ！　ついてきてくれ！」

　廊ろう下かを走り病院の奥へと向かう。

　雄一の期待通りに裏口が見えた。

　背後を見る。

　不良どもが追いかけてきているが、まだ距きよ離りはあった。

　これなら逃げきれる。ドアノブに手をかけた雄一だが、その期待は裏切られた。

　開かない。

　鍵かぎがかかっているだけならピッキングでどうにかなる。だが、ドアを見た雄一は愕がく然ぜんとした。

　溶よう接せつされている。これを瞬しゆん時じに開けることは不可能だ。

「まずいな。追いつめられた」

　雄一は振ふり向むいた。

　男達はすぐそばまでやってきている。

　どいつもろくでもない雰囲気を漂ただよわせていた。雄一達の退路を断たつべく廊ろう下か一いつ杯ぱいに広がっている。

「ぶぶーぅ。は・ず・れー。残念でしたぁ」

「出口なんてねーよ。ばーか」

「なんだよ、そのマスクは。正義の味方のつもりかぁ？」

「そいつ女か？　一人じゃ物足りねーとこだったから、よかったじゃねーか」

「俺おれ男でもいいや」

　男達は少し離はなれたところで立ち止まり、口々に好き勝手なことを言っていた。

　にやついた下げ卑びた面が雄一を苛いら立だたせる。

「二人はそこのトイレに隠れててくれ。ドアは押さえといて、誰か開けようとしたらドアノブにスタンガンを使え」

　裏口の近くにはトイレがあった。女子トイレにはドアが付いているので、万が一の場合に時間を稼かせげる。

　愛子と少女は素す直なおにトイレへと駆け込んだ。

　雄一は前に出た。

　ここで待ち構えていて相手が持久戦に出れば面倒だ。

　雄一は手に持っていた礫を投げつけると同時に、男達に向かって駆け出した。







　多人数戦においてどう立ち回るべきか？　様々な者がそれぞれの立場から語っている。

　例えば弱そうな奴から沈しずめていきとにかく数を減らせと言う者もいるし、まず一番強い奴を倒せば残りは恐れをなして逃げ出すと言う者もいる。

　だが雄一の戦略はそれらとは異なった。

　雄一は一番近くにいた男の前で、回転しながら飛び上がると旋風脚を喰くらわせたのだ。

　派手に吹ふっ飛んだ男は壁にぶつかって跳はね返かえり、勢いよく床へと叩き付けられる。

　着地した雄一はそれが効果を発揮するのをしばらく待った。

　とにかく派手な技で一人ぶっとばせ。それが多人数戦における睦子の教えだった。大たい抵ていの場合、相手はそれで腰こしが引ける。

　派手という意味では旋風脚はうってつけだった。人が飛んで回転しながら蹴りを放つ。実際にそれを目にすれば、大抵の人間は驚おどろきに動きが止まるものだ。

　不良達は一いつ瞬しゆん呆ほうけたようになり動きを止めた。

　だがすぐに何ごとかをわめきながら雄一へと殺さつ到とうしてきた。

　これが数人程度なら残りは恐れをなして逃げ出したのかもしれない。だがこの大人数ではその驚きは薄うすめられてしまった。集団による同調圧力が弱気を許さなかったのだ。

　――めんどくせーな！

　雄一は舌打ちすると、木刀が振り下ろされる前に相手に詰つめ寄より肘を取った。肘を押し上げ、バランスの崩くずれた相手をそのまま背後へと投げ飛ばす。後ろにいた何人かの動きがそれで止まった。

　横よこ殴なぐりの釘くぎバットは限界まで身体を沈め、その下をかいくぐる。そのまま相手の脚あしにからみつくと膝しつ関かん節せつを極きめ、ハンマーの一いち撃げきはかわして前ぜん掃そう腿たいで脚を払はらう。

　背後からのナイフによる突きも、腕を絡からめ取とるとそのまま回転して肘を折った。

「ナイフとか出すんじゃねーよ！　こっちが気を遣つかうわ！」

　この乱戦でナイフを取り出すなど愚の骨頂だ。雄一はナイフなど喰らいはしないが、同どう士し討うちを心配した。

　連れん係けいのない相手を手玉に取るなど雄一には造作も無い。だが不良達もこのままでは埒が明かないと考えたのか、遠巻きに囲み、じわりと近づいてきた。

　タイミングを合わせて一いつ斉せいに押さえつければいいと気付いたのだ。

　目配せをした四人の男が同時に雄一へと飛びかかってきた。

　四方から同時に襲えば逃にげることもできないし、一人や二人打ち倒そうと残りがからみつく。そして動きさえ止めればどうにでもなる。不良達はそう思ったのだろう。

　だがこの場合、ひどく簡単な逃げ道が雄一には残されていた。

　上空だ。

　雄一は軽く床を蹴ってふわりと浮ういた。天てん井じようの照明セードを掴つかんで、落下を遅おくらせる。

　相手を見失い慌あわてる男達の上に、雄一は踵かかとを落としながら着地した。

　とにかくこの場においては動き続け、相手に掴ませないことが重要だ。

　雄一は襲いかかる敵を歩法でかわし、幻げん惑わくし、着実に一人ずつ仕留めていった。

　戦せん闘とう集団においては三割が損失した時点で組織的戦闘は不可能と言われている。もともと彼らに秩ちつ序じよだった組織的連係などありはしなかったのだが、一方的にやられ続け数が減るにつれて、集団による狂きよう騒そう的てき状態から目覚めたのだろう。つまり、このままでは自分も床に転がっている者と同じ目に遭あわされると思い知ったのだ。

　半分が倒れた時点で彼らは次々と逃げ出していった。

「お前……俺らのバックに誰がいるのか知ってんのかよ！」

　勝ち目がないと見たのかそんなことを言い出した男を雄一は投げた。首から垂直に床へと叩きつける。

　幸いそこには別の男が倒れているので、そう深刻なダメージはないだろう。

　残りは『吸血鬼？』が一人。だがその男には随ずい分ぶんと余よ裕ゆうがあるように見えた。雄一が巻き起こした惨さん状じようを目まの当あたりにしながらも平然としている。雄一はこの集団で最上位の人間だろうと当たりを付けた。

「そこまで強くなきゃせいぜい可愛がる程度ですんだのによ……お前死ぬぜ？」

　雄一には強がりにしか聞こえなかった。この男も倒れている男達と大差はない。

　こいつを倒せば一いつ旦たん始末は付く。雄一が一歩踏ふみ出したとき、男に変化が起こった。

　口が前へと突き出たのだ。

　それには雄一も意表をつかれた。

　鼻と口が前方へと伸のびていく。顔には獣じゆう毛もうが生えていき、耳は蠢うごめきながら頭部へと移動していった。一瞬の間に、顔は完全に犬のようになっている。

『吸血鬼？』だった文字も『獣じゆう人じん（狼おおかみ）』に変化していた。

　目の前で人の顔が犬へと変化する。そのあり得ない現象に雄一は驚いた。

　だがそれだけだ。雄一は驚きつつも当初の予定通り男に近づき、頭を挟はさみ込むように両りよう拳こぶしを叩きつけた。太たい極きよく拳けんの一手、双そう風ふう貫かん耳じに近い技だ。

　獣人はあっさりと倒れた。雄一は耳が移動したのでどこを叩けばいいか少し迷ったのだが、特に問題はなかったらしい。

「こいつなんだったんだ？」

　倒れた男を雄一は見下ろした。犬のようだった顔は元に戻もどっているが、見み間ま違ちがいではないはずだ。手には獣毛の感かん触しよくが残っていた。

　不思議ではあるが、考えている場合でもないだろう。雄一は辺りを見回した。動ける者はもういない。逃げ出した奴らも戻ってくる様子はなさそうだ。

「もう……無む茶ちや苦く茶ちやだよね……」

　トイレから出てきた愛子が呆れたように言う。雄一は汗あせひとつかいていなかった。

　睦子は効率と持久力を重視した修行を雄一に課している。今回倒したのは二十人程度だ。半分ほど倒したところで残りは逃げ出したのだが、全員がかかってきたとしてもこの程度の相手なら大して疲つかれもしなかっただろう。

　愛子に続いて出てきた少女はその光景に立ちすくんだ。廊下に倒れている男達を呆ぼう然ぜんと見つめている。

「あの……これは……」

「内ない緒しよにしといてくださいね？」

　愛子が勝手に口止めをしていた。

「とにかくここを出るぞ。逃げた奴やつらが戻ってくるかもしれない」

　雄一達は、倒れた男達を踏み越こえて入り口へ戻った。

　敵が待まち伏ぶせているようなことはなく、病院の外へあっさり出ることができた。







　雄一達は中華料理店、ニーハオ・ザ・チャイナにやってきた。

　この店なら怪我をしている女の子を、詮索しないだろうと考えてのことだ。

「千せん客きやく万ばん来らい！」

　チャイナドレス姿の浜はま崎さき友とも美みが、諸もろ手てを挙げて驚いていた。

「三人来たぐらいで大げさだな！」

　雄一は友美につっこんだ。

「いやいやいや、坂さか木きくん。夕方こんな時間に三人もやってくるって相当なものだよ？　アル」

「なあ？　そこは相当なものアルよ？　じゃないのか？」

　雄一は友美の適当な語ご尾びに呆れた。

「お昼にもお客さん来てなかったような……」

　愛子はニーハオ・ザ・チャイナの経営状況を心配していた。

　知り合いとはいえウェイトレスが随分となれなれしい。そう思いつつ雄一は円テーブルへと向かった。

　椅子に少女を座すわらせ、雄一は怪我の様子を見た。

　幸い大した怪我ではない。口の中を少し切ったぐらいなのだろう。雄一は友美に指示し、氷を入れたビニール袋ぶくろを用意させた。それを少女の頬に当てる。

「しばらく冷やしてたら大丈夫だと思うけど、心配だったら後で病院に行ってくれ」

　少女が落ち着いてきたところで、雄一と愛子も席についた。

「ねぇ？　坂木くんは、いつもあんなことやってるの？」

　愛子が不思議そうに聞いてくる。

「そりゃ……襲われそうになってる人がいたら助けるだろ？　あんな大規模なのはこの辺じゃ珍めずらしいけど……」

　この辺りで活動していそうな連中を雄一は思い浮かべた。

　だがこの周辺にたむろしている良からぬ輩はほぼ片づけてしまっている。よそ者というだけならいいが、『吸血鬼？』だったり、突然『獣人（狼）』に変わったりしたことが気になった。

　雄一は少女に事情を聞いてみたが、街中で突とつ然ぜんさらわれたことぐらいしかわからない。

「じゃあ、あいつらとは関係がないのか。だったら後あと腐くされはないのかもしれないけど、何かあったら連絡してくれ。番号教えておくから」

　そう言って雄一は少女と携けい帯たい番号を交こう換かんした。

「ねぇ？　坂木くんは、いつもこんなことやってるの？」

　愛子が呆れたように聞いてくる。

「ん？」

　先ほども似たようなことを聞かれた気がするが、今回は少しニュアンスが違ちがうような気がする雄一だった。







第四章　どっきどき初デート！（妹付き）







　巨きよ大だいなぬいぐるみがでんとおいてある。それが愛あい子この部屋を特徴づけるものだった。

　メリーソート社のチーキーという種類のテディベア。特徴は後頭部が大きく額も広い、どこか赤あかん坊ぼうを思わせるような風ふう貌ぼうだ。

　目立つのは一ひと抱かかえもありそうな巨大なものだが、それ以外にもぬいぐるみは無数に存在している。

　何がきっかけかは愛子も覚えていないが、物心ついた頃ころにこれが欲ほしいと言ったらしい。それを父親が覚えていて何かにつけて買ってくるのだった。

　プレゼントがいつもテディベアというのが愛子には少し不満だった。高校生にもなった娘むすめにそれはないと思う。

　だが父にプレゼントのセンスを求めても無む駄だだろうと愛子は諦めていた。

　とりあえずぬいぐるみという安直な考えなのかもしれないが、それも愛情の一種なのだろう。ぬいぐるみは嫌きらいではないので、しょうがないなと思いながらも受け取っている。

　愛子の部屋の特徴として次に目につくのはピンクと白だ。

　白を基調とした内装と家具。カーテンやソファ、ベッドカバーなどのファブリック系は淡あわいピンクという組み合わせだ。

　コーディネイトは愛子自身が行ったが、やりすぎてしまったと少し後こう悔かいもしていた。

　乙おと女め趣しゆ味みが出すぎている。人に見せるのは少し恥はずかしかった。やってきた友達は「なんかすごいね」と言う。それが本当にすごいと感心してのことなのか、呆れてのことなのかは愛子にはわからなかった。




　愛子はそんな自分の部屋で、ピンク色のパジャマを着たままベッドの上をごろごろと転がっていた。胸には巨大なぬいぐるみを抱かかえている。

　考えているのは昼間のことだった。

　雄ゆう一いちは無茶苦茶だ。愛子がちょっと血の匂いがすると言っただけで、廃はい墟きよに侵入して、襲われかけていた女の子を助けてしまったのだ。

　雄一には全くためらいがなかった。どうやらあれを当たり前だと思っているらしい。

　雄一は姉を変人だと思っているようだが、雄一もかなりのものだろう。

　――まぁ付いて行っちゃった私もどうかと思うけどね……。

　人が蹴けられたり殴られたりして、ばたばたと倒れていた。暴力的な光景に普ふ通つうなら衝しよう撃げきを覚えることだろう。だが愛子は少し眉まゆをひそめたぐらいだった。こんなことにも慣れつつある。

　雄一達と付き合うということは、これから先もあんなことが続くということなのだろう。

　――そういや依より子こちゃんもそんなこと言ってたな……。

　初めて会った時に「また兄が困っている人を助けた」と言っていた。つまり雄一はあんなことを普ふ段だんからやっているのだろう。

　――あ、そういえば……。

　愛子は依子から下着をもらったお礼をちゃんとしていないと思い出した。

　何かお礼をしなければと思ってはいたのだが、決めかねて先延ばしにしていたのだ。

　お金で返すというのは少々下品に思えたし、同じ下着を買って返すというのも芸がない。

　――どうせなら、本当に喜んでもらえるものがいいな。

　そう考えていたのだが、それが難しかった。依子とは雄一の家で少し話したぐらいだ。好みがまるでわからない。

　ごろごろしていると、ベッドの端はしに置いてある携帯電話がちらりと目に入る。

　――坂さか木きくんに聞いてみる……ってのはどうかな。

　雄一が依子の好みを知っているのかはわからない。だがいい機会だと愛子は思った。

　愛子は雄一の携帯に電話をかけたことがなかった。用事もないのに電話するのが気き恥はずかしかったのだが、お礼について相談するなら問題ないはずだ。

　それに雄一が昼間に見知らぬ女の子とあっさり携帯番号を交換したことも気になっていた。雄一はあんな調子で気軽に番号を交換して話しているのかもしれない。だとしたら気き後おくれしている場合ではなかった。

　愛子は携帯電話へと手を伸ばし、緊きん張ちようとともに雄一の番号を呼び出した。







　翌日の土曜日、正午の少し前。

　愛子は待ち合わせ場所である駅のコンコース中なか程ほどへとやってきた。

　そこには、時計と鐘かねを組み合わせたカリヨンの鐘というオブジェが設置されている。

　待ち合わせのスポットとしてよく使われている場所だ。天井からは霧きりが吹きだしていて涼すずしげな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。

　十二時ちょうどになると時計から音楽が流れてきた。近くにある歌劇団を代表する曲だ。

　雄一は時間通りに待っていた。

　薄うす手でのジャケットにネイビーのジーンズ、グレーのスニーカーという格好だ。愛子は私服姿の雄一を見たことがなかったが、なかなか様になっていると思った。

　愛子は声をかけようとして、雄一の隣に目を見張るような美少女が立っていることに気付いた。

　その少女と雄一はほぼ密着している。それはパーソナルスペースの内側、恋こい人びとや家族の距離だ。

　愛子はその光景に一いつ瞬しゆん放心してしまったが、気づけばその美少女が愛子に詰め寄ってきていた。

「え？」

　少女は愛子の手をつかむと、雄一から離れたところへ連れて行く。

　愛子が状じよう況きように戸惑っているとその少女が詰きつ問もんしてきた。

「これはどういうことなんですかね？　野の呂ろさん。今日は兄の服を買いに二人で出かける予定だったのですよ。二人で。二人で！」

　雄一の妹の依子だった。ノースリーブのブラウスにミニスカートといった格好だ。大だい胆たんに手足を出したその姿はまぶしいほどで、今も周囲の注目を一身に集めている。

　私服姿の彼かの女じよはとても中学生には見えなくて、愛子はすぐに依子とは気付けなかった。

　愛子は困った。依子へのプレゼントを買いに来たのに、本人がいてはいろいろと台無しだ。

「えーと、この前、依子ちゃんに服を借りたりしたじゃない？　そのお礼に依子ちゃんが何か喜びそうなものをって思ってて、そのことで坂木くんに相談したら、今日出かけるから一いつ緒しよに探そうってことになって……。依子ちゃんと約束があったなんて知らなかったし、言ってくれなかったんだけど……」

　愛子の言葉には、雄一への文句が多分に含ふくまれていた。

「なるほど。恩を仇あだで返すと？　それでおめかしして喜び勇んでやってきたってわけですか？　私へのプレゼントなんて理由にかこつけて？」

　依子がいやみったらしく言う。

「そんな言い方をしなくても……」

　愛子は自分の服装を確かく認にんした。

　ノースリーブの白いフリルワンピースの上にティアードカーディガンを羽織り、肩には斜ななめがけの白いポシェット、ソックスはレースにリボン付き、靴くつはキャメルのウェッジソールパンプスという格好だ。

　確かに少し気合いの入った服装かもしれない。

　依子が睨にらみつけてくる。よほど今日のお出かけを楽しみにしていたのだろう。

「だったら今日は遠慮するけど……」

　あまりに無神経な雄一に愛子は呆れた。先に依子と約束していたなら断ればいいのにと思う。

「今いま更さらそんなわけにもいきませんよね？　ここで野呂さんが帰るなんて言ったら兄は絶対に心配しますよ！」

　愛子は雄一の方を見た。雄一はこちらを見ていて、目が合うと手を振ってきた。ここで帰ることは出来そうにない。

「そりゃそうだね……」

　依子はうつむき深いため息をついた。そして顔を上げる。

「わかりました。こうなった以上は仕方ないです。あきらめました。ただあまり兄にべたべたとかはしないでください」

「べたべたとかはしないから！」

　愛子は顔を真っ赤にして返し、依子はそれを疑わしげに見つめていた。







　駅に直結している大型のショッピングモールに三人は向かった。

「坂木くん……依子ちゃんと出かけるならそう言ってくれたらよかったのに……」

　少し恨うらみがましく愛子は言う。

「よりちゃんがいる方が手っ取り早くないか？　なにが欲しいかなんて本人に聞くのが一番だろ？」

「私はいいですよー。野呂さんと一緒にお買いものなんて嬉うれしいです！」

　依子は先ほどまでの確かく執しつを忘れたかのように朗ほがらかな様子だ。

　――裏表が激しすぎるよ！

　依子は雄一と腕うでを組んでいた。雄一、依子、愛子の順で横に並んで歩いている。

「ねぇ？　なんかおかしくない？　兄きよう妹だいで腕組むとか……」

　どうにも納なつ得とくがいかない愛子は思わず聞いてしまっていた。すると依子がむっとして愛子にぼそりとつぶやく。

「前にも言いましたよね？　余計なことは言わないでくださいって」

　カチンときた愛子は黙だまって、雄一の反対側へと回った。さすがに腕を組むとか手をつなぐなんて真ま似ねは出来ないが、それなりの距離を保つ。依子が睨みつけてきた気がした。

「坂木くんはもともと服を買いに行く予定だったんだよね？　どんな服を探してるの？」

　依子の視線を無視しながら、愛子はさりげなく聞いてみた。

「このジーンズに合うようなやつかな。姉ちゃんがはけってうるさいんだよ」

　そう言って雄一はジーンズを指さした。ネイビーのジーンズで取り立てて特徴もないものだ。

「そうなんですよー。お姉ちゃんは服装にはあまりうるさくはないんですけど、たまに妙みようにこだわっちゃって。よくわからないんですけど、なんでも特とく殊しゆ機関が開発した特殊な繊せん維いが使われていてものすごく丈じよう夫ぶらしいんです」

　依子は無む理り矢や理り会話に入ってきた。

「お姉さんそういうの好きそうだよね。そのスニーカーもちょっと変わってるけどそれも？」

　愛子は雄一の足元を見た。スニーカーは一見おかしなところはなさそうだったが、よく見ると紐ひもがない。

「そうだけど……いや言いたいことはわかるよ？　別に断ることはできるし、無む理り強じいはしてこない。けどな、すねるんだよ」

「すねるんだ」

　その姿が目に浮かぶようだった。

「あ、それも特殊素材で頑がん丈じようなんですよ。で、紐がないのは空気圧でフィットさせるからなんです」

「特殊素材大好きだね、お姉さん……」

　そんな話をしているうちにショッピングモールに到とう着ちやくし、三人はカジュアル服の店へ向かった。

　店に入ると依子はさっそく服を選び始めた。

　雄一は依子の少し後ろでそれを見守っている。服選びは依子にまかせっきりらしい。愛子も頼たのまれてはいないが、勝手に雄一に似合いそうな服を探すことにした。

「お姉ちゃんに任せるととんでもないの買っちゃいますから」

「あぁ、なんだかわかる気がする……」

「さすがに鎖くさり帷かた子びらはどうかと思うんですよ」

「うん？」

　鎖帷子。日常会話で出てくるとは思えない単語だった。

「防ぼう弾だんチョッキとかも買ってくるんですよ？　そんなの普ふ段だん使づかい出来るわけないじゃないですか」

「どこに売ってるんだろうね……」

　嬉き々きとして防弾チョッキを見せびらかす睦むつ子この姿が、愛子には簡単に想像できた。

「で、そーゆー変なのじゃなくて普通の服にしてって言ったら次に選ぶのは黒なんですよ。全身真っ黒。だからお姉ちゃんにお兄ちゃんのコーディネイトはまかせられないんです」

「よりちゃんと野呂はすっかり仲良くなったなぁ」

　服を選ぶ二人を見ていた雄一がそんなことを言い出す。

　――表面的にはね……。

「はい、仲良しですよ！　ね！」

「そ、そうかな。そうかもね」

「お兄ちゃん、これどうかな？」

　依子がもってきたのはかっちりとしたシャツで、今雄一が着ているジャケットにもあいそうなものだった。

「ま、聞かれてもわかんないけどな」

　雄一はシャツを受け取った。

「野呂も選んでくれてたの？」

「え？　あ、これは違うの！」

　愛子が手に持っていたのは、よくわからない英語のロゴの入ったＴシャツだった。頼まれてもいないのに勝手に選んでいたということでどうにもバツが悪い。

　依子が雄一に見えないように小さく笑っていた。服選びに絶対の正解はないのだろうが、愛子はなんだか負けたような気分になった。

「じゃあ買ってくるよ。結構並んでるからしばらくかかるかもな」

　雄一は愛子からもシャツを受け取った。

「え？」

　依子が驚いていた。愛子の選んだ服も買うとは思っていなかったのだろう。

　雄一が行列に並びに行ったので、愛子と依子は店の入り口近くで待つことにした。

「なんで野呂さんまで服を選んでるんですかね。彼女気取りですか？」

　雄一がいなくなった途と端たんにこれだった。

「それを言うなら依子ちゃんこそそうなんじゃないの？」

　陰かげでプレッシャーをかけてくる依子にうんざりしていた愛子は言い返した。

「えぇ、彼女気取りです。いけませんか？　私が勝手に兄の彼女のように振る舞まって何がいけないんですか？」

「え？」

　そこまで真正面から言いかえされると愛子は思っていなかった。

「あー、そのぉ。いけなくない……のかな？　あれ？」

　愛子は考えてみたのだが、うまく反論が思い浮かばない。

「兄に彼女がいるのなら私も控えますよ？　けど今の状況なら誰だれにも迷めい惑わくをかけてないですよね？」

「確かに迷惑はかかってない……のかなぁ？」

　愛子は首をかしげた。そう言われればそういう気もする。

「しかし、あの服はなんなんですか？　作戦ですか？　変な服選んじゃうちょっとドジな私でも演出してるんですか？」

「え、駄目だったかな？」

「素だったんですね……バランスを考えてくださいよ」

　依子は呆あきれたような顔を見せた。愛子の服選びに納得がいかないらしい。

「けどなんでしょうね。結局、野呂さんの選んだ変な服を兄は買ってしまったわけですよ。そっちの方が大切にされてる感じがしてむかつきますね」

「えーと、それはさすがに勘かんぐりすぎなような……」

「まぁそれはいいです。さて、結局のところ野呂さんと兄の関係はどのようになっているのでしょうか？　呼び捨てにされてましたよね？　この前家に来たときはそうではなかったと思うのですが」

「こだわるところかなぁ？　苗みよう字じで呼ばれてるだけじゃない」

「こだわりますよ！　私なんてよりちゃんですよ？　すごく子ども扱あつかいじゃないですか！　おそらく一生私はこうですよ！」

「うーん、そりゃちょっとは仲良くなれたかなって気はするけど、けど！　別に依子ちゃんが思ってるようなことはないから！」

「へー？」

　あまり信じているようには見えない。依子は半目で愛子を睨みつけていた。

「といいますか、この状況って私がいなかったらただのデートですよね？　ちょっと仲がいいぐらいで、二人っきりで買い物に行ったりしないと思いますけど？」

「え？　でもそれぐらいは……」

　反論しようとして言葉に詰まった。依子の言うように、世間一般的にはそれをデートと呼ぶのだろう。

「はっきり言いましょうか。野呂さん、私は今あなたを一番警けい戒かいしているんです！　兄が家に女子を連れてくることなんて今までなかったのに！　それにちょっと仲がいい程度の女子もいませんでした。それがなんですか！　高校生になったと思ったらすぐにこんな！　しかも部活は女の子ばかりという話じゃないですか！　聞きましたよ！　同じクラスの美少女も兄に言い寄っているとか！」

　武たけ内うち奈な月つきのことを言っているのだろう。確かに彼女は雄一に好意をよせている節がある。

「ちょうどいいです。学校での兄の様子を話してもらえますか？　まずそのさかりの付いた猫ねこについて」

「さかりって……まぁいいけど。坂木くんに好意を示してるということなら武内さんだと思う。綺き麗れいな感じの人かな。言い寄るってほど積極的でも……あ、こないだ抱だきついてたけど」

「住所わかりますか？」

「なんで！」

「挨あい拶さつにうかがおうかと」

　愛子は自分も抱きついたり、抱っこされたり、スカートをめくられたりしていることは黙っていようと思った。

「やめといたほうがいいよ。その……危ない感じの人だから」

「へぇ？　でも大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ？　私に勝てる女の子なんて滅めつ多たにいませんから」

　よほど自信があるようだった。睦子と雄一の妹なわけだから、武術か何かやっているのかもしれない。ただ、相手は殺さつ人じん鬼きで普通の女の子ではない。

「それで？　他の女はどうなんですか？」

「武内さん以外にはモテてないから安心していいんじゃない？」

「なぜ！」

　依子が大声を上げた。余よ程ほど意外だったらしい。

「坂木くん、クラスの人とはちょっと距きよ離りを置いてる感じがあるから……ねぇ、ちょっと不思議に思ったんだけど、中学生の時とかはどうだったの？」

「私の目が届く範はん囲いで兄にちょっかいなんて出させませんよ？」

　依子がにやりと笑う。

　具体的に何をやっていたのかを聞くのがちょっと怖い愛子だった。

「おまたせ。じゃあ次はよりちゃんへのプレゼント探しか？」

　レジで支払いを済ませた雄一が戻ってきた。

　愛子の本来の目的は依子へのお礼の品を探すことだ。だがそれは依子本人が一緒に来てしまったことで意味がなくなりつつある。愛子も今日はもういいかと思い始めていた。

「よりちゃん何か欲しい物ある？」

　だが雄一はこの状況に何の疑問もないらしい。

「お兄ちゃん。プレゼントってのはね、これが好きかな？　これが似合うかな？　って一いつ所しよ懸けん命めい考えてくれたってのが伝わってくるのが嬉しいの。聞いちゃったら台無しだよ？」

　依子もさすがにこの兄のデリカシーのなさには呆れたようだ。

　雄一はそう言われて困ったような顔をした。

「あ、ごめんなさい！　お兄ちゃんを困らせたいんじゃないの！　えーと、そう！　下着のお礼なんだよね？　だったら下着がいいよ！」

　依子は慌ててそう言った。

　その姿は実に微笑ましい。愛子への態度は高圧的だがそれも兄への愛情の表れなのだろう。そんなに悪い子ではないのかと愛子は思った。







　色とりどりの下着がずらりと並べられている。

　その迫はく力りよくに愛子は気後れした。

　愛子はこの手の店に来たことがなかったのだ。

　見えないおしゃれなどというが、見えないなら意味がないんじゃないかな？　などと思っているし、着き替がえの時に下着を見られたとしても一瞬のことだ。清潔なものならそれでいいと考えていた。

「へぇ……結構下着って高いもんなんだな」

　ぼうっとしていると雄一の声が聞こえてきて愛子は我に返った。

　雄一がブラジャーの値札を見てそんなことを言っている。

「ちょ、ちょっと、坂木くん！　なに一緒に来ちゃってんの!?」

「え？　よりちゃんの下着を買うんだろ？」

　雄一が何を言われたのかわからないという顔で愛子を見た。

「そうだけど！　男の子がこんなとこ来ちゃまずいでしょ！」

　周りの目が気になった愛子は辺りを見回した。だが愛子の予想に反して、特に気にされている様子はない。

「彼かれ氏し連づれみたいに見えるから大丈夫だよ」

　慌てていると依子がしれっとそう言った。自分がその彼女だとでも言わんばかりだ。

「そうなの？」

「うん。彼女へのプレゼントを選びに一緒にくる男の人もそれなりにいるんだって。野呂さんは専門店で下着を買ってないんですか？」

　挙きよ動どう不ふ審しん気味なのを見み抜ぬいたのか依子が聞いてくる。

「えーと、適当な感じのを適当に……」

「下着は専門店で試着して買わないと駄目ですよ。下着もそれぞれ個性があるから。カップだけで適当に選んじゃ駄目です」

　中学生に下着選びの駄目だしをされて、愛子は地味にへこんだ。

「じゃあちょっと試着してくるね」

　愛子と話しながらも下着を選んでいた依子が、いくつかの商品を持って試着室へと向かう。その隙すきに愛子は雄一の側に寄った。

「ねぇ。昨日電話で相談した件だけど、今のうちにこっそり探しに行ってよ。いいタイミングだと思うんだけど」

「下着でいいってことになったんじゃないのか？」

「でもそれだと下着をもらったから下着を返しただけってことになるじゃない。それに本人に聞くのもおかしい気がするし」

「そんなもんか？　じゃあ、予算は借りてる分でいいんだな？」

「うん。余ったら返せとは言わないけど、けちらないでね」

　雄一はそれで納得したのか、ポリポリと頭をかきながらランジェリーショップを出て行く。愛子は雄一を見送ってホッと一息ついた。

　――けど本当にいろんなのがあるよね……。

　愛子は少し緊張しながら大胆なデザインの下着を手にする。

「野呂さん！」

　急に声をかけられて愛子はビクリとした。振ふり向むけば依子が試着室から手招きしている。何か困っているのかと、愛子は依子のもとに向かった。

「どうしたの？」

　すると依子の手が伸びてきて愛子は強ごう引いんに試着室へと引き込まれてしまった。

「へ？　なんで？」

「まぁまぁ。とりあえず脱ぬいでくださいよ」

　そう言う依子はすでに下着姿だ。相変わらず中学生離ばなれしたスタイルをしている。

「だからなんで!?」

「下着を試着するんですから脱がないと始まりませんよ」

「ごめん。全然意味わかんない」

「ついでですから、野呂さんも買いましょうよ。ちゃんと試着してフィットしたものを。私こういうとこで手を抜ぬいてる人を見ると我が慢まんできなくてウズウズしちゃうんです」

　愛子は疑わしげに依子を見た。厚意から言っているとは素す直なおに信じられない。

「まぁ、敵情視察ってとこですかね。さぁ、脱いでください。脱いでくれないなら下着をプレゼントされてあげませんよ？」

　納得はいかないものの、依子の押おしの強さに負けて愛子も服を脱ぎ始めた。

「へぇ？　童顔だから身体もそうかと思ったらスタイルいいじゃないですか」

　依子がじろじろと愛子の身体を見つめて意外そうにしている。

「あ、あんまり見ないでくれる？」

　同性でも少し恥ずかしいと愛子は思った。

「でも、その色気のない下着はどうかと思いますよ」

「別にそれはいいじゃない。それに私に色気がないほうが依子ちゃんにとってはいいんじゃないの？」

「ふーん？　野呂さんに色気があったら私が困る……それはどういう理り屈くつなんでしょうか？　ちょっとむかつきますね」

「そんなに深い意味はないんだけど……」

　悪い子ではないのかもしれないが、邪推が過ぎて何か怖いと思う愛子だった。

　その少し考えていた間に、依子が背後へと回っていた。そして一瞬の間に愛子のブラジャーを外していく。

「え？」

「あぁ、抵てい抗こうしても無駄です。普通の女の子の動きを制するぐらいわけないですから」

「うひゃぃ！」

　新しいブラジャーが手早く付けられる。脇わきから手を入れられた愛子は思わず声を漏もらした。依子は最初くすくすと笑っていたのだが、そのうちに動きが止まった。

「これは……この前は同じぐらいだと思ってたのに……」

「ちょ、ちょっと！　やめて！　くすぐったい！」

　依子が悔くやしげに言いながら、胸回りの肉をブラジャーの中へ収めていく。

　あっという間にブラジャーを装着された愛子は鏡を見て思わず感動してしまった。

　谷間が出来ていた。
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　愛子は依子の下着と、ついでに自分の分も買った。

　しばらくどこかへ行っていた雄一と合流して、フードコートに向かう。

　四人がけのテーブル席を確保した。雄一は一人で座り、その対面に愛子と依子が座る。

「野呂さんたら可愛かわいいの。谷間、谷間が出来た！　って大喜びしてたんだから」

「もう！　その話はやめてってば！」

　今思い出せば、はしゃいでいたのが恥ずかしいと思う愛子だった。

「買い物はこれで済んだっけ？　じゃあ飯食ったら帰るか」

「へ？」

　愛子は驚おどろいた。もう少しなんというのか、色々と店を見て回ったりするんじゃないのかと勝手に思っていたのだ。

「こんなんだからお兄ちゃんは彼女が出来ないんだよ」

　依子は何かを悟さとったような、呆れたような様子で言う。

「坂木くんて彼女いたことないの？」

　依子の口ぶりからするといなかったようだが、愛子はなんとなく聞いてみた。

「なぜわざわざそんなところに踏ふみ込んでいくんですか」

　依子は愛子の脛を軽く蹴るとぼそりとささやいた。

「そんなこと言われても！　話の流れじゃない！　彼女がどうとか言い出したのは依子ちゃんでしょ？」

　愛子も小さな声で依子に返す。

「いたことないな」

　雄一はあっさりと答えた。強がっている風でもない。

「そ、その彼女が欲しいとかって思わないの？」

　愛子は少し大胆なことを聞いてみた。すると依子がまたもや顔をよせてくる。

「だからなんでそんなことを……いえ、そういえば兄の恋れん愛あい観かんについては詳くわしく聞いたことがありません……まぁいいでしょう」

　また怒おこるのかと思えば依子は途と中ちゆうでトーンダウンした。

「そういうの坂木くんと話したりしないの？」

「そんなこと話せるわけがないですよ！」

　愛子と依子がぼそぼそやっているのは気にしていないのか雄一は話し出した。

「どう言えばいいのかな……たとえばさ、周りを見てみろよ」

　そう言われて愛子は辺りを見回した。

　すると店内にいる男達が慌あわてて視線をそらした。つまり今まで注目されていたらしい。

「姉ちゃんとかよりちゃんといるといつもこんな感じなんだよ。でな、その時の男の顔だ。やにさがったようなだらしないような情けないような、つまり鼻の下を伸のばしたような顔してるだろ？」

「それで？」

　愛子には話が見えず、続きを促うながした。

「なんかさ、あれの仲間入りすんのかと思ったら嫌いやな気分にならないか？」

「別に関係なくない？」

　雄一がそんないやらしい顔をしているところなど愛子には想像できなかった。おそらくそんな風にはならないのではと思う。

「まぁうまく言えないんだけどさ、なんとなくそんな感じなんだよ」

「なるほど。ということは、私が男どものいやらしい、下げ衆すな面を暴あばき続けていればお兄ちゃんはそれに辟へき易えきして彼女を作ろうとはしない？」

　依子がぼそりとつぶやく。

「依子ちゃん……」

　愛子も呆れたようにつぶやいた。何をするつもりなのか心配になってくる。

　少し間が空いたところで愛子は雄一の目を見て促した。

　雄一はうなずくと紙袋をテーブルの上に置いた。中からラッピングされた細長い箱を取り出し、依子へと手て渡わたす。

「ほら。プレゼント」

「え？」

　依子は愛子と雄一を交こう互ごに見た。なぜここで雄一からプレゼントされるのか、状況がわかっていないらしい。

「開けてもいい？」

　雄一がうなずく。

　包装された細長い箱を開けると、中には少し高級そうなボールペンが入っていた。

「これって……」

「よりちゃんこの前、ボールペンのインクが切れたとか言ってただろ……」

　雄一が頭をかきながら照れたように言う。

「即そく物ぶつ的てきすぎ。四十点てところかな」

　愛子は辛から口くちのコメントを返した。

　だが依子はそれで十分だったらしい。目の端に涙なみだを浮うかべて喜んでいる。

「お兄ちゃんありがとう！　一生大事にするね！」

　そう言って、両手で持ったボールペンを胸におしつける。

「いや、そこまでのもんでもないだろ？」

　雄一が少し引いている。

　愛子はこれでよかったらしいと胸をなでおろした。







　結局、雄一は食事の後もショッピングモールの散策に付き合ってくれた。ただそれは二人の女の子に押し切られたためかもしれない。

　時を忘れて遊んでいるうちに夕方になっていた。今は駅を出て愛子の家へと向かっているところだ。

　雄一が少し前を、その後ろを愛子と依子が並んで歩いている。

「プレゼントの件ですが、野呂さんの差し金ですね。兄が自分で考えたとは思えませんし」

　依子がこっそり確認してくる。愛子に服を貸したら、兄がプレゼントしてくるというのでは確かによくわからないだろう。だが、依子は大体の状況は把握しているようだ。

　今いま更さら隠かくしても仕方がないと愛子は説明した。

　愛子は雄一にお金を貸していたので、それで依子に何かプレゼントしてあげてと頼んだのだ。兄の雄一からのプレゼント、依子が一番喜ぶことはそれだと愛子は考えた。

「元々は野呂のお金だからな。ちゃんとお礼言っとけよ」

　話を聞いていた雄一が依子に言う。お兄ちゃんらしいと愛子は思った。

「私はプレゼント選びにはノータッチだから。坂木くんが依子ちゃんのために選んでくれたのは間ま違ちがいないよ」

「うん！　野呂さんありがとう！」

　実に素直な笑え顔がおを依子は見せた。色々とややこしい性格をしているが、この笑顔に裏うらはないと愛子は思う。

　しばらくして愛子の家に到着した。駅からだと坂木家の方が近いが、雄一は愛子を家まで送ってくれたのだ。

「またな」

　通用門の前までくれば大丈夫と思ったのか雄一は一声かけて去っていく。名な残ごりを惜おしむ様子はなく愛子は少し残念な気持ちになった。

　依子もそのまま雄一に付いていくのかと思いきや、愛子へと近づいてきた。

「今日は機き嫌げんがいいので、デート気分でやってきた野呂さんのことは許してあげます」

　待ち合わせ場所での不ふ機き嫌げんさが嘘のようだった。

「デート気分って……別にそんなつもりじゃ……」

　はっきりと否定できず愛子は言こと葉ばを濁にごした。二人きりだったなら、これはやはりデートだったのだろうか。

「野呂さんは思っていたよりはいい人でした。けど負けませんから！」

　依子はそう言って、雄一の後を追いかけて行った。

「なにか当たり前みたいに勝ち負けの話になってるけど……依子ちゃん妹だよね……」

　愛子は何か腑ふに落ちない気分でそうつぶやくと、通用門脇わきにある認にん証しよう端たん末まつにセキュリティカードをかざした。







　玄げん関かんホールに入ったところで愛子は驚いた。

　父親の和かず也やがせわしなく、うろうろとしていたからだ。愛子はなんとなく動物園の熊くまを思い出した。

「あ、あぁ！　愛子じゃないか！　帰ってきたのか！」

　実にわざとらしく和也が言う。

「お父さん、今日は早かったんだね」

　和也は多た忙ぼうを極きわめている。土曜日の今日も働いているはずだし、普ふ段だんこんな時間に帰ってくることは滅多にない。

「う、うむ。たまにはそういうこともある。ところで今日はどこに行っていたんだ？　明るくなってきているとはいえ、あまり遅おそくなるのは感心できないな」

　和也が心配そうに言う。非難しているわけではないのだろうが、愛子は少し後ろめたく感じた。

「ごめんなさい。友達と出かけててつい遅くなっちゃって」

「そ、そうか。友達か。友達は大事だな……ところでだ。その友達というのは女の子だよな？」

　否定されることはわかっている。和也はそんな口ぶりだった。

「男の子だけど？」

　愛子は素直に答えた。

　途端に和也が目を見開き、愛子は思わず後あと退ずさった。ちょっと怖い。

「やはりか！　ど、どういうつもりだ！　あ、いや怒っているわけじゃなくてだな、その……まさか、デートとか……」

　デート。そう言われて愛子は急に恥はずかしくなってきた。

「ち、違ちがうの！　買い物に行っただけだし、それに妹さんもいたから！」

「つきあっているのか？」

　和也が恐おそる恐る聞いてくる。

「そんなんじゃないから！」

「い、いや、何も反対しているわけじゃないんだ。愛子の恋れん愛あいは愛子の自由だ。父親の私がとやかくいうものでもない。だ、だけどだな。その、どんな男か私が直接見てみないと安心できない。そうだ！　一度その男を連れてきなさい」

「だからそんなんじゃないって！」

　愛子はむきになって言い返した。何を先走っているのかと思う。

「そ、そうか。あぁ！　そろそろ夏休みだな。どうだ、たまにはどこかへ行くか？」

　愛子の剣けん幕まくに恐れをなしたのか和也は露ろ骨こつに話題を変えた。昔から和也は愛子には甘あまく、少しでも機嫌を損そこねるのを恐れている。

「夏休みは部活で合宿に行こうって言ってて、まだ予定が立ってないから」

　そう断ろうとして愛子は思い出した。

「あ、そうだお父さん。別べつ荘そうあったよね？　合宿で使えないかな？」

「別荘か。そういえば久しく行っていないな」

　和也は別荘のことを思い出そうとしたのだろう。少し上を見る。

「確か小さい頃別荘に遊びに行ったような……」

　どこかの高原にある別荘だっただろうか。人里離れた場所にあり、自然に囲まれた洋風の館だったはずだ。

　とたんに愛子の脳裏に思い浮かぶものがあった。その別荘の一室になぜか京きよう夜やと一緒にいる光景だ。その部屋は荒れに荒れていた。壁という壁に線のような傷が走り、家具の類いは半壊し、床には血を流す使用人らしき女性がいる。

　怪我をしたまだ幼い京夜が、おびえたように愛子を見つめていた。愛子の小さな手は血まみれで、そして。

「愛子！」

　和也の必死な声に愛子は我に返った。

「そこは老ろう朽きゆう化かして取とり壊こわしたんだ。別荘ならいくつかあるから他のところにしなさい」

　和也が優やさしい声でそう言ってきた。

「あ、そうなの？　海の近くにもあるかな？」

「あぁ、いいところがある。そうだな、その話は食事をしながらにしようか」

　和也が時計を確かく認にんする。食事時だった。和也は愛子を連れて食堂に向かった。

　愛子は何かを思い出しかけた気がしたのだが、それはあっという間にぼやけていってすぐにどうでもよくなってしまった。
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　愛子と別れて家へ帰る途中のことだった。陽が地平に沈しずんでしばらく経たった頃ころ、逢おう魔まが時ときと呼ばれるような時間だ。

「きゃあ！」

　閑かん静せいな住宅街にわざとらしい依子の叫さけび声ごえが響く。

　雄一は抱きついてきた依子を抱かかえて横へ一歩ずれた。

　直前まで雄一がいた空間を、男が駆かけ抜けていく。

　雄一はかわしたついでに足をかけ、男は勢いそのまま無様に転がって倒たおれた。

　パーカーを着込みフードで顔を隠かくしている男だ。素す性じようを隠すためだとしても、この暑い季節にしては異様な姿だった。

　愛子の家の前から誰かが付いて来ていることに雄一は気付いていた。だが人通りがないとはいえ街中でいきなり襲おそってくるのは想定外、大だい胆たんすぎる手口だ。

「ぎゅっとして……」

　依子がうっとりとした表情でつぶやいている。

「あれぐらい簡単によけられただろ？」

　わざわざ抱きつく必要を雄一は感じなかった。依子なら簡単にかわせたはずだ。

「グッジョブですよ、変態さん。褒ほめてあげます」

　パーカーの男が身を起こす。雄一はくっついている依子を引きはがした。

「何者だよ？」

　襲われる心当たりが雄一にはない。

　坂木家に敵対するような組織はほぼ壊かい滅めつさせている。今いま更さら雄一達たちに手を出そうとする馬ば鹿かはこの辺りにはいないはずだった。

　パーカーの男は答えない。

　頭上には『吸きゆう血けつ鬼きⅡ』と表示されていた。

　ならば心当たりはある。前に廃はい病びよう院いんで『吸血鬼？』を倒している。そいつらの親玉ということなのかもしれない。そういえば『吸血鬼？』もパーカーを着てフードで顔を隠していた。

　――やはり野呂と何か関係があるのか？

　考えていると依子が一歩前へ出た。いつの間にか手には六角レンチを握にぎっている。

「おーい、よりちゃん」

　依子はのんびりした性格だが意外に血の気も多い。姉についてはもう諦めているのだが、妹はもう少しおしとやかにしてもらいたいと雄一は思っていた。

　依子は工具の類たぐいを護身用にいくつか持ち歩いている。その中でも六角レンチは取り回しが簡単で重宝しているらしい。

「変質者みたいだし、やっつけて警察につれていこうかなぁ、って」

「戦うよりまず逃にげることを考えろって教えなかったか？」

　いくら腕うでに覚えがあろうが、戦いは極力避さけるべき。護身術の基本だ。

「でもこの手の輩やからは放置しておくと調子にのるから……世間の厳しさってものを教えてあげないと。世の中は変質者に甘くはないって」

「いい。ここは俺おれにまかせろ」

　ただの暴漢なら依子にまかせても問題ない。だが相手は吸血鬼だ。慎しん重ちようになる必要がある。

「あぁ！　そうでした。ここは守られてる感じのほうがよりグッドです」

　依子は手を打ち合わせた。こんな状じよう況きようなのに妙みように楽しそうだ。

「で？　このままどっか行ってくれるってことなら助かるんだけど」

　パーカーの男は立ち上がると雄一達たちへ振り向いた。このまま立ち去る気はないらしい。

「こーゆーなんだかわかんないままってのが一番いやなんだ。なんでもいいから理由を教えてくれ。そしたらすっきり戦える」

「女連れというのが不運だったな」

　男が口を開いた。低く不気味な声だ。

「さぁ！　その男を拘こう束そくしろ！」

　男の目が怪あやしく輝かがやいたように見えた。雄一はなにごとかと身構え警戒する。

　お互たがいに動かない、睨み合いの時間が過ぎていった。

　雄一は待った。だが、なにも起こらない。

「この人何言っちゃってるの？」

　しびれを切らしたのか依子がそんなことを言い出した。馬鹿を見る目をしている。

「この季節にあんな格好をしてるやつだから、可哀かわい想そうな人なのかもしれないな」

　どうしたものかと雄一は戸惑った。特になにかを仕し掛かけてくるわけでもないし、こちらから積極的に仕掛けようと思うほどの脅きよう威いも感じない。

「なぜ魅了チヤームが効かない！」

　男は依子を睨みつけたまま叫んだ。

「いきなりつっかかってきたことは忘れてやるからさ。ここらでやめとこうぜ？」

　少しおかしな吸血鬼なのかもしれない。だとすれば、あまりかかわらないほうがいいだろう。そう雄一が思っていると、男は両手を大きく前に出したまま突っ込んできた。

　雄一からすれば意味のわからない動きだ。両手で相手を押さえ込もうということだろうが、つかんだ後に有効な攻こう撃げきができるとも思えない。動きはまるで素人しろうとだ。

　――噛かみつくつもりか？

　吸血鬼の攻撃というのはそんなに雑なものなのかと雄一は呆れた。

　しかしそれは、噛みつきさえすればどうにかなると考えてのことだろう。

　雄一は男の片手を取った。取った手をそのままに男の外側へと回転して、関節を極めながら背後へ回る。

　一いつ瞬しゆん考えてから、足を払はらい地面に転がした。手首の関節を極めた状態でうつ伏せにさせる。

　すかさず依子が男の後頭部を踏みつけた。

「おい！」

「ごめんなさい。けど、ものすごく侮ぶ辱じよくされたように感じたから」

「気をつけろ、そいつ力だけはある！」

　男が手を伸ばす。依子はあっさりとそれをかわし、顔面を蹴けり飛とばした。

「……よりちゃん、俺もうちょっと穏おん便びんにすませるつもりだったんだけど……」

「ダメ。なんだか許せない」

　ガシガシと依子が男の顔面を蹴り続ける。

「ごめんなさいね。それぐらいにしてあげてもらえないかしら」

　背後から声が聞こえてきて雄一は振り向いた。

『吸血鬼Ⅲ』

　もう一人の吸血鬼が雄一達の背後に立っていた。

　胸むな元もとが大胆に開いた赤いドレスを着こなしている、外国人めいた風ふう貌ぼうをした背の高い美女だ。髪かみはロングでゆるやかにカールしている。

　その女は自らの美び貌ぼうをこれみよがしに主張するかのような、傲ごう然ぜんとした態度で雄一達を見つめていた。

　場ば違ちがい。雄一はそう感じた。こんな住宅街の真ん中というシチュエーションがひどく似合っていない女だ。

「見ての通りちょっとおかしい子なの。よく言い聞かせておくから。ね？」

　雄一はその女に敵意を感じなかった。

「よりちゃん、それぐらいにしとけ」

　依子の手を掴つかみ、雄一は倒れている男から離はなれた。

　女は雄一達のそばを通り過ぎた。かすかな香こう水すいの匂においがする。女はパーカーの男の側に近寄ると、肩かたを貸して立ち上がらせた。

「じゃあね」

　そう言って女はパーカーの男を連れて立ち去った。

「ねぇ、あの女の人誰だれなの？」

　なぜか依子が不満げに言う。

「さあな」

　雄一は愛子以外の吸血鬼の出現に不穏な気配を感じていた。







第五章　野の呂ろさんちへ行ってみよう







　京きよう夜やは荒あれていた。

　怒いかりにまかせて腕を振り回す。それだけでベッドは真ん中からへし折れた。

　本ほん棚だなも今では見る影かげもない。力任せに暴れた京夜の力によって半はん壊かいしていた。

　これだけの力がある。この力と速さがあればそこらの男になど負けるはずがない。事実不良連中は圧あつ倒とうできていたのだ。

　だがあの男にはまるで敵かなわなかった。

　愛あい子この友達だという男だ。

　掴みかかろうとしたところであっという間に転ばされた。何をされたのか、思い出そうとしてもよくわからない。

　あの男はどういうわけか、隷れい属ぞく化かした下げ僕ぼく達たちも全ぜん滅めつさせている。

　感覚の共有。京夜が吸血鬼として最近得た能力だ。血を吸った相手の感覚を得ることが出来る。京夜はあの男が廃病院にいた下僕達を一方的にぶちのめす光景を目もく撃げきしていた。

　下僕はもう使い物にならなくなってしまった。怪我はさほどでもない。だが圧倒的な力を見せつけられたそいつらは二度と戦うことはできないだろう。

「くそが！」

　一方的にやられた屈くつ辱じよくが京夜の身を苛さいなんでいた。

　あの後、京夜は恵え理り子こに連れられて家へと帰ってきた。そして自室で悔しさに身を捩じらせているうちに、気がつけば真夜中になっていた。

「いつまでそうしているつもり？」

　外に出ていた恵理子がいつの間にか戻もどってきていた。肩に担かつぐようにして西洋風の棺かん桶おけを持っている。

「棺桶で寝ねるのも力を強めるには効果があるらしいわよ」

　よいしょというかけ声とともに恵理子は棺桶を床ゆかに下ろした。

「あれはどういうことだ！　なぜ魅了チヤームが効かなかった！」

　京夜は恵理子にまくしたてた。

　魅了チヤーム。これも京夜に目覚めた吸血鬼の力だ。

　それは異性を虜とりこにし、隷れい属ぞくさせる魔ま眼がん。血を吸った後のように永続的に支配できるものではないが、あの戦いを制する程度の時間は十分にもつはずだった。

　あの時、京夜は男の隣となりにいた少女に魅了チヤームを使った。確実に発動していたはずだが、何の効果もあらわれなかった。

「確か万ばん能のうってわけじゃなかったと思うけど」

　恵理子は壊れたベッドに腰こし掛かけ、手に持ったバッグから手帳を取り出す。恵理子がどこかで入手したというそれには、世間には知られていない吸血鬼の秘密について書かれているらしい。

　らしいというのは、京夜はその中身を見たことがなかったからだ。

「あぁ。狂きよう信しん者しやには効かないってあるわね。だから過信は禁物ね」

　狂信者なのかは見た目でわからない。魅了チヤームを使う際には注意が必要だと京夜は身を以て知った。

「ところで、なぜあの子に襲いかかったの？　随ずい分ぶんと不用心だったようだけど」

　下僕を全滅させられたから。

　あの男の隣にいた少女の血をすすりたくなったから。

　色々と言い訳を思い浮かべたが、京夜は結局黙だまったままだった。

「まぁ言いたくないならいいわ。けど今後は慎つつしんで頂ちよう戴だいね。ヴァンパイアハンターみたいな連中がそろそろ動き出してるみたいだから」

「俺はこそこそと逃げ回るつもりはないぞ！」

　だが無差別に襲っていたのでは収しゆう拾しゆうがつかなくなることは京夜も自覚していた。

「特定のコミュニティを対象にするというのは悪くはないと思うんだけど、あの手のチンピラみたいなのは統制しづらいんじゃない？」

　京夜が血を吸い隷属化したのは不良どもの幹部連中だ。それであの集団を支配下に置くことができたと思っていた。

　しかし廃病院にいた下したっ端ぱの連中は、勝手に女をさらってきて血を吸おうとしていた。つまり幹部が血を吸った相手、孫の代にまで京夜の支配は及およんでいなかったのだ。それが京夜の力不足のせいなのか、能力そのものの限界なのかはわからない。

「あいつらはもう使えん……ただ偶ぐう然ぜんではあるが成果はあった。獣じゆう人じんだ」

　京夜が血を吸った相手の中に、獣化する者があらわれたのだ。そして彼かれらは、ただ隷属化した半吸血鬼といった状態の者よりもはるかに強かった。

「あぁ。あれね。それも何か書いてあったわ……眷けん属ぞくね。死者グール、魔女ウイツチ、人狼ワーウルフなんてのがいるらしいけど。人間の中に表面化はしていないもののそういった因子を持ってる者もいるとか。レアものってことかしら？」

　恵理子が手帳をめくりながら言う。

「あいつらは使える。俺の軍団に必要だ」

「判別方法はないみたいだから、結局手て当あたり次し第だいだとは思うけどね。それで？　今後はどうするの？」

「まずは学校を支配する」

　自身にとって一番身近で閉へい鎖さ的てきな環かん境きようである学校のことを京夜は考えた。まず教師を支配すれば生徒はどうにでもなるはずだ。

「それも副作用の一つ？　身体だけじゃなくて精神にも影響が？」

　恵理子が馬鹿にしたように言う。

「精神への影響か。確かにそれはあるな。だがこれが本来の俺なのだろう」

　血を吸うことによって精神的にも様々な変化があった。人を襲うことに躊躇がなくなったし、力を行使する愉悦に酔いしれるようにもなっている。なにより欲望に忠実になっていた。あの男を襲った原因もそこにある。

「学校……ねぇ。まぁいいけど。そういえば世界征せい服ふくだっけ？　そこまでは私もつきあう気はないんだけど」

　京夜もそれが大言に聞こえるだろうことはわかっていた。今はまだ何も成し得ていないのだから。

「かまわない。学校をすべて掌しよう握あくすることができたなら、あとはその応用でどうにかなるだろう」

「練習ってわけ？」

「そのようなものだ」

「ま、好きにやってちょうだい。あ、そうそう、血を吸った人数はカウントしておいてね。下僕の管理は重要よ？」

　そう言って恵理子は立ち上がった。軽く手を振ふって部屋を出ていく。

　一人になった京夜は窓へ近づき、外を見つめた。

　そこから見えるのは森だ。野呂家の敷しき地ち内ないには明かり一つ無く、森は闇やみに沈んでいる。

　京夜はそこに自らが思い描えがく、闇の帝てい国こくを重ね合わせた。
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　その神社は素すさ盞のお嗚のみ命ことが祭神だった。

　後からそれを知った睦むつ子こは気に入ったようだが、その神社を睦子が選んだのはただの偶然で、家の近所でそれなりの広さがあるところを探した結果がここだった。

　その神社の裏手では鋭するどい音が響いている。

　雄ゆう一いちが繰くり出す拳こぶしが空を切り裂さく音だ。

　午前四時。辺りはまだうす暗い。そこでジャージを着た雄一が武術の練習を行っていた。

　地味な練習だ。右足で踏み込み、同時に右手で突つく。出した足と手を引き戻し、次は左でそれを行う。

　それを延々と繰り返し、少しずつ移動する。ある程度進むと反転して同じことを繰り返した。

　最初は同じような練習を自宅の庭で行っていた。

　だが何年も行っている内に、庭は踏みしめられて硬くなり、草ひとつ生えなくなってしまった。

　雄一の家は輸入住宅で、その瀟しよう洒しやなデザインは母親の意向によるものだ。こんな家を建てるぐらいなので、当然のように庭やエクステリアにもこだわりを持っている。

　普段はのんきな母親だが、庭が使い物にならなくなっていくのを知った時にはひどく悲しんだ。慌てて庭を掘り返し、土を変えるなどしてどうにか庭は復旧させたのだが、普段はマイペースな睦子も母の悲しむ様には参ったようだ。

　そういうわけなので、庭で練習をするわけにはいかなくなった。

　そこで最近では、あまり人がいなさそうな空き地を探しては練習することにしている。同じ場所を使い続けると庭の二にの舞まいになるということで、定期的に場所は変えていた。

　今この場には雄一と睦子の二人きりだ。

　雄一と同じくジャージ姿の睦子は、椅い子すに変形するリュックに座すわっていた。そこから雄一の動きをチェックしている。

　何か問題があれば睦子が指し摘てきするのだが、最近ではそれもあまりない。後は雄一の体内感覚の問題になりつつある。

「ねぇ、ねえ！」

　暇ひまそうだった睦子が声をかけてくる。

「なに？」

　雄一は突きを出しながら返事をした。

「この神社には娘むすめさんがいるらしいわ！　巫女みこをやってたりしないかしら！」

「巫女って……別に神社の娘だからってそんなことはやらないんじゃないのか？」

　ものすごく安直な発想だと雄一は思った。

「あら？　巫女って基本的には縁えん故こ採用なのよ？　ま、たまにハローワークで募ぼし集ゆうしてたりもするんだけど」

「ハロワの求人でやってきた巫女ってありがたみがねーな」

　どうでもいい。雄一は心底そう思った。

「この練習をこっそり見ていて、ゆうくんに差し入れとかもってきたりとか！」

「こられても困るだろ！」

　人目を気にしてこっそりとここでやっているのだ。見つかってはまずい。

　雄一は神社の裏にある鎮ちん守じゆの森を見た。

　生えている木の何本かが枯かれかけていた。雄一が調子にのって殴なぐりすぎたのだ。木を敵に見立てて、打ったり回り込んだりする練習があるのだが、そんなことをやっているうちに一本、また一本と木が駄だ目めになっていった。

「あ、そこに人が！」

　睦子が森を指さした。

「なに!?」

　あわてた雄一は練習を止めて睦子の指さす方を見た。

　確かに人ひと影かげがある。森の中から誰かがやってこようとしていた。

　雄一が即そく座ざに逃げるべきかと考えていると、少し明るくなりつつある森から見知った顔が現れた。

「お前かよ。びびらせんな」

　武たけ内うち奈な月つきだった。ぴったりとフィットした黒いレオタードを着ている。

　その姿は扇せん情じよう的てきではあるのだが、殺さつ人じん鬼きだと知っている雄一からすれば、どこか暗殺者を思わせる姿でもあった。
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「なあ、その格好どうにかならねーのか？　そりゃ動きやすいのかもしれないけどさ」

　奈月はたまにやってきて雄一の練習に参加する。そしていつもこのような格好だった。身体のラインがあらわになりすぎていて雄一としても目のやり場に困る。

「いいじゃない！　逃亡者のがれものおりんみたいでとても格好かつこいいわ！」

　睦子がまたよくわからないたとえをした。

「坂さか木きくんがこの格好に少しでも揺ゆらいでくれれば有利になるでしょ？」

　奈月は雄一のためにわざわざこの格好をしているようだ。

「さて、相手をしてもらってもいい？」

　奈月がやってきて早々に言う。

「いいけどさ。もうちょっと手加減しろよ」

「無理。私はいつも殺す気でやってるから」

　奈月はそう言うと一気に飛び込んで来た。指を広げ、真まっ直すぐに目を狙ねらってくる。

　その動きには一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよがない。目に指を突き入れ、そのまま脳をかき混ぜんとする勢いだ。

　普ふ通つうはそこまでは出来ない。目への攻こう撃げきは攻撃者側にも多大なストレスを与あたえるからだ。

　だが雄一はその攻撃を完全に読んでいた。奈月の腕に自分の腕を添わせ、逸らす。同時に斜ななめ前まえへと進み、横に回り込むと空いている脇わき腹ばらへ軽く掌てのひらを当てた。

　ムキになった奈月が手当たり次第に攻撃してくるが、雄一はそれを全すべてかわしていった。雄一は奈月の動きを全て読める。今なら降ふる神かみなしでも圧倒できた。奈月は雄一に動きを見せすぎたのだ。

　そんなやり取りがしばらく続いたあと、奈月は地べたに横になった。

　全力を出し切り疲つかれ果はてたのか、その顔はとても満足そうだ。

　奈月の殺人衝しよう動どうは、殺意を持って動いた時点で解消されるものらしかった。つまり、奈月の本気を受け流せる人物がいれば、奈月は人殺しをしなくても済むのだ。

　そしてそれができるのは今のところ雄一だけだった。

「基本的なことだけどさ。そういう体のラインが出る格好で戦うのはやめといたほうがいいな。ちょっとした筋肉の動きとかが丸見えだ。ほら、日本の武術だと袴はかまとか着てるのあるだろ。あれって体の動きを隠すためだったりするから」

「なるほど。坂木くんは私の体をつぶさに、なめまわすように観察していると？」

　横になっている奈月が、胸を隠すように自分を抱だきしめる。実にわざとらしい仕草だった。

「人聞きわりぃな。見るのは基本だろ。お前もそんなこと言ってたじゃねーか。コミュニケーションがどうとかって」

　雄一はそれ以上奈月にアドバイスするのをやめた。下手に強くなられても後々面めん倒どうだ。そう思った。







　愛子と買い物に行ってから六日後の金曜日。

　授業を終えた雄一はサバイバル部の部室にやってきていた。いつもの面々もすでに顔をそろえている。

「さて！　先週課題にしていた合宿ネタだけど、何かあるかしら？」

　ホワイトボードの前に立った睦子はいつものように張り切っていた。

　金を使っていいと言われても、何も思い浮かばない。雄一が黙っていると愛子が手を上げて最初に提案した。

「あの、海の近くに別荘があるんで、そこに行くのはどうでしょう？　別に別荘とかならいいでしょ？」

　最後の部分は雄一へ向けてだった。前回金の使い方について文句を言ったからだろう。

「元々あるものを使う分にはいいんじゃないか？」

　それはそれで、金持ちの経済力に寄りかかっている気もした雄一だが、現金を提供されるのとは大分違うようにも思えた。

「いいわね！　金持ちの別荘に遊びに行くとか定番よね！」

　睦子が楽しそうに言う。なんの定番なんだか雄一にはさっぱりだ。

　睦子は、野の呂ろさんの別荘とホワイトボードに追記した。ホワイトボードには前回の内容がそのまま残っている。

「番外地」

　ぼそりと奈月が言う。またおかしな単語が出てきた。

「日本の法の及ばない、まさに無法地帯。そこは人外の化け物達たちがたむろする、生き馬の目を抜ぬくような街」

「一人で行ってこい！」

　雄一は全力でつっこんだ。そんなところに行かされてはたまったものではない。

「それは前回言ってた廃はい棄き場じようとは違うのかしら？」

　睦子が興きよう味み津しん々しんという様子で聞く。

「番外地は太たい平へい洋よう上じようにあるの。場所が全く異なるし、移動手段が難しい。それこそヘリでもチャーターしないと行けないような場所」

「なるほど。お金はそこで必要なのね」

　納なつ得とくしたのか睦子はホワイトボードに番外地と書いた。

「織おり原はらさんは？　異世界に行く方法は何かあった？」

「なぁ？　異世界とかマジで言ってんのか？」

　雄一は念のため睦子に聞いた。どう考えても異世界が合宿先として候補に上がるのはおかしい。

「異世界の話ばかりしてるんだから、一回ぐらい行っときたいじゃない！」

「スーパー銭湯に出かけるぐらいの気軽さで、異世界語んなよ！」

　雄一はだんだん不安になってきた。もしかしたらあるのかもという気がかすかにしてくる。

「あの、マヨイガなんてどうかと思ったんだけど」

　加か奈な子こはそう提案した。

　マヨイガ。迷い家ともいう。山中にあるとされる幻まぼろしの家だ。山で迷った者の前にあらわれ富をもたらすとされている。二度訪おとずれることは出来ないことから、異界にあるとする説もあり、加奈子はそのことを言っているのだろう。

「なるほど！　異世界と言えないこともないわね！　じゃあ遠とお野の辺りでいいのかしら？」

　睦子はあっさりと乗ってきた。

　雄一は嫌いやな予感がした。鬼おにがいるぐらいだ。遠野なんてそれっぽい場所にいけば、河童かつぱやら天てん狗ぐやら座ざ敷しき童わらしやらがいても不思議ではない。

「まぁ候補はこんなものかしら。夏休みまでに決めればいいと思うから、他にも何かネタがあったら教えてね！」

　雄一は合宿の行き先に不安しか覚えなかった。







「合宿はさておき、通常の活動を始めようかと思うのだけど」

　そう言って睦子はホワイトボードに「異世界サバイバル検討会　その４　異世界戦せん闘とうにおける、人殺しへの心理的抵てい抗こうについて」と書いた。

　以前にやった「異世界サバイバル検討会」の続きだ。

　その２は「異世界言語習得における、発達心理学からのアプローチ」、その３は「ＮＡＩＳＥＩ　ノーフォーク農法の利点と欠点」だったが、雄一はもう内容はほとんど忘れている。

　ちなみにＮＡＩＳＥＩとは異世界転移ファンタジーにおいて、いい加減な現代知識により内政することを揶や揄ゆする言葉だ。

「さて！　異世界に行ったらどうする？　というテーマの一つに異世界での戦闘があるわ！」

「そういや異世界って平和なイメージがあまりないな」

　雄一は異世界ファンタジーをいくつか思い出したが、どれもなんらかの形で戦っていた。

「大たい抵ていの場合、異世界って文明レベルが現在の日本よりも低くて簡単に人が死んでそうなイメージがあるのよ！」

「そうなの。私も常々そんな世界に行き当たったらどうしようかと思っているの」

　加奈子が心配そうに言う。

「常々考えてるんですか？」

　何の心配をしてるんだよと雄一は思った。

「えぇ！　いつどこに異世界への入り口が開くかわからないもの！」

　その口調は真しん剣けんだ。加奈子は本気でそう思っているようだった。

「でね。異世界に行ったら魔ま獣じゆうやら危険生物が跋ばつ扈こしているのかもしれないけど、やっぱり一番危険なのは人間よね？　戦乱の最中だったりして無む理り矢や理り戦場に連れ出されたりして……野呂さんならどう？　人を殺せる？」

「え？　私ですか？　……無理ですよ」

　少し考えて愛子は言った。

「もし殺さなければ殺されるとしても？　相手は異世界人。なんの関かかわりもない人なのよ？」

「それでも……無理だと思います」

「そうね。それが普通の反応だと思うわ！」

　話を進めるために愛子に質問したのだろう。これを奈月に質問しては話がややこしくなってしまう。

「この話は結構有名だとは思うんだけど、知らない人は全く知らないことだと思うので説明しておくわ！　簡単に言えば人は人を殺せるのか？　ということについてね」

「いや、人は人を殺してるだろ。世界中で戦争やってるし、人が殺されたって話はニュースでもそれなりに見かけるじゃねーか」

「それは例外ね。まぁ例外というには規模が大きいのかもしれないけど。先に結論から言っておくと、人は人を基本的には殺せないようになっているの」

「そうなんですか？」

　愛子は疑わしげに言った。雄一も同じ気持ちだ。

「じゃあまずこれね。第二次世界大戦におけるアメリカ軍の発はつ砲ぽう率りつ。これはたったの15％から20％ぐらいだったの。ほとんどの兵士は敵を目の前にしても発砲しなかったのよ。人殺しに強きよう烈れつな忌き避ひ感かんを示したわけね。命令されて発砲を強制されても、当たらないように的外れな方向へ撃うったらしいの。戦争というと、正気をなくした兵士同士が血で血を洗うような戦闘を繰り広げているようなイメージがあるかもしれないけど、実際はそうじゃない。つまり人間には同族を殺したくないという本能があるの！　これは誇ほこらしいことだわ！　だからこそ人殺しは鬼にたとえられて殺人鬼なんてよばれたりするのよ。つまり人を殺す人は人ではない、鬼だ、ということね」

「うん、誇らしいことかもしれないけど、姉ちゃんが言うと説得力まるでないよな！」

　この姉は殺さつ伐ばつとしたことが大好きで、いつも物ぶつ騒そうなことばかり考えているのだ。そんなことを言われても胡う散さんくさいとしか雄一には思えなかった。

　ちらりと隣を見る。奈月が目に見えて落ち込んでいた。

「武内？」

　心配になった雄一は奈月に声をかけた。彼かの女じよも好きで殺人衝動に身を任せていたわけではないのかもしれない。

「気にしないで。大だい丈じよう夫ぶだから」

　だが奈月のその言葉はどうにも精せい彩さいを欠いていた。

「で、これは文化的に成熟した第二次世界大戦の時点だからなのかと言えば、古代においてもこの傾けい向こうはあったらしいわ。古代の戦闘でも顔をつきあわせて直接戦うような場面では案外死者数は少なかったのよ」

「日本の戦国時代とかで人は死にまくってるだろ？」

　数々の時代劇が頭をよぎる。戦争で派手に殺しあう映像を雄一は思おもい浮うかべた。

「それはね、フィクションの派手な演出のせいでそう思っちゃってるのよ。だってあの頃ころ戦ってたのって農民なわけで、戦場に連れ出したからって、本気で殺し合いをやると思ってるの？　あの当時の戦ってのはね。要は数をそろえて『おらおら！　勝てると思ってんのか！　降伏ふくしやがれ！』って威い嚇かくして、一応形だけはちょろっと戦ってみてちょっとでも人が死のうものなら『うわぁ！　負けましたぁ！』ってやってたのよ！　勝敗が確定すれば無む駄だに殺し合うことはしてないわ！」

　まるで見てきたかのように睦子は言う。

「ま、今も昔も人間のメンタルにそう大きな違ちがいはないのよ。殺せって言われてもそんな簡単には人は殺せない。そして！　異世界においても人間同士ならこれは当てはまるのではないか？　そう思ってこんな話をしているというわけなのよ！」

　昔の人は平気で人を殺していた。それは偏見なのかもしれないと雄一は思った。

「さて。問題はここから。人は人を殺せない。それはわかるけども、それじゃ戦争で困るわよね？　で、現代知識チートをするつもりならこれが重要なのよ！　つまり！　人を殺せる人間をいかにして作り上げるか？　これは作戦とか戦術とかよりももっと重要な、戦闘において根本的な問題なの」

　そう言う睦子の顔は実に楽しそうだった。

「やり方はいろいろあるんだけど、アメリカ軍の事例でいきましょうか。彼らは研究したわ。だって使えない兵士ばかりじゃ戦争に勝てないものね。その研究の成果か、ベトナム戦争の時点では発砲率は90％にまで高まったの」

　90％。元が20％だったことを考えれば異常な数値と雄一には思えた。

「心理学に基もとづいた条件付けを行ったの。全部を説明するとややこしいから、比ひ較かく的てきわかりやすい例でいくわね。彼らは人っぽいものを撃つ訓練をさせたのよ。その昔、銃じゆうの標的はただの動かない丸い標的だったというわ。それを人型のリアルな標的に変えて、飛び出してきたところを撃つような訓練に変えていったの。風船に戦せん闘とう服ふくを着せたりだとか、撃てば血が飛び散るように赤ペンキを入れた瓶びんを仕込んだりとか。こういった条件付けをし続ければ、人は人を反射的に撃てるようになるの。こんなことを続けていると、敵が標的に見えてくるらしいわ。それによって、自分が撃っているのはただの標的だ、人間ではないと思い込める」

「あの……そうはいっても無む茶ちやな話だと思うんですけど……」

　愛子が顔をくもらせた。あまり聞いていて気分のいい話ではないと雄一も思う。

「そうなの。どれだけ訓練しようが正当化しようが、人を殺すことの抵抗感を完全に払ふつ拭しよくすることは出来ないわ！　だからベトナム戦争の兵士はさきほど言ったような人を殺せるようになる訓練を受けたわけだけど、後でトラウマを抱かかえた帰き還かん兵へいだらけになっちゃって……あら、武内さんどうしたのかしら？」

　奈月はぐったりとしていた。

「いや、あのな？　もう少しだけ気を遣ってやれよ」

　奈月にとって殺人というものがどのような位置づけにあるのかはわからない。ただ、何も考えていないわけではないようだ。それだけはわかった気がする雄一だった。







　雄一と愛子は一いつ緒しよに部室を出てきた。

　睦子と加奈子は小説の打ち合わせをするということで残っている。奈月は少し休んでから帰ると言っていた。

　二人は体育館とグラウンドの間を歩いていた。

　もうすぐ夕方だというのにまだ焼け付くような夏の日差しが降り注いでいる。雄一でも少し厳しいと思うほどだ。

　心配になった雄一は愛子を見た。のんきな顔で隣を歩いている。吸きゆう血けつ鬼きだが全く平気なようだ。

　フェンス越しに見えるグラウンドでは体育会系の部が活動を行っていた。夏休みに向けて活動を本格化させているかと思いきや、人影もまばらでなんとなく活気がないように見える。雄一が奇妙に思っていると、愛子が話しかけてきた。

「武内さん、普通の友達が欲しいって言ってたから、自分が普通の人と違うことを気にしてたのかな……」

「どうだかな」

　殺人鬼の心理などわかりようもないが、今日の人殺しの話では随分とへこんでいるように見えた。

　穏おだやかになったとはいえ殺人鬼だ。どう扱あつかっていいものか実は困っている。結局うやむやな感じで入部してきたが、どう対応していいのか今でもよくわからない。

「なぁ、日焼けとか大丈夫か？」

　奈月の話を続けるのも気づまりだったので雄一は適当に話題を変えた。

「うん、昔からあんまり気にしてないけど黒くなったことはないかな」

「便利だな」

「褐かつ色しよくの肌はだとかのほうが健康で元気そうに見えない？」

「野呂は白い方が似合ってるんじゃないか？」

「そ、そうかな？」

　まんざらでもなさそうに愛子が微笑ほほえむ。

「そういや兄さんはどうしてるんだ？　まだおかしなこと言ってるのか？」

　雄一はソウルリーダーについて愛子に相談する代わりに、野呂の兄についての相談を受ける約束を交かわしている。

　そのため、雄一はたまに思い出して愛子に聞いていた。今日もいつものように、特に変わりはないという返事が返ってくるのかと思っていたら愛子が顔を曇くもらせた。

　しばらくうつむいていた愛子が顔を上げる。

「……ねぇ。これから家にこない？」

「どうした？」

「お兄ちゃんのことで相談したいことがあるの」

「いいよ」

　あっさりと雄一は答えた。

「じゃあちょっと家に電話するね」

　二人は愛子の家に向かうことになった。







　愛子の家は近所からは自然公園などと呼ばれていた。

　外からでは森を塀へいが囲っているようにしか見えないのだ。

　馬ば鹿かでかい敷しき地ちの中ほどにある館は外からは確かく認にんできないし、そう思われるのも仕方の無いことだろう。

「はぁ……なんかすげぇな」

　中に入ってみても、やはりそこは森としか思えなかった。蝉せみの合唱がけたたましい。

「ごめん……」

「なんであやまってんだよ」

「その、なんか恥はずかしくて」

　愛子が小さな身体をさらに縮こめるようにした。

　木こ漏もれ日びの中を二人は歩いている。森の中を散歩しているような気分なので忘れてしまいそうになるが、目的地は愛子の家だ。

「緑が多くていいんじゃないか？」

「けど多すぎるよね……なんかの公園だと思われてるみたいだし……」

　雄一はきょろきょろと辺りを見回した。

　沼ぬまが、巨きよ大だいな岩が、洞どう窟くつのようなものがある。それは庭というには規模が大きすぎた。

「遭そう難なんしたりしない？」

「道を歩いてる限りは大丈夫。それにいろんなところに監かん視しカメラが付いてるから、迷ってもすぐ見つけてもらえるよ」

「姉ちゃん連れてきたら喜びそうだな」

　サバイバルの訓練に使えそうな敷地だと雄一は思った。

　しばらく歩くと古びた洋館が見えてきた。

　三階建てのため高さはそうでもないが、横に大きい。

「さっきから同じことばっかり言ってる気もするけど、すげえな」

「坂木くんもお化け出そうって思う？」

　上うわ目め遣づかいに、不安そうに愛子が聞いてくる。

「え？　かっこいいんじゃないか？　こんなの日本にはめったにないだろ」

「うん。海外から移設したんだって。大分昔のことらしいけど」

　愛子が嬉うれしそうにする。雄一は、ミステリで人が死にそうな館だと思ったことは黙っておくことにした。

「まぁお化け屋や敷しきって思われても仕方ないんだけどね。中にいるのみんな吸血鬼だし」

　館に近づくと巨大な扉とびらが開いた。

「自動ドアか？」

　この規模の屋敷ならそんなものがあっても不思議ではない。

「違う違う。ほら、あそこにカメラがあるでしょ？　あれで見てて帰ってきたら開けてくれるんだよ」

「結果的に自動ドアだろ……」

　雄一は呆あきれた。金持ちのやることは理解しがたい。

「おかえりなさいませ、お嬢じよう様さま」

　中ではメイド服姿の使用人が愛子に頭を下げていた。クラシックな、あまり派手ではない装いだが、本人が美しいせいなのか随分と華はなやかに見える。年ねん齢れいは二十歳はたち前後のようだが落ち着いた雰ふん囲い気きがあった。

　頭上には『吸血鬼Ⅳ』とある。先ほど愛子が言っていたように使用人も吸血鬼のようだ。

「ただいま秋あき子こさん。余計なことをしなくていいって電話で言ったと思うんだけど……」

「余計なことはしておりませんので、なんのことかわかりませんが――」

「お前が坂木雄一か！」

　突とつ然ぜん、館の中から大声が響ひびいてくる。雄一は館の中を覗のぞき込んだ。

　だだっぴろい玄げん関かんホールの中央、そこに白衣を着た大男が仁に王おう立だちしていた。

「お父さん！」

　愛子が驚おどろいて声をあげる。どうやらこの大男が愛子の父親らしい。

　野呂和かず也や。愛子の父親で、野呂総合病院の院長だと雄一は愛子から聞いていた。

　しかしなぜいきなり雄一を睨にらみつけているのか。初対面なのに意味がわからない。

　頭上の文字は『スーパードクター』だった。

　――吸血鬼じゃないのかよ？

　この家にいるのは全員吸血鬼という話だ。ならば吸血鬼でスーパードクターということなのだろう。

「初めまして。坂木雄一です」

　雄一はあわてて挨あい拶さつをした。戸と惑まどいはしたがこの家の主だ。失礼があってはいけない。

「ふむ。私は愛子の父親だ」

　雄一のあいさつに和也はそっけなく返した。依い然ぜんとして、雄一の顔や身体を舐なめまわすようにじろじろと見ている。

「なんなの！　お父さん！　坂木くんに失礼じゃない！」

「え？　いや、その、なんだ」

　娘の怒いかりが予想外だったのか和也は一いつ瞬しゆん狼ろう狽ばいし、すぐに気を取り直した。

「まあいい。それで、坂木くんとやら。少しこちらに来てもらえるか」

「ちょっと！　なにするつもりなの！」

「いいから、お前は黙だまってなさい」

　和也が玄関ホールの隅すみへと向かったので、雄一と愛子は付いて行った。

　円いテーブルがあり、花を活いけた花か瓶びんが置いてある。

　和也は無造作に花瓶をなぎはらい吹ふき飛とばした。

「なにやってるのお父さん！」

「邪じや魔まだ」

　和也は腕うでをまくった。丸太のような腕があらわれる。血管が浮き出た腕をテーブルの上へと持っていくと肘ひじを付けた。

「坂木くん、この家に入るには私と腕うで相撲ずもうで勝負をしなければならない決まりだ」

「そんなの初めて聞くんだけど!?」

　愛子が目を白黒させている。いきなり腕相撲を迫せまられる意味がわからず、雄一も戸惑った。

「お嬢様、この家で頭首のお言葉は絶対ですので、そういうルールなのです。今この瞬しゆん間かんにそう決まったのです」

　秋子がしれっとそう告げた。

「何、心配することはない。自分で言うのもなんだが私はスーパードクターと言われている。腕の一本や二本折れようが複雑骨折しようがもぎ取れようが治してあげよう」

　掌を開け閉めする。指も一本一本が太く力強かった。

「馬鹿なこと言うのはやめてよ！　行こう、坂木くん」

「逃にげるのか？　ならばこの家の敷しき居いは二度とまたげないと思え！」

　和也は突然大声を出した。

「もう！　お父さん、なにむきになってんの!?」

　呆あつ気けにとられていた雄一だが状じよう況きようは理解出来た。ならばすることは一つだ。雄一はテーブルの前に立った。左手でテーブルを掴つかみ、右肘を付ける。

「坂木くん！　お父さんに付き合う必要ないから！」

「大丈夫だよ。たかが腕相撲だ。勝てば家に入れてもらえるってことでいいんですね？」

　雄一は愛子に応こたえ、和也に確認した。

「そこまでは言わんよ。もっとも腕がへし折れ、開放骨折しているような状況で愛子といちゃいちゃ出来るというならするがいい！」

「いちゃいちゃとかしませんよ……じゃ野呂さん。合図してくれよ」

　雄一は和也の手を握にぎった。

「え？　……もう！　知らないからね！　始め！」

　愛子が投げやりに開始を告げる。

「うぉおおおお！」

　愛子の合図とともに和也は雄お叫たけびを上げた。腕はさらに一回り膨ふくれ、太縄をより合わせたような筋肉が盛り上がる。

　雄一の腕をへし折り、叩たたきつけんと全ぜん身しん全ぜん霊れいの力を腕に込めていた。顔を真っ赤にし、歯も砕くだけよとばかりに歯ぎしりをしている。

「どこまで必死なの!?」

　愛子が驚きの声をあげている。

　勝負は一いつ瞬しゆんで付くかと思われた。

　だが開始からしばらく経っても、両者の腕は開始地点からぴくりとも動いていない。

　雄一は和也の全力を真っ向から受け止めていた。

「なんだと!?」

「悪いんですけど勝たせてもらいます」

　雄一は負まけず嫌ぎらいだ。この手の勝負を挑いどまれて引き下がることはない。

　雄一が力をこめる。じわりと和也の腕が押おされた。

　だが和也も負けてはいない。さらなる力を振ふり絞しぼって押し返し、再び両者の力は拮きつ抗こうした。

「貴様!?　何者だ！　その細ほそ腕うでのどこにそんな力が！」

「お父さん！　貴様って、お客さんに失礼でしょ!?」

「おおおおおおおぉおおおぉ！」

　和也が叫さけぶ。

　幕切れはあっけなく訪れた。

　派手な音を立ててテーブルが真っ二つに割れたのだ。

　右手を握り合ったままの雄一と和也が睨み合う。

「引き分けってことでいいですか？」

　目をそらさずに挑ちよう発はつ的てきに雄一が言う。

「第二ラウンドだ！　こうなっては殴り合いで決着を付けるしかあるまい！　ここからは私も本気で――」

　ぺちん、と可愛かわいい音が鳴った。

　愛子が和也の腕を叩いたのだ。

　大して痛くもないはずだが、和也ははっとなった。

「お父さんのあほ！　大だい嫌きらい！」

　愛子は泣いていた。

「え、いや、お父さんはだな、愛子に近づく男の力を試ためしてだな、その、男は強くなければならんだろう？　か弱い女子を守らねばならんのだからな、それは……」

　ぺちん。さらに愛子が叩く。

「お父さんの馬鹿！」

　そう言い捨てると愛子は泣きながら走り去った。

　残されたのは手を握り合いながら立たち尽つくす男二人と、冷静にそれを見つめる古風な装いのメイド。

「あほと馬鹿なら馬鹿の方が堪こたえますよね……」

　間が持たなくなった雄一はそんなどうでもいいことを言ってみた。

「あぁ……」

　だが生返事が返ってくるだけだった。

「追いかけていいですか？」

　和也はバツがわるそうな顔をしている。愛子に怒られ冷静さを取り戻したようだ。

「……頼たのむ」

　和也が握っていた手の力をゆるめた。雄一も手を離す。

　和也は見るからに消しよう沈ちんしていた。愛子の泣き顔が堪えたのだろう。

「自分の部屋に行ったのだろう。二階の奥おくだ。ああなっては私の言うことなど聞いてはくれんしな……」

「守るってことなら何があってもちゃんと守りますから安心してください。それと何か勘違いされてるのかもしれませんけど、俺おれは野呂さんとつきあってるとかじゃないですから」

「本当か！」

　和也が目を見開き雄一に迫った。

「今日もお兄さんのことを相談しに来ただけですから」

　和也に気圧された雄一は、少し後あと退ずさった。

「そうか……だが、いいか！　愛子の傷心に付け込んで不ふ埒らちな真ま似ねをするんじゃないぞ！」

「しませんよ。そんなこと」

「そんなことだと？　貴様！　愛子が魅み力りよく的てきではないとでもいうのか！」

　――めんどくさい人だな……。

　雄一はため息をつき、それには応えなかった。

「じゃあ行きますから」

　雄一は階段を上り、二階の廊下を奥へと向かった。

　愛子の部屋はすぐに見つかった。ネームプレートがかけてある。

「俺だ。入れてくれよ」

　雄一はドアをノックして呼びかけた。

　しばらくしてドアが開かれる。

　目を赤くした愛子が潤うるんだ瞳ひとみで見つめてきた。

「坂木くん……ごめん。お父さんが失礼なことして……」

「泣くなよ……俺は気にしてないから」

　愛子の泣き顔を見ていると雄一は心穏やかではいられなくなった。胸がざわつく。

「逃げちゃってごめん……」

「いいって。とりあえずはお父さんも家に入るのは認めてくれたみたいだしさ。気にすんなよ」

「うん……あ、こんなところで立ちっぱなしもなんだから入って」

　少し落ち着いたのか愛子は雄一を部屋に招き入れた。

　睦子の部屋とは比べ物にならないぐらいに整っている、白とピンクで統一された可愛らしい部屋だ。

　壁へき面めんにはぬいぐるみがずらりと並べられている。

　――女の子の部屋って感じだな。

　雄一はとりあえずソファに座すわった。

「あ、何か飲み物を取ってくるね」

　愛子が部屋を出ていく。雄一は落ち着かない気分になった。

　――確かピンクは落ち着く色だとか聞いたことがあったけどな。

　姉以外の女の子の部屋に入るのは初めてだ。そのせいなのかもしれない。

　いつも姉や妹が一緒にいる生活をしているので女の子には慣れているつもりの雄一だったが、クラスメイトの女の子というのはそれらとはまた違うのだろう。

　しばらくするとトレイを手にした愛子が戻もどってきて、冷たいお茶をテーブルへと置いた。

「なぁ、さっきメイドさんいただろ？　なんでもやってくれるようなイメージがあったんだけど」

「メイドさんいるにはいるけど子供は関係ないよ？　自分のことは自分でやれっていう教育方針だから。それに坂木くんが何を期待してるのか知らないけど、おばちゃんばっかりだからね。若くて可愛いメイドさんなんて幻げん想そうだから」

「え？　玄関にいた人は？」

　先ほど玄関で出で迎むかえてくれたメイドの秋子はかなり若く見えた。

「秋子さん五十歳さい超えてるよ。あ、この家にいる人は使用人も含ふくめて全員が吸血鬼だから」

　五十歳が強調されていた。吸血鬼は不老だと聞いたことがあったが、確かに五十歳であの若々しさは人間離れしている。

「はぁ……大金持ちだからか吸血鬼だからか、住んでる世界が違うなってのは思い知ったな……なあ？　前から思ってたんだけど、そんなすごい金持ちなら私立の学校とかに行かないの？」

「それも教育方針ね。公立高校に行くことになってるの」

「そーいや、小こ西にしさんがうちに来てるのも不思議だったけどさ、あれもそんなことか？」

「小西さんかぁ。そうだよねぇ。いかにもお嬢様だし私立のお嬢様学校とかに通ってても不思議じゃないよね」

　小西妃ゆ里り。入学式の日にホームルームでの自己紹しよう介かいで、自分のうちは金持ちでお前ら庶しよ民みんとは立場が違う、というようなことを言い、クラス中の注目を集めていたお嬢様だ。

　だが雄一はそんなことよりも妃里が『獣じゆう人じん』だったことの方が気になっていた。

「そういえば、小西さんは昔どこかで会ったような気がするんだけど」

「なんだよ。金持ち同士のつながりかなんかか？」

「多分そんな感じだと思う。ドレスを着てたような記き憶おくがあるから何かのパーティだと思うんだけど」

　パーティ。やはり住んでいる世界が違うと雄一は思った。

「ところで、兄さんのことは？」

「しばらく前から見かけないの。家出かも」

「え？」

　予想外の話に雄一は驚いた。

「家出……しばらくって正確にはわからないのか？　最後に話したのはいつだ？　その時に何か言ってなかったか？」

「私が最後にお兄ちゃんと話したのは、坂木くんと買い物に行った日かな。家の前で急に話しかけられたんだけど、坂木くんのことをちょっと聞かれたぐらい。それも随分久しぶりのことだったんだけど」

　愛子が申し訳なさそうに言う。

「ん？　そうなの？」

　買い物に行ったのは一週間ほど前の話だ。それから話をしていなくて、いつの間にかいなくなっているというのは随分と疎遠に思える。

「最近お兄ちゃんの様子がおかしかったの。皆で食事をしている時も急に怒り出して席を立ったり、前に会った時もすごく喧嘩腰で……。前からおかしなことはよく言ってて私もそれは中二病だからかなってあまり真剣には受け止めてなかったんだけど、最近はそれとも違うような気がしてて……なんだか怖かったから、最近は話しかけないようにしてたんだけど」

「そうか……いや、事情はなんとなくわかったよ。それでいなくなったのはわかったけどどうするんだ？」

「お兄ちゃんの部屋に入ってみようかと思って。何かわかるかもしれないし」

「行ってみるか。どこだ？」

「この部屋の向かい側」

　そう聞いた雄一は立ち上がった。部屋を出て愛子と共に向かいの部屋に向かう。

　鍵かぎはかかっておらず、ノブは抵抗なく回った。

　雄一は恐おそる恐る扉を開き中へと入った。

「……なぁ？　野呂のうちって棺かん桶おけがおいてあるのが普ふ通つうなのか？」

「へ？」

　愛子がきょとんとしている。

　部屋は愛子の部屋と同程度、八畳じようほどの広さだ。その部屋に入ってすぐのところに棺桶が置いてあった。西洋風のものだ。蓋ふたは開いていて中には土が入っている。

「こんなの見たことないんだけど……もしかして……納骨堂から持ってきたのかな」

「納骨堂？」

　そんな言葉が飛び出すとは思っていなかった雄一は聞き返した。

「うん。庭にあるんだ。一族の人達が眠ねむってるらしいんだけど」

「その眠ってるってのは文字通りの意味で？」

「え？　あぁ違う違う。死んでるってことだよ」

　吸血鬼だから棺桶で寝ねるのかと雄一は考えたが、そこまでのことはしないらしい。

　だがそうなると愛子の兄の部屋に棺桶がある理由がわからない。

「野呂の兄さんこれで寝てたのか？」

「ま、まさかぁ。そこまではしない……と思うんだけど……」

　もしやと思ったのか、愛子の語ご尾びに力はない。

　雄一は棺桶に近づき見てみた。

　土は浅く入れられている。この状態でここに横になっても蓋を閉じることは可能だろう。

　土は部分的に赤くなっていた。赤黒い液体が染しみたようになっている。おそらく血だ。

「これ……どうしたんだろう……」

　愛子も血に気づいたのか怯おびえたように言う。

「怪け我がをしたのか……棺桶で寝ると回復が早いとかあるのか？」

「聞いたことない……でも、大抵の怪我はすぐ治っちゃうし余計なことしなくてもいいと思うんだけど……」

　これは早々に睦子に相談したほうがいいと雄一は考えた。

　雄一は他にも何か手がかりはないかと部屋を見回した。

　部屋に棺ひつぎがあるという異常にまず目を奪うばわれたが、部屋の中の様子も尋常ではなかった。

　荒あれに荒れている。ベッドがへし折れ、本ほん棚だなは砕け、本が散乱していた。

「なあ？　普ふ段だんからこんな様子だった……ってことはまさかないよな？」

「まさか！　前にドアが開いててちらっと見た時は、こんなんじゃなかったはずだけど……」

　雄一は以前、愛子の兄がマントを翻す練習をしていたと聞いたことがあったが、その時のことらしい。

　こうなったのは最近だろう。埃ほこりの状態を見た雄一はそう考えた。

　何か手がかりはないかと、雄一は散らばっている本や雑誌を確認していった。

「なぁ、兄さんて巨乳好き？」

「はぁ!?　何言って……」

「シチュエーションやコスチュームにこだわりはないみたいだな。とにかく巨乳押しのコレクションになってる」

　雄一は手にしていた本を愛子に見せる。愛子が顔を真っ赤にした。

「そ、そんなこと調べてどーすんの！　セクハラじゃないの！」

「いや、どこに行ったかの手がかりにならないかなぁ、とか思ったんだけど。ほら、巨乳の女の子のところにふらふらと現れるとか……」

「あほ！　お兄ちゃんも坂木くんもあほ！」

　怒おこられてしまった雄一だった。







第六章　退たい魔ま師しってやっぱりいるんだ！







　一通り京きよう夜やの部屋を探さぐった後、愛あい子この部屋に戻ってきた二人はソファに座り話し合っていた。

「大したことはわかんなかったな。そういや家の人は何も聞いてないのか？」

「うん。誰だれも聞いてないし、どこに行ったのかもわからないって。学校にも行ってないみたいだし……」

「お父さん心配してないのか？　さっきの様子だと子こ煩ぼん悩のうみたいだったけど。警察に連れん絡らくは？」

　吸血鬼かもしれないが、普通に人として生活しているのだから連絡するべきだろう。

「捜そう索さく願ねがいは出したみたい。けど心配してる様子はないかな。昔からお父さんはお兄ちゃんのことは構わないし」

　息子が相手ならそんなものかと雄一は思った。

「わかったのは、一度怪我をして戻ってきてまた出て行ったってことと、巨乳好きってことぐらいか」

「巨乳好きはどうでもいい！」

「どこに行ったかだよな……なぁ、あの廃はい病びよう院いんにいた連中って関係あると思うか？」

「うちの一族とは関係ないんじゃないかな。全員知ってるわけじゃないけど、あそこまでガラの悪そうな人はいなかったと思う」

「兄さんが血を吸って吸血鬼を増やしてる……って可能性はないのか？　世界征せい服ふく目指してるんだろ？　部下を増やしてるとか」

「まさかぁ。いくらなんでもそこまではしないと思うし、それに血を吸ったら吸血鬼が増えるなんて聞いたことないよ？　そんなことできないんじゃない？」

「けど今のところ関係ありそうなのってそれぐらいしか思いつかないな。もっと話を聞いておけばよかったか」

　廃病院での一件の時には吸血鬼のことは深く考えていなかった。

「じゃあ俺はいろいろと探ってみる。野の呂ろは家で待っててくれ」

　雄一は立ち上がった。どうにも嫌いやな予感がしている。

「え？　もう帰るの？　行くなら私も一緒に行くけど」

「駄だ目めだ。あいつら思ってたよりも規模が大きい感じがする。また戦うことになったら守り切れるかわからない」

　雄一は少しきつめに言った。廃病院では成り行きで付いてこさせたが、わかっている以上危険な目に遭あわせることはできない。

「坂さか木きくん、これは私の問題なの。坂木くんにまかせっきりには出来ない」

　だが愛子の意志は固いようだった。

「わかったよ。けど俺らだけじゃ限界があると思う。姉ちゃんに相談するけどいいか？」

　少し考えた後で愛子はうなずいた。

「あ、出かける前にお母さんに紹介しときたいんだけど」

「そういや挨拶してないな」

　愛子は雄一を母親の部屋へと案内した。







　暗い部屋の中、液えき晶しようテレビの明かりが愛子の母親を照らし出していた。

　三角座りをして一心にテレビを見つめている。

　テレビショッピングの番組だ。画面の中では二人の女性が健康食品とダイエット器具の組み合わせについて熱く語っている。

「えーと、どういう状況？」

　雄一は戸惑い愛子に聞く。

　愛子は部屋の明かりをつけた。

「お母さん、明かりぐらい点けといてよ」

「あら、あいちゃん、どうしたの？　節電よ節電！　こういうちょっとしたことが大事なんだから」

「お母さん知ってた？　テレビを見ないのが一番節電にいいらしいよ？」

「えぇ！　それは困る！　って、そちらはどなた？」

　愛子の母親、真ま理り子こは愛子以上に白い顔をしていた。目の下には大きなくまがある。美人なのかもしれないが、それよりも不健康な印象の方が上回った。ゆったりとした白いワンピースを着ているのだが、それも寝ね巻まきのようでだらしなく見える。

　――野呂には似てないな。

　雄一はそう思った。そういえば愛子は父親にもあまり似ていない気がする。

「坂木雄一くん。同じクラスなの。今日はちょっとした相談があって来てもらったんだけど」

「始めまして。坂木雄一です。野呂さんにはいつもお世話になっています」

「まぁ！　どうしたのかしら！　あいちゃんが男の子をつれてくるなんて！　しかもイケメン！　イケメンよ！　あぁ！　私ったらこんな格好で！」

　不健康そうなイメージとは裏腹にやけにテンションは高い。

「お母さん……また変なのが増えてる……」

　部屋の中は乱雑で、睦むつ子この部屋を思い起こさせる。だがここにあるのは、主に健康器具、衣服、アクセサリーの類いだ。

　それとこの部屋には窓がない。もう日も暮れつつあるが、たとえ昼間でも照明を付けなければ真っ暗だろう。

「変なことはないのよ！　これはＥＭＳっていって筋肉を電気で収縮させるから私みたいな運動が苦手な人にはぴったりなの！」

　――それほとんど意味ないけどな……。

　余計なお世話かと思った雄一はコメントを差し控えた。

「ちょっと紹介しに来ただけだからお母さんはゆっくりしてて。坂木くんもう帰るから」

「あらそう？　あ、そういえばあいちゃんは坂木くんの血はもう吸ったの？」

「お母さん！　何言っちゃってるの！」

　愛子が慌てふためいていた。

「今のうちに唾付けといたほうがいいわ。それに血を吸っとくとなにかとお得な――」

「坂木くんは先に行っといて！」

　雄一は愛子に部屋を追い出された。

　しばらくして愛子も部屋を出てきたが、なぜか顔が赤い。

「どうしたんだ？」

「お、お母さんが変なこと言うから！　えっと、なんでもないから！」

　雄一はそれ以上の追及をしなかった。







　坂木家の玄関に、依子が不機嫌な顔で突っ立っていた。

　雄一は愛子を連れてきたからなのかと思ったが、最初からしかめっ面をしていたのでそういうわけでもないようだ。

「お兄ちゃん遅い！」

「なんで怒ってんの？」

　多少遅くなったところで依子に迷惑はかけていないはずだ。

「部屋に行けばわかるよ！　で、なんで野呂さんが一緒なの？」

「あぁ、姉ちゃんに相談ごとがあるから連れてきたんだよ。野呂の家に寄ってたら遅くなっちまった、悪い」

　雄一は怒られる理由に心当たりがなかったが、とりあえず謝った。

「え？」

　依子が固まった。

　愛子が居心地悪そうに小さくなる。

「野呂さん、また後でお話しましょうね！」

　依子が複雑な声音で愛子に話しかけた。妙に優しい口調だが、どこか一本調子だ。

　依子はリビングに戻っていった。

　雄一と愛子はいぶかしく思いながら階段を上り、雄一の部屋に向かう。

「よう！」

　自分の部屋に帰ってきた雄一が見たのは、片手を上げさわやかな笑え顔がおで立っている茨いばら木き京きよう四し郎ろうだった。

　雄一は黙って茨木に近づいた。腕を取りながら背後に回る。

　そのまま関節を固定し、引っこ抜ぬくように後ろへと投げた。

　窓の桟に茨木の後頭部を叩きつける。ゴツンと派手な音がした。裏投げの一種だ。

「何しに来てんだよ！」

　後頭部を押さえてうずくまる茨木を雄一は見下ろした。

　頭上には『茨木童子』とある。金髪に青い瞳で彫りの深い顔立ち。傍目には外国人にしか見えないが、奈な月つきとは異なり本物の鬼おにだった。力を発揮すると額に角が現れる。

　奈月関連の事件で戦ったことがあるのだが、それ以来どういうわけかなれなれしくて、雄一は鬱陶しく思っていた。

「おま！　会ってすぐそれってなんだよ！　暴力的すぎんだろ！　死ぬかと思ったわ！」

「あぁ？　お前らは頑がん丈じようなんだろ？」

「鬼化してなきゃ人間と変わらねーよ！」

「そうなのか？　そりゃ悪かったな。人間なら死ぬかもな、とかちょっと思ってた」

「お前な……あっさりそんなこと思ってんじゃねーよ」

「坂木くん、それはあんまりじゃ……」

　愛子が呆れたように言う。

「で、俺んちに何の用だよ、こんな時間に」

　時刻は夜七時になろうかという頃だった。

「体操服返しにきたんだよ。で、お前の母親が、晩ご飯までには帰ってくるから上がって待ってろって言うから」

　茨木は机の上を指さした。畳まれた体操服がそこに置いてある。

「返さなくていいって言っただろ？」

「もらったって仕方ねーだろ、こんなもん」

「それなら捨てりゃよかったんだよ。こっちはお前なんかに会いたくないからそう言ってるんだ」

「ひでぇなぁ。傷つくわぁ。せっかく来てやってるのによぉ」

「はいはい。ありがとな。じゃあ用は済んだな。帰れ」

「どっか遊びにいこうぜ！」

「話聞いてんのかよ？　俺は帰れって言ってるんだ」

　いい加減苛立ってきた雄一が実力行使に出ようとしたところで、廊下からドタドタという足音が聞こえてきた。

「ちょっと！　さっきの音なんだったの！　もしかして三角関係がもつれた末のヤンデレの襲撃!?」

　勢いよくドアを開けて睦子が入ってくる。

「よぉ！」

　茨木が軽く手を挙げ、睦子に挨拶をした。

「あら？　茨木くんじゃない！　それに野呂さんまで！」

　睦子が雄一の部屋の様子を見て言う。

「こいつ来た早々に帰れ帰れってうるせーの。お姉さんも何か言ってやってくんない？」

「ゆうくん、お友達は大切にしないと駄目よ？」

　睦子がしみじみと言う。

「友達じゃねーよ」

「ていうかなんなの！　お姉ちゃんはほったらかしで、よりちゃんとか野呂さんとばかり遊んでるじゃない！　今度は茨木くんまで！　それになにか隠かくし事をしてこそこそやってる気配が濃のう厚こうだわ！」

「いや、そのだな、姉ちゃんに相談しようかと思ってたところなんだよ」

　ぷりぷりとすねる睦子を、雄一は慌あわてて取りなした。

「あらそう？　だったらいいわ！　じゃあ話を聞かせてもらおうかしら！」

　睦子はあっさりと機き嫌げんをなおすとローテーブルの前に座った。雄一と愛子もそれに続く。

「あ、俺なら気にすんな。他言はしねーからよ」

　窓際でうずくまっていた茨木もやってきた。

「お前は邪魔だ。帰れ」

「いやいやいや。もしかしたら俺が役に立つことがあるかもしれねーじゃねーかよ？　お姉さんに相談ってことはだ。お前単独ではどうにかなりそうにないってことなんだろ？」

　茨木は鬼だ。もしかしたら吸きゆう血けつ鬼き関連で何か知っているかもしれない。

「どうする？」

　雄一は愛子に確かく認にんした。

「まぁ一いつ般ぱん人じんじゃないなら別に……」

　世間に正体を隠しているのは茨木も同様だ。言いふらすことはないと判断したらしい。

「わかったよ」

　雄一はこれまでのことを語った。

　愛子が吸血鬼であること。

　野呂の兄は中二病で、世界征服を目指していること。

　廃病院で吸血鬼を見かけたこと。

　野呂の兄が行方不明になっていることなどだ。

「まず一ついいかしら！」

「なんだよ」

「桃もも色いろピンククリニックなら廃はい墟きよじゃないわ！」

「え？　だって……」

　言い返そうとして思い出した。照明が点いていた。廃墟だとするなら確かにおかしい。

「病院としては機能していないけど、あそこはちゃんと管理されているわ！　この私が見過ごすわけがないじゃない！」

「あー、そうだった。姉ちゃん廃墟も好きだったよな」

「そう！　所有者が明確で管理もされている物件に無断侵しん入にゆうすることはしないの！　見た感じ廃墟だからって勝手に入ったらだめよ！」

「坂木くん……もしかしてあの建物の持ち主があの人達ならまずかったんじゃ……」

「って言われてもな。不法侵入だろうとなんだろうと助けるだろ？」

　間ま違ちがったことをしたと雄一は思わなかった。

「吸血鬼に何か心当たりはないか？」

　雄一は茨木に聞いた。

「吸血鬼な……俺らとはジャンルが違ちがうからなぁ。少なくとも俺らのテリトリーで目立つことはしてないと思うぜ」

「うん。結局役に立たないな、お前」

「ちょっ！　待てよ！　あー、あれだ。最近奴やつらが活発になってるな。もしかしたら関係があるかも」

「奴らってなんだよ。まわりくどい。もったいぶんな」

「お前な。もうちょっと会話に彩りを持たせようぜ。潤滑剤的な前置きってあるだろうが……まぁいいや。退魔士のやつらだよ。あいつらは散発的に動いてるだけだったんだけど、ここ最近妙みように活動的で頻ひん繁ぱんに街で見かけるようになった。おかげで夜もおちおちしてられねぇ。まぁ俺らが目的じゃないみたいなんで、何か別のターゲットがいるんじゃないかって噂うわさなんだが」

「退魔士ね……」

　入学したての頃ころ、学校の中庭で愛子を襲おそっていた六ろく原はらという先輩を雄一は思い出した。結界を張り、土塊から使い魔を作り出していたが、それは退魔士から貸し与えられた力だと言っていたはずだ。

「それで野呂さんはどうしたいのかしら？」

　睦子は、期待に満ちた目で愛子を見つめた。

「そうですね。行方不明の兄を連れ戻して、馬ば鹿かな真似をしているようならやめさせたいです」

「わかったわ！　私達に任せて！」

　睦子は実に頼もしかった。まだどんな状況で、睦子に何ができるのかはわからないが、それでもなんとかなるのだろうと思わせるものがある。

「しかし野呂さんが吸血鬼だったとはね……ねぇ。どんなことができるのかしら！」

　睦子が目を輝かせている。

「えーと特には……」

　愛子が申し訳なさそうに言う。

「拘こう束そく制御術式解放！　とか、空想具現化だとか！　あ、目からビームが出たりとか、時間を止めたりとか！　あれ、そっちはスタンドがないと無理なのかしら？」

「あの、なんのことだかさっぱりわからないんですけど……えーと、怪我が治りやすいぐらいです……後、お経が苦手とか……」

「血は吸うのかしら！　もしかしてゆうくんの血を吸っているの！　血にまみれた淫いん靡びな日々をすごしているのかしら！　吸血行こう為いってなにかいやらしいものを感じるわ！　そうよね！　血を吸うって性行為のアナロジーでもあるのよね！」

「あ、あの……本当にそういうのないんで……」

　愛子が顔を赤くしてうつむく。

「あら？　じゃあどこが吸血鬼なのかしら！」

「一応その、血を飲まないと健康に悪いぐらいです……」

「なんだよ、健康飲料扱あつかいかよ。俺らに比べりゃほんとたいしたことねーな」

　茨木が言う。確か食人は業だと言っていた。それに比べれば確かに生ぬるい。

「なるほど……そうなると、そもそもそれは吸血鬼なのかという疑いも出てくるわね……野呂さんはどうして自分が吸血鬼だと思っているの？」

　睦子は根本的なことを聞き始めた。

「親が吸血鬼だと言ってますし、それを疑ったことはなかったんですけど」

「まず吸血鬼という以上、血を吸うのは絶対条件だと思うのだけど……そこはかろうじてクリアしているということかしら」

「そうですね。血をまったく摂らなければ衰すい弱じやくして死ぬって聞いてます」

「どれぐらい血を摂る必要があるのかしら？」

「数ヶ月に一度、ちょっとだけです。それで特に問題はないですよ」

「ふむ……やっぱりなんというのか薄いのよね。弱点って、さっき言ってたお経ぐらいなわけよね。なんというのか人為的なものを感じるわ。無理やり抑おさえ込んでいるかのような……お兄さんとか家族とかも同じなのよね？」

「はい、その、血をがぶがぶ飲んでる人もいて、そういう人は若々しい感じです」

「やっぱり思ったようなのとは違うようだけど……野呂さんのところはいわゆるドラキュラっぽい吸血鬼をごくごく薄めたようなものだと考えればいいのしら？　しかしこの吸血鬼というのはそのままヴァンパイアと考えていいのか……難しいところね」

「ドラキュラとヴァンパイアって何か違うのか？」

　何を小難しく考えているのかと思った雄一は聞いた。

「ドラキュラはブラム・ストーカーの小説に出てくるヴァンパイアだけど、民間伝承に現れるヴァンパイアとドラキュラでは実態が異なるのよ。その違いは重要だわ！　ただひとくくりに吸血鬼といったって様々なタイプがあるもの！　日本にだって吸血妖怪としては濡れ女なんてのもいるし、ユーゴスラビアには吸血スイカなんてのもいるのよ？　それぞれ弱点も異なるわけだし」

「あのーさすがにスイカといっしょにされるのは……」

　愛子がぼそりと言う。スイカ扱いは不満らしい。

「まぁいいわ。とりあえず野呂さんの一族は、フィクションをベースにした西洋のヴァンパイアということで話を進めましょう。野呂さんは、お兄さんが血を吸って仲間を増やしているんじゃないか？　というようなことを考えているのよね？」

　愛子がうなずいた。雄一も愛子と話し合った結果、最悪のケースとしてそれを考えている。

「血を吸って、そこから増えていくというのは病気のイメージから来てるわね。まぁこういった妖怪やらなんやらは、実在の事件や現象から想像されたものが多いのだけど」

「そーいや黒死病だっけ。ペストと吸血鬼の関連なんてのを聞いたことがあるな」

　茨木が少し自慢げに言う。

「なぁ、お前はなんでさりげなく、知ってますよアピールをしてくるんだ？」

「いいだろうが！」

「あ、茨木くん。最近の研究では中世に猛威をふるったとされる黒死病はペストではなくて、実はウイルス性のエボラ出血熱やマールブルグ熱じゃないかって言われてるわ！」

「姉ちゃんもここぞとばかりに小ネタ交ぜてくるなよ」

「まぁそれはおいておいて、ヴァンパイアがなにかといえば、それは一いつ般ぱん的てきには死者のイメージだわ。一度死んで甦った者。世界各地で埋葬にまつわる伝説があるの。適切な埋葬をしなければ、それが怪物となって甦るというものよ。だから、野呂さんみたいに吸血鬼の一族がいる、なんてのも一般的な吸血鬼像にはそぐわないのよね」

「あの……もしかして私死んでる……とかないですよね？」

　愛子が恐る恐る言う。

「大だい丈じよう夫ぶだろ」

　雄一は愛子の手を握にぎった。

「え？　あの？」

「ちゃんと温かい」

　生きている感かん触しよくがあった。死者とは違うと雄一は思う。

「いちゃつくなよこら！」

「うっせぇな！」

　文句をつけてくる茨木に雄一は言い返した。

「で、もともとのヴァンパイア伝説なんてのが出てきたのは、早すぎた埋葬なんかが元になってるみたいね。仮死状態の人を棺に入れて埋うめちゃってね。何か音がするって言って掘ほり返かえすと中には血まみれで苦しんでいる人が、なんてことがあったんじゃないかって言われてるわ。これの仮死状態はカタプレシーっていう硬直状態になる病気と関連があるんじゃないかとか！」

「その手の話はもういいよ。今は野呂の兄さんだ。部屋に棺がおいてあって中に土が入ってたんだけどさ。これは？」

「そうね。ヴァンパイアは自分が生まれた土地の土で眠らないと徐々に衰弱するなんて話もあるわね。そこから土の上で眠ると精気を吸って回復するなんて話もあったような。……そうなってくるとやはり一般的なイメージのヴァンパイアを想定すればいいのかしら？　だとすれば制約は多いんだけど……とりあえず一般的な特とく徴ちようをあげておくわ！　まず弱点だけど、日光、にんにく、聖水、聖灰、聖餅、十字架、白木の杭、銀の弾丸なんてのが代表的かしら。鏡に映らない、流水が渡れない、招かれないと家に入れないなんて特徴もあるわね。能力としては怪力だとか、霧きりになるとか、狼や蝙蝠に変身とか、空を飛べるとか。他には魅了チヤームが使えるだとか、血を吸った相手を思いのままに操るだとか」

「そうやって列挙するとなんだか無む茶ちや苦く茶ちやって気がするな」

　統一感がないし、あまりにも特徴がありすぎる。もう少し絞れと雄一は思った。

「それはね。様々な怪物のイメージが集約されちゃったからなのよ。元々銀の弾丸なんてのは人じん狼ろうの弱点なわけだし、聖水だとか十字架だとかは悪魔の弱点なの。それらが歴史を経て一いつ緒しよくたになっちゃったのね。なんというのかしら。二次創作でオリジナル設定を付加していったら、三次創作でさらに誰かが設定を追加していって、それがいつのまにかオリジナル扱いされていったというところかしら！」

「あの……お姉さん、その能力とか弱点なんですが、そーゆーのまったくないんですけど……」

　愛子が申し訳なさそうに言った。

「まぁないならないでいいんじゃないかしら？　そんなに大した能力がないなら、そもそも世界征服なんてできるわけがないんだし。でも用心するにこしたことはないわ！　一応そういったことができると想定しておいたらいいじゃない！」

　その様々な特徴を持った吸血鬼というものを雄一は想像してみた。とても勝てる気がしない。怪力ならまだしも霧になるってなんだよ、と思う。

「じゃあまずは、ゆうくんが『吸血鬼？』を見たっていう病院に行ってみましょうか！　そこが一番怪あやしそうだわ！」

　睦子が突とつ然ぜん立ち上がり言った。

「今からかよ。なんとなくだけど、昼間に行った方がいいんじゃないのか？」

　七月なのでこの時間でもまだ多少明るいがすぐに暗くなる。夜に吸血鬼がいるかもしれない場所に行くのはどうなんだと雄一は思った。

「野呂さんのお兄さんがいなくなってから、随分と経つんでしょ？　だったらぐずぐずしていられないわ！　ちなみに野呂さんは夜強くなったり、何か様子が変わったりするのかしら？」

「え？　どうでしょう。眠くなるぐらいでしょうか？」

　愛子が小首をかしげる。

「それ普通の人だな」

　雄一はなにげなくつっこんだ。

「そんなこと言われても！　何回も言ってるけど、吸血鬼だからって特別な何かがあるわけじゃないから！」

　結局、愛子のような吸血鬼がいるなら昼も夜も関係ないだろうという話になり、すぐに出かけることとなった。







　桃色ピンククリニックこと望もち月づき胃腸病院跡あと地ち。

　電気、ガス、水道は使用可能で、見た目に反して廃墟というわけではない。その趣は意図的に演出されたもののようだ。

　病院の入り口には鍵が掛かっていた。だが雄一は前回もピッキングで侵入しているので特に問題は無い。

　雄一達たちは入り口の前で、持ってきた荷物からマスクを取り出して被った。雄一は骸がい骨こつ風ふうのマスク、愛子は兎うさぎのマスクで前回と同じ物だ。

　睦子のマスクは木製で、うろのように空いている穴が不気味だった。

　茨木は気にしていないのか素顔のままだ。

「なぁ？　誰もつっこまないみたいだから聞くけど、それなに？」

　雄一が睦子の肩かたを指さす。

「これ？　紫外線照射装置よ！」

　巨きよ大だいなランプが両肩に載っている。バッテリーらしきものは背中に背負っていた。

「丸太とどっちにするか悩んだんだけどね。取り扱いやすさからこちらにしたのよ！」

「あぁ……いや、もういいや。吸血鬼出たらまかせるわ」

　そんなものが本当に効くのかと疑問に思った雄一だが、睦子が効くと思えば効くのかもしれない。

「念のために言っておくけど静かにしろよ？　夜だし、何かいるかもしれないからな」

「やーね。ゆうくんたら！　心配しすぎよ！」

「そのテンションを抑えろって言ってんだよ！」

　ドアを開け静かに侵入する。中は暗かった。

「さっそくそのなんとか装置が役に立ちそうだな」

「あら、それは駄目よ！　すぐバッテリーがあがっちゃうから！　いざって時じゃないと！」

「ほんと意味ねーな！　それ！」

「でもどうするの？　真っ暗だし何も見えないんだけど」

　愛子が不安そうに聞いてくる。

「あぁ。ＬＥＤライトなら……」

　雄一が懐からライトを取り出そうとしたところで、突然照明が点いた。

　雄一は突然のまぶしさに強く目をつぶる。同時に愛子を背中にかばった。

　何かがいる。

　吸血鬼、もしくは不良どもがいることを雄一は想定していた。だが出ばなをくじかれた感はある。

「なんだ、玄げん関かんが開いてるならそっちから入ればよかったな。無む駄だにがんばっちゃったよ」

　病院の奥おくから声が聞こえてきた。こちらに近づいてくる足音も聞こえてくる。

　まぶしさに慣れた雄一の目に三人の姿が見えてきた。

『退魔士Ⅰ』『退魔士Ⅱ』『退魔士Ⅲ』

　三人の頭上にはそうあった。

　真ん中に少年。どこにでもいそうな、特徴がないことが特徴の少年だった。身長は雄一と同じぐらい。Ｔシャツにジーンズという姿もごく平凡だ

　その左には白い仮面をつけた大男がいる。少年より頭一つ分背が高い。タンクトップにハーフズボンという格好で、盛り上がった筋肉を誇示しているかのようだった。

　少年の右にいる人物も白い仮面を身につけていた。少年よりは背が低く、全身をマントのようなもので覆っていた。胸の辺りは膨らみで押おし上あげられているので、おそらく女だ。

「あんた達がここの持ち主なのか？」

　雄一は念のために聞いた。

「まさか。立場的には君達と似たようなものでしょう」

　悪びれることなく返事を返したのは真ん中にいる少年だ。

「え？　なになに！　この人達なんなの！　もしかして私達を待ち構えていたとか？　敵？　敵なの！」

　突然現れた謎なぞの人物を見て睦子が興奮している。

「当然真ん中の子がボスっぽいわよね！　ゆうくんと同い年ぐらい？　なにあの黒幕っぽい感じ！」

「いや、姉ちゃんちょっと落ち着け。相手さんも戸惑ってるから」

　仮面の下の表情はわからない。少年も表情は変えていないが、それでもうさんくさいものを見るような視線を雄一は感じていた。

「はいはい、わかりましたよー」

　睦子はしぶしぶ引き下がった。一応主導権は雄一にあり、自分は手伝っているだけというスタンスは守るらしい。

「俺おれ達は肝きも試だめしでここにやってきただけなんだけど、あんたらもそうなのか？」

　雄一は探りを入れた。退魔士が何者なのかはわからないが、不良どもよりは話が通じるのではないかと期待する。

「ふーん。面おも白しろいね。最近は鬼も肝試しをするのか。てっきり食事にでもやってきたのかと思ったよ」

　少年が少し笑いながら言う。

「そいつら知ってるぜ。化け物殺しの連中だ」

　憎々しげに茨木が言った。お互いに顔見知りのようだ。

「化け物殺し！　イスカリオテ機関とか、裏うら高こう野やとかそんな感じかしら！」

「いや、ちょっと黙だまっててくれ」

　雄一はまたもや騒ぐ睦子を黙らせて、退魔士の三人を見つめた。

　退魔士。鬼を狩る者達。そんな奴らがいると雄一は聞いていた。そしてそんな奴らがいるというのは、雄一にとって少々まずかった。茨木はどうでもいいが、愛子がターゲットにされる恐おそれがある。

「くだらない探り合いはやめておこうか。ま、お互たがい顔を隠してる同士だ。素す性じようについては曖あい昧まいにしておきたいものだね」

「あんたは隠さなくていいのか？」

「見ての通りとても平凡な顔をしていてね。誰も覚えてくれないんだよ。さて、自己紹しよう介かい　をしておこうか。僕ぼくは団長とよばれている。趣しゆ味みで化け物退治をやっているものだよ」

　雄一は団長と名乗った少年を観察した。立ち姿に脅きよう威いは覚えない。武術の類たぐいに心得はなさそうだ。

「右みぎ隣どなりの彼かれはそうだね。巨人でいいかな。見ての通りの力自慢だよ」

「巨人って……まぁいいけどよ」

　巨人が不満げに言う。この中なら一番力はありそうだと雄一は思った。

「左隣の彼かの女じよは……巨乳でいいかな」

「セクハラには断固抗議しますよ、団長」

「じゃあシスターで。とても女の子らしいよ」

　雄一はこの女にも脅威は感じなかった。一番やっかいそうなのは巨人だと当たりを付ける。

「そっちは？　軽く自己紹介してもらえると嬉うれしいんだけどね」

　団長は軽い調子で雄一達にうながしてきた。

「見ての通りの架空武術研究家よ！」

　黙っているつもりかと思えば、睦子は突然しゃべり出した。

「見ての通り……なのか？」

　団長が戸と惑まどっている。

「肩のこれはセクシーコマンドーのアレみたいなものだと思ってもらって結構！」

「こいつは気にしなくていいからな。探り合いはやめとこうって話だけど、こっちはここに大した用事があるわけでもない。最初に言ったように肝試しみたいなもんだ」

　ここに来た明確な目的はないので嘘うそではないだろう。

「へぇ。まぁいいか。僕達はここに吸血鬼を退治しに来た。けど一足遅かったよ。もぬけの空だ」

「吸血鬼……ここにいたのは確かか？」

「そこに食いついてくるかい？」

「言っただろ？　肝試しだって。吸血鬼がいるってならうってつけだ」

「いたみたいだね。けどここにいたのは雑魚だ。僕達はそいつらを作り出したオリジナルを探している。心当たりはないかい？」

「さあな」

　愛子の兄を雄一は思おもい浮うかべたが、もちろんそんなことは口に出さない。

「うーん、どうも話がはずまないな。こっちは正直に話してるのにね。もう少し言っておくとオリジナルは手負いだよ。いいところまでは追おい詰つめたんだけどね、まさか第二形態になるとは思わなかった……と、反応がいまいちだな。仮面をつけられていては表情が読めないよ。まいったね」

　団長が頭をかく。だが本当に困っているようには見えなかった。

「まぁいいか。手ぶらで帰るしかないと思ってたところに、そっちからやってきてくれたんだ。今日はそれでよしとしよう。そろそろわかったかい？」

　団長がシスターに確認した。

「はい。鬼が一匹。吸血鬼が一匹、ただしこちらは反応が微弱ですね。人間は二人。ただし、一人はホルダーです」

　その言葉に雄一は身構えた。茨木はいいとして、愛子の正体がばれてしまっている。

「そうか。じゃあその二匹だけでも始末しておこうか」

　団長の言葉と同時に照明が落ちる。

　愛子を抱きかかえて雄一は横っ飛びに飛んだ。

「姉ちゃん！」

　雄一は連続して飛んでくる飛来物を動き続けることでかわし、ソファの陰かげに隠れた。

　ガシャコンという音とともに何かが弾かれる音がした。睦子がセイバーを展開して防御したのだ。

　雄一はこの状じよう況きようで睦子のことは何も心配していなかった。こんな程度でどうにか出来る姉でないことは十分に知っている。

「いや、これは想定外だね。これ以上やって人間を傷つけるのもポリシーに反するし、今日のところはこれで失礼させてもらうよ」

「ゆうくん！　逃がさないで！」

　睦子の声に雄一は反射的に飛び出した。

　視界が闇やみに閉ざされたことは雄一にとって問題ではない。周囲に何があったかは全すべて記き憶おくしているし、攻こう撃げきは音と風で察知することが出来るからだ。

　雄一は並べられたソファを飛び越こえ、逃にげようとしている退魔士に迫せまった。

「馬鹿が！　丸見えなんだよ！」

　照明を落とすぐらいだ。最初から暗闇は想定しているのだろう。

　巨人と呼ばれた男が雄一へ打ち下ろしの右ストレートを放つ。雄一はそれをかわして懐へと入り込んだ。

　――降ふる神かみ！

　闇の中、精密動作は難しい。ここは力任せに短期決戦を挑むしかないと、雄一は降ふる神かみを発動させた。人の限界を超えた力を生み出す雄一の奥の手だ。

　雄一は最短距きよ離りで掌てのひらを突き出す。巨人はそれに反応した。ガードするべく左手を胸の前に上げる。だがその程度は雄一の想定内、そのための降ふる神かみだ。

　雄一はガードしている肘ひじに向けて乱暴に力を発した。巨人の鍛え上げた筋肉をものともせず、雄一の掌は肘を砕き、肋骨をへし折った。巨人が沈むのを最後まで確認せず、雄一は団長へ詰め寄る。

　団長は両手に持った何かを投げつけてきた。武術の心得がないと見せかけていたのだろう。十分な威力の乗ったそれを雄一は身を沈しずめてかわした。

　ローキックが雄一の頭部めがけてとんでくる。

　雄一はその足に肘を合わせ、全力で打ち返した。

　団長の足から嫌いやな音が聞こえた。

　団長が倒たおれたところで雄一は組み付く。腕うでを取り背中へと回して床ゆかに押さえつけた。

「姉ちゃん！」

　シスターと呼ばれた女が逃げる気配がした。さすがに雄一だけではもう一人にまでは手が回らない。

「紫外線照射装置！」

　睦子の肩の機械が強きよう烈れつな光を発する。シスターはまぶしさに一いつ瞬しゆん動きを止めた。

　いつの間にかシスターの側にまで近づいていた睦子はテーザーガンを発射した。







　雄一は退魔士達を拘束した。腕を後ろに回し、親指同士を結束バンドで縛り上げる。

　しばらくして照明が点灯した。

　団長は床に座り込み、壁に背中を預けている。仮面の男女は気を失い横になっていた。

　退魔士には人間の雄一と睦子で相対することになった。

　雄一は降神の後遺症があったが限界までは多少の余裕がある。まだ戦えた。

　睦子もセイバーを出したままで臨戦態勢だ。というより収納機構が未完成なだけらしい。隣の雄一は刺ささりやしないかと不安だった。

　愛子は少し離れた場所で待機。茨木はブレーカーを上げに行ったのでここにはいない。

「どうにも参ったね、これは。まさかこんなことになるとは思ってもいなかった」

　団長は呆あきれたように言う。

「この私が！　思わせぶりなことを言いながら黒幕っぽいのが逃げていくのを見逃すとでも思っていたのかしら！」

「思っていたのかしら、って言われてもな、初対面なわけだし……いや、君が要注意人物だというのはよくわかったよ。君ずっとそんな調子なんだろう？　マスクをしていても関係ないんじゃないか？」

　睦子の話しぶりはあまりにも特徴的だ。マスクごときで、正体を隠せはしないと雄一も思う。

「それに君もだ。何で出来てるんだ？　蹴けり足を砕かれるとは思わなかったんだけど」

　団長は雄一にも呆れた目を向けてきた。だがそう言うわりには痛みに苦しんでいる様子はない。

「暗かったからな。強ごう引いんにいかせてもらった」

「闇への対策は完璧だったんだけどねぇ」

　雄一も夜目は利くほうだが、突然の暗転には対応できていなかった。つまりあの立ち回りは周辺状況の記憶、音や風といった気配察知、それと勘かんに基づくものだ。

「いや、しかしこれは本当に想定外だ。僕はこんな目には遭わないはずなんだよ。遭うとしてもこんなしょぼい状況ではないはずだ」

「それはあなたの物語と私の物語、どちらがより頑健だったか。そういうことだと思うわ！」

　睦子が堂々と言い放つ。

「君はどこまで知っているんだ？」

　団長が目を細めて言った。

「私が知らないことなんてないわ！」

「嘘吐つくなよ。いっぱいあるだろうが」

　思わせぶりなことを言っている睦子に雄一はつっこんだ。

「まぁその話はいいか。さて、僕達はこれでも正義の味方のつもりなんだ。世に仇あだなす化け物を退治しているだけで、君達人間の敵じゃない」

「あぁ？　いきなり攻撃しといてそんな言い訳が通るかよ！」

「取り引きをしないか？」

　団長は雄一の怒声を軽く受け流し、さらりと言う。

「そんなこと言える立場なのか？　あんたらは？」

「そうかもしれないけど、じゃあどうするんだ？　僕達を殺す？　拷問でもして情報を引き出す？」

「拷問ならまかせて！」

　拷問という単語に睦子は目を輝かせていた。

「頼たのむから姉ちゃんは黙っててくれ！　……わかったよ。どんな取り引きだ」

　実際のところ、こいつらをどう扱っていいのかがわからない。警察に引き渡わたすというのもおかしい気がするし、ただ解放しても後々やっかいだ。

「こちらの要望は二つ。僕達を詮せん索さくしないこと、このまま僕達を逃がしてもらうことだ。見返りとして、今後僕の組織は吸血鬼と鬼おにには一いつ切さい手を出さない。人間の君がどうして人外とつるんでいるのかは知らないけど、彼らが襲われるのは困るんだろう？」

「その約束が守られる保証があるのか？」

「そこは信じてもらうしかないな。僕としても、これはかなり大だい胆たんな提案をしているつもりなんだけど」

　雄一は睦子を見た。睦子は黙ってうなずいた。

「わかったよ。だけど手を出さないのは吸血鬼だけでいい。代わりにいくつか質問に答えてくれ」

「っておい！　鬼をないがしろにすんなよ！」

　戻もどってきた茨木が雄一にまくしたてた。

「知るかよ。お前らは勝手に退魔士とバトってろ。で、質問は吸血鬼についてだ」

「そうだね。僕達が吸血鬼に手を出さないとしたら、このまま被害は広がっていくだけだ。誰かが対処する必要があるし、君達がやってくれるのならまかせるよ」

　団長は追っていた吸血鬼について語った。その特徴は、愛子から聞いていた京夜に酷似している。

　いいところまでは追い詰めたが土壇場で逃げられたということだった。

「第二形態って言ってたよな？」

「あぁ。化け物の中には変身するやつがいるんだよ。僕達はそれを第二形態と呼んでいる。具体的には翼が生えてきて空を飛んで逃げた。さすがに空を飛ばれるとどうしようもなかったね」

「翼って……」

　冗じよう談だんを言っているのかと雄一は団長の顔を見つめた。どうやら本気で言っているようだ。

「で、その吸きゆう血けつ鬼きが潜伏していそうなところなんだけど、僕達は二つの候補を選定していた。一つがここだったんだけど、ここはもぬけの殻だ。なのでおそらくはもう一つの方だろう」

　団長は星せい辰しん高校の名を告げた。







第七章　世界征せい服ふくは星せい辰しん高校から始めよう！







　翌日、土曜日の朝。雄ゆう一いちと愛あい子こは学校へと向かった。吸血鬼が学校に潜伏していると聞いて、一応調べてみることにしたのだ。

　校門の前にやってきた雄一達はそこでなにやら騒さわぎが起きているのを見かけた。

　校門は閉まっている。その前には『吸血鬼？』の文字を浮かべた野の田だ山やま花はな子こがいて、何人かの生徒達たちと向かい合っているという状況だ。

「マジかよ……」

　雄一は退魔士の言うことを信じていなかった。まさか学校に手を出すわけがないと思い込んでいたのだ。

「野田山先生が!?」

　状況を聞かされた愛子も驚おどろいた。

「なぁ野田山先生？　俺そんな話聞いてないんだけど？」

　騒いでいる生徒達の中には翔しよう太たが居て、花子に文句を言っていた。

「見ての通りぃ、学校は閉鎖中なの。わかったぁ？」

　やる気のない感じはいつも通りともいえるが、花子はいつも以上に気怠そうだった。

　雄一達は翔太に近づいた。

「どうした佐さ伯えき？」

「お、坂さか木きじゃねーか？　お前も部活か？」

　雄一に気付いた翔太が聞いてくる。雄一はあいまいに答えた。

「花子ちゃんが学校に入れてくれねーんだ。わけわかんねーよ」

　翔太は部活のつもりで学校にやってきたのだろう。スポーツバッグを手に持っていた。

　雄一は花子を見た。首元に微かな傷きず跡あと。目はどこか虚ろだ。

「なにか事件でもあったんですか？」

　愛子が花子に聞いた。

「あのさぁ。先生がそんなこと知ってると思う？　閉鎖中だって言っとけって言われてるわけよ。こちとら仕事でやってんの。わかったら帰れよぉ」

　吸血鬼に操られているのだとしても、いつも通りの花子だった。

　翔太も納なつ得とくはできていないのかもしれないが、入れないのではどうしようもないと悟さとったのだろう。首をかしげながら去って行った。他の生徒達もそれをきっかけに帰っていく。校門の前には花子と雄一達だけが残された。

　花子の後ろ、学校内を雄一は見た。

　閉鎖中だが中で『吸血鬼？』がうろうろとしているのがわかる。ただ誰だれもが緩慢とした動きだ。日中は弱るのかもしれない。

　学校に侵しん入にゆうするのは簡単だが、それで解決するような問題でもなさそうだと雄一は思った。

「あ、丁度いいや。坂木に連絡しとけって言われてたんだった」

　花子が唐突にそんなことを言い出した。

「えーと、なんだっけ。殺してやるから夜に来い、だってさ」

　花子が空を見上げて思い出しながら言う。

「あの、その台詞せりふを生徒に向かって言うことに何か疑問は感じないんですか？」

　愛子が確かく認にんするように花子に聞いた。

「いや、だから仕事だって言ってるじゃん」

　花子は心底面めん倒どうそうに言う。

「先生、昼間に行ったらどうなるんですか？」

　雄一は念のため聞いてみた。

「んー、先生が死んじゃうかもしれないからそれはやめといてほしいなぁ。人質兼下げ僕ぼくってことらしいんで」

　やはり学校関係者は人質でもあるらしい。

　だがそれは夜に行ったとしても変わりはない。どちらにしろ、のこのこ出かけて行っては不利なだけだ。

「あぁ、何心配してるのかわかるけど、坂木をじきじきにぶっ殺したいってことだったから、夜に行ったら人質を楯にすることはないんじゃない？　つーか、先生のためにもそーして欲ほしいんだけど？」

　雄一に伝えたいことはそれだけのようで、花子はそれ以上のことは言わなかった。

　雄一達は校門から少し距離を取った。

「……お兄ちゃんがここまであほだとは思ってなかった……」

　信じたくはなかった。そんな表情を愛子は浮かべている。

「ここまで大おお事ごとにしてどうすんだよ。来週から学校どうするつもりだ？」

　生徒達が登校してくれば、学校が占拠されていることはすぐにばれてしまうだろう。

「そのまま世界征服するつもりとか……」

　愛子はあえて明るく言ったつもりのようだが、成功しているとは言い難い。

「まさか……な」

　退魔士からは現時点で京きよう夜やが使いそうな能力について教えてもらっていたが、その中に隷れい属ぞく化か能力がある。

　これは血を吸った相手を思いのままに操る力だ。使い方によっては世界征服も可能かもしれない。

「……これって俺らがどうにかしないとこのまま被害が拡大していくのか？」

「警察に言ってもだめだよね？」

「学校関係者も支配されてるんだとしたら、無意味だろうな」

　警察から問い合わせがあっても、口裏をあわせて誤魔化すだけだろう。思っていたよりも深刻な事態だった。

「でも今の話何かおかしくないか？　なんで野の呂ろの兄さんが俺をぶっ殺したがってるんだよ」

　雄一には京夜と会った覚えも、恨まれる覚えもない。愛子も京夜と雄一の接点について心当たりはないようだ。

　雄一は自宅へ戻ることにした。自宅では睦むつ子こが吸血鬼について調べているはずだった。







「少々困った事態になってるわ！」

　帰ってきた雄一を見た睦子は開口一番そう言った。

「こっちもな。野呂の兄さんはやっぱり学校にいるらしい」

　睦子の部屋に入った雄一達はローテーブルの前に座り、見てきたことを簡単に話した。

「それはもうわかってるの！」

　睦子はそう言ってタブレット端たん末まつの画面を雄一に見せた。

　そこにはいくつかに分割されたウィンドウに学校の様子が映し出されている。校舎内、中庭、プール、体育館、グラウンド。一定時間ごとに切り替わりつつ表示されていた。

「……なぁ？　色々と聞きたいことがあるんだが？」

「これ学校ですよね？　なんでこんなのが……」

　雄一が疑問に思ったことを愛子が聞いた。

「いつ何が襲おそってくるかわからないから、監かん視しカメラを設置しているのよ！」

「こんなこともあろうかと、みたいなドヤ顔してんなよ！　犯罪だ！」

「坂木くん、犯罪かどうかって今いま更さらな気もするんだけど……」

　睦子は今までにも様々な違法行こう為いに手を染めているので確かに今更だ。

「大だい丈じよう夫ぶよ！　プライバシーには最大限配はい慮りよしてるから。今回みたいな緊きん急きゆう事態ででもない限りは使ってないわ！　それでね！　これで見たらわかるように、学校内はすでに奴やつらの手に落ちているわ！」

　学校内を虚ろな目をした者達がうろついていた。京夜の犠牲者らしい。

「見た感じ犠牲者にもいろいろタイプがあるようね。こんな風に考えることをやめてぼーっとしてるタイプとか、自律行動ができるタイプとか、命令に従って同じことを繰くり返かえしているタイプとか」

「それはいいけどさ。困った事態ってなんだよ」

　今の状況で十分困った事態だが、睦子の言葉には違ちがう意味があるように思えた。

「これを見て！」

　睦子はある教室の映像を端末一面に表示させた。その教室の半分ほどの席に女子生徒が座っていた。ぼんやりとした目つきで前を見つめている。

「この人達は？」

「ねぇ？　なにか気づかない？」

　睦子が雄一達に尋たずねる。

「何かって言われてもな……女の子ばかりってことぐらいしか……え？　織おり原はらさん!?」

「あっ！　どうして？」

　雄一と愛子が同時に気づいた。その女子生徒の中に加か奈な子こがいたのだ。他の生徒達と同じようにぼんやりと前を見つめている。

「はぁ……ゆうくん。それはそうなんだけど、そこじゃないのよ。目の付け所が悪すぎるわ！　こんなの一目でわかるじゃない！　いい？　この子達はみんな巨乳なのよ！」

　睦子は自信満々に発表した。

「どうでもいい！　そんなことより織原さんだろ！　なんでここにいるんだよ！」

「それなんだけどね。各自に学校から電話があったみたいなのよ。補習を受けに来いって」

「それって……お兄ちゃんが……」

　愛子が口ごもる。雄一も愛子の気持ちはよくわかった。

「えぇ！　学校を支配したことによって、彼は生徒の個人情報にアクセスできるようになったのよ！　そして巨乳でかわいい子を選りすぐって学校に呼び出した！」

「お兄ちゃんのあほ！」

　愛子が叫さけぶ。

「面白くなってきたわ！　部員に手を出されたとあってはサバイバル部として黙ってはいられない！　武たけ内うちさんも呼んでみんなで事にあたるのよ！」

　もうかなり事態は進行しているようだったが、睦子は実に楽しそうだった。







　一旦解散し、夜に学校近くの中華料理店、ニーハオ・ザ・チャイナに集合することになった。雄一は特にすることもなかったので、夜までぼんやりと過ごしていたが、睦子は何か準備があると言ってどこかへ出かけていたようだ。

　夜になると奈月を乗せた白いワンボックスカーが雄一の家へとやってきた。

「人さらいが使いそうだわ！」

　睦子は実に人聞きの悪いことを言ったが、持ち主である奈な月つきはなんとも思っていないようだ。

　雄一達は車に乗り込み、ニーハオ・ザ・チャイナへと向かった。途中で愛子を拾いすぐに到着する。

　ちなみに運転手はストーカーの崎さき山やまだ。

　その崎山は睦子の指示でまたどこかへと車を走らせた。

　雄一達は店内に入ると、円テーブルに座った。

「おぉ！　皆みなさんおそろいで！　なんですか！　うちの経営状態を気遣ってくれてるとかですか！」

　チャイナドレス姿の友とも美みが喜んでいる。ちなみに雄一達は全員制服姿で、これは部活動だと睦子が言い張ったせいだった。

「語ご尾びはどうしたんだよ……」

「あー、その、あまり人が来ないからあれやってたんだけどさ、何回も同じ人が来るとなんか恥はずかしくなってきちゃって……」

「もうちょっとポリシーもてよ！」

　夜だろうと相変わらずこの店には客がいない。雄一達以外には鼠がちょろちょろと走り回っているぐらいだ。

「なぁ？　飲食店で鼠が走り回ってるってひどすぎるだろ？」

「えぇ？　いや、客は来なくとも掃除とかはちゃんとやってるんだけど……」

　友美が首をかしげている。清掃状況には自信があったようだ。

　睦子が適当に料理を頼んだ。ここの料理は美味おいしい。別に不味いから客が来ないというわけではないのだ。

「で、なんでここなんだよ？」

「そうね。とりあえず学校の近くで拠点になる場所を確保したかったのよ。これを使いたかったから！」

　そう言って睦子は眼鏡めがねをテーブルの上に置いた。

「眼鏡型のウェアラブルデバイスよ。通信機になってるわ。まだ試作品で近距離でしか使えないから、ある程度近づく必要があるわけよ。これでゆうくんが見聞きしたことは私達にもわかるってわけ」

　これで睦子が指示を出すつもりらしい。雄一はその眼鏡をかけてみた。

　視界には謎の数字や矢印が表示されている。

「へぇ。面白いな。この数字とかはなに？」

「なんとなくかっこいいから出してみてるだけよ！」

「うざいな！　消してくれ！」

　睦子はぶつぶつ言いながらタブレット端末を取り出して操作した。すぐに表示は消えた。

「で、どうするんだ？」

　夜に来いと言われたのでそのつもりでやってきた。だが具体的な計画は決まっていない。

「まぁ、私としては、つっこんでぶっ倒してきて！　としか言いようがないわね！」

「おおざっぱだな！」

　無計画にも程があると雄一は思った。

「後はそうね。お兄さんは生徒会室にいるようなんだけど、どうにか外にひっぱりだせないかしら？　出てくればいろいろやりようはあるんだけど」

「いや、ちょっとまて！　生徒会室にまで隠かくしカメラ仕し掛かけてんのかよ！」

「そりゃぁ、生徒会なんて何を企んでるかわからないじゃない！　監視の必要があるわ！」

「何も企んだりしねーよ！」

　睦子は懐から小型のプロジェクターを取り出すと、店になんの断わりもなく、わが物顔で映像を壁に投写した。

　壁には生徒会室の様子が映し出されている。

　京夜は物憂げな表情で革の装丁の本をめくっていた。おそらく格好つけているだけだ。中身なんてわかっていないと雄一は勝手に決めつけた。

「織原さん達はまだ無事なようね」

　映像を確認して睦子が言う。映像には複数の場所が同時に映し出されていた。

　今のところ加奈子のいる教室へ京夜はやってきていないらしい。

「姉ちゃん、織原さんは元に戻るのか？」

　加奈子達は魅了チヤームされている状態だと睦子は言っている。退魔士によれば、魅了チヤームと隷れい属ぞくは違うらしい。なんでも反射行動に違いが出るとのことだが、雄一にはよくわからない。

「そうね。魅了チヤームはそう長続きするものではないと退魔士の人が言ってたから、助け出してどこかに閉じ込めておけばそのうち治るんじゃないかしら？　それよりも問題は血を吸われちゃった人ね。こちらはより強力な隷属状態に置かれてるみたいなんだけど」

「オリジナルを殺せばいい」

　奈月が断言した。

「そんな……」

　愛子が絶句する。

「ちょっと待てよ。いくらなんでもそれは。野呂の兄さんだぞ？」

「私も吸血鬼に詳しいわけじゃない。けど血を吸うというのはかなり強力な呪縛に思える。だとしたら被ひ害がい者しやを助けるには、大元の吸血鬼を殺すぐらいしかないと思うけど」

「そうね。野呂さんには悪いけど、最悪の場合は覚悟しておいて」

　睦子は身内以外には冷たい部分がある。会ったこともない愛子の兄は、身内と考えるにはいささか縁が遠いのだろう。

　そう言われてもすぐに覚悟などできるわけがない。愛子はショックを受けたのかうつむいた。

「もちろんそれは最悪の場合よ。殺さずに済むならそれにこしたことはないわ」

　愛子を気遣ってか、付け加えるように睦子が言った。

「坂木くん、アドバイスをしておくわ」

　奈月は雄一を真まっ直すぐに見つめて言う。

「なんだよ」

「人殺しについて。私が人を殺せるのは結局のところ、自分と同じ種族だとは思っていないというところが大きい。前にお姉さんが言っていたけど、殺せないという本能はあくまで同族、人間同士でのこと。人間は動物を簡単に殺してるでしょ？　そこに人を殺すほどの葛藤はないはず。つまり坂木くんは相手を人間だと思わなければいい」

「思わなければ……ねぇ」

　そんな簡単にいくかよ、と雄一は思う。

「野呂さんのお兄さんでゆうくんが童貞喪失……って言うとなんだかＢＬっぽいわね！」

「姉ちゃんはもうちょっと俺おれに気を遣え！」

「私もアドバイスいいかしら？」

　睦子までそんなことを言ってきた。

「一応言ってみろ」

「吸血鬼の弱点は心臓よ！」

「俺だってそうだよ！」

「効くかはわからないけど一応持って行って。白木の杭だから」

　睦子は細い鉛筆のようなものを何本か雄一に渡した。これを心臓に刺せということなのだろうか。

　雄一がその杭を懐にしまっていると、突とつ然ぜんドアが音を立てて内側へと倒れた。

「は？」

　訳がわからずに雄一は入り口を見た。

『獣じゆう人じん（狼おおかみ）』の文字。

　全身を獣じゆう毛もうで包つつんだ何者かが蹴倒したドアを踏ふみつけて、ぞろぞろと店内に入ってくる。全部で七名。目的はわからないが、この登場の仕方からして友好的な相手とは思えない。

「ちょっと！　なんでドアやぶって入ってくんの!?」

　友美が憤慨している。

「なんでここにいるってわかったんだよ！」

　雄一と奈月は迎撃すべく立ち上がった。

「さっきそこにいた鼠が使い魔で、私達の居場所を伝えたのよ！　それに眷属に死者や人狼がいるって退魔士の人が言ってたから差し向けてきたんだわ！」

　今更お見通しだとでも言わんばかりに睦子が言う。

「そういうことは早く言え！」

「な、なななな、なに？」

　愛子が軽く混乱している。

「一匹だけじゃなかったのかよ……」

　『獣人（狼）』は人ほどの大きさで、犬のような顔をした二足歩行の化け物だ。

　以前に病院で見ていたせいか、さほど驚きはしなかった。だが見慣れた中ちゆう華か料理屋に獣人がいる光景は、雄一の日常を脅かすように思える。

「坂木くん驚かないの!?」

　特に変わりない様子の雄一を見たせいか、愛子は冷静さを取り戻したようだ。

「いや、驚いてるよ？」

　確かに驚いている。だが何が起ころうと、それで混乱していては未知の敵に対処できないだろう。雄一は驚いていても必要なことができる。そういう訓練を受けてきた。

　雄一は店内を見回した。

　無関係の友美に迷めい惑わくはかけられない。そう思って見たのだが、意外なことに友美は平然としていた。

「うちは客が来ないっていつも嘆いてるけど、犬人間とかはお断りですよ？　それにお客さんに危害を加えさせたりしません。お父さん！」

「ここはニーハオ・ザ・チャイナにまかせてもらおうか！」

　厨ちゆう房ぼうから弁べん髪ぱつを振ふり乱みだした男が飛び出してきた。

「あんた誰だよ！」

　そうつっこみながらも雄一にはわかっていた。『ニーハオ・ザ・チャイナ』としか言いようがない。そう頭上に書いてある。

「ゆうくん！　ここはニーハオ・ザ・チャイナにまかせて先にいくのよ！」

　睦子が目を輝かせていた。

「まかせちゃうのかよ！」

　雄一は本当に行っていいものかと迷った。

　ニーハオ・ザ・チャイナは腰こしを落とし、肘を叩たたきつけて獣人を沈めていた。馬ま歩ほ頂ちよう肘ちゆうだ。おそらく八はつ極きよく拳けんの使い手なのだろう。

「私も加勢するから坂木くんは行って」

　奈月が懐からメスを取り出し構える。雄一は決心した。

　ニーハオ・ザ・チャイナの体当たり、貼てん山ざん靠こうで獣人が吹っ飛んだ隙すきに雄一は店を飛び出した。







　星辰高校まで駆かけてきた雄一は開いていた校門をくぐった。

　そのまま新校舎へと向かう。生徒会室は四階だ。

『どう？　聞こえるかしら？』

「問題ない」

　雄一が装着している眼鏡型のウェアラブルデバイスから睦子の声が聞こえてきた。

「そっちはどうだ？」

『終わったわ。私も行く？　坂木くんがとどめをさせないというなら私が』

　奈月の声が聞こえてくる。

「いや。一人のほうがやりやすい。それにそんな責任だけ被せるような真ま似ねはしたくない」

『それは愛の言葉と受け止めても？』

「なんでだよ！」

『坂木くん……その……無理はしないでね』

　愛子の声も聞こえてきた。

「大丈夫だよ。まずは話をするから」

　問答無用というわけにもいかないと雄一は思っていた。相手は吸血鬼かもしれないが、話はできる存在だ。話し合うことで何か折り合いがつくかもしれない。

　雄一は校舎に入り生徒会室へ向かおうとしたが、その必要はなかった。

　下駄箱の並ぶ玄げん関かんホールを抜け廊ろう下かへと入ったところで、男が歩いてくるのが見えた。

『吸血鬼Ⅱ』

　雄一の前に現れたのは吸血鬼のイメージそのままの男だ。

　夜会服の上に裏地が赤いマントを羽織り、銀色の長い髪かみをなびかせている。

『お兄ちゃん！』

　愛子の声が聞こえてくる。この男が愛子の兄、京夜だ。

　堂々と歩いてきた京夜は雄一から五メートルほどの距きよ離りをおいて止まった。

「そっちから攻こう撃げきしてくるってどういうことだよ？」

「あまりに遅いので迎えを出しただけのことだ。もしや怯えて逃にげる算段でもしているのかと思ってな」

　京夜は薄く笑った。

「なんで俺を恨んでるのかと思ってたけど、あんたあの時の吸血鬼か」

　頭上の文字を見たことで、京夜とフードの男が結びつく。

　愛子と出かけた日に襲ってきた男だ。あの時はフードに隠れて顔は見えていなかった。

「けどそもそも襲われた理由がわかんないな。俺あんたになにかしたか？」

「最初はお前などどうでもよかったよ。ただお前と一緒にいる愛子が実に楽しそうに笑っていたのでな。その顔が絶望に沈むところを見たくなった」

「は？」

『お兄ちゃんなんで……』

　愛子は力なくつぶやいた。兄の言葉が信じられなかったのだろう。

　京夜が雄一を狙った一番の理由、それは愛子の存在だ。結局のところ、京夜のコンプレックスはすべて愛子に行きつく。

　仲がいいとは聞いていなかったが、これは雄一にとって予想外だった。

「どれだけ仲が悪いか知らないけどな、言っていいことと悪いことがわかんねーのか？」

　年上への、友達の兄への敬意などというものは、雄一の中からすぐに消え去った。

「は。お前は知らんのだよ。あいつの本性をな！　あれだけのことをしておいて全て忘れているだと？　ふざけるのも大概にしろ！」

　なにを思い出したのか、京夜は激昂した。

　ここまで兄妹仲が悪くなるのだから相応のことがあったのだろう。だが京夜はそれ以上語ろうとはしなかった。

　一瞬の間が空いた。

　ここからどうするかと雄一が考えていると、バサリと軽い音がした。

「は!?」

　雄一は目を疑った。京夜の背中から蝙こう蝠もりの翼が広がっていく。

　被膜につつまれた巨きよ大だいな翼だ。それが背中から生えてきている。

「姉ちゃん！　羽、生えちゃってるんだけど！」

『そういえば翼が生えて飛んで逃げたとか言ってたわね！』

　獣人はすでに見た。それで化け物のような存在がいることはわかっていた。だがそれと実際に目の前で変形されるのはまた別だった。

『あの翼って服突つき破やぶってるのかしら？』

「それはどうでもいい！」

　京夜は前傾姿勢を取った。

　パン、と翼が空気を叩く音がした。

　京夜が信じがたい速度で飛び込んでくる。
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　雄一はあわててそれをかわした。

　行き過ぎた京夜が空中で再び翼を広げ停止する。

「なんだそりゃ!?」

　雄一は、吸血鬼といえども身体能力は人間の範疇にあると思っていた。まさか、空を飛ぶなどとは思いもしなかった。

『ゆうくん！　落ち着いて！　次がくるわ！』

「いや、だからなんだよ！　おかしいだろ！　なんで飛ぶんだよ！」

　京夜は床ゆかに降り立った。

「ふむ。細かい制御がしづらいな。ではこれではどうだ？」

　京夜の足が変化していく。

　何がどうなればそうなるのか。気づけば狼がそこにいた。

　その狼の背中に京夜の上半身が生えていた。

「はぁ!?」

『あぁ。服は変身で取り込まれるのね。まぁ、変身なんてのが物理的におかしな現象なわけだから、そこらへんは適当なのかしら？』

　睦子ののんきな声が聞こえてくる。

　狼が床を蹴けった。

　細かくステップし眩惑しながら迫せまってくる。

　飛び掛かってくる狼の牙きばと爪を雄一はかわした。

　わけがわからないままに床に転がり距離を取る。

『ゆうくん、いちいち驚かないで！』

「むちゃゆーな！　驚くわ！」

　混乱しながらも体は動いていた。

　続けて飛び掛かってくる狼を迎撃するべく拳を繰り出した雄一は、更なる衝しよう撃げき的てきな光景に放心しそうになった。

　雄一の拳が素通りした。

　狼の体が霧きりと化し、攻撃を無効化したのだ。雄一は身を沈しずめて攻撃をやり過ごし、振り向いた。

　実体を取り戻した京夜が再び襲いかかってくる。

『いい？　何が起こるかなんてわかんないんだから、いちいち驚いて止まってちゃだめなのよ！　教えたでしょ？』

　ありのままをとらえろというのが睦子の教えだ。

　しかしそれは化け物を相手にしてもできることなのか。

　突風が吹きつけてきた。

　背中の羽で起こしたらしい。

　雄一は重心を落とし、それに耐えた。動きが止まる。

　再び狼が襲いかかってきた。

　牙をかわし回り込む。

　とりあえず四足動物への対処を試みようと反射的に動き、雄一は後こう悔かいした。

　この化け物には人間の上半身があるのだ。これまでそれを使わなかったのは油断をさそうためか。

　京夜の裏うら拳けんが振り回されてきた。

　雄一はかわした。

　だが続けて信じられないものが雄一に迫ってきていた。

　巨大な黒い拳だ。なぜそんなものがそこにあるのかまるで意味がわからない。

　避けきれない。

　雄一は腕うでを上げてガードした。

　力を受け流すことができず雄一は派手に吹っ飛ばされた。
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　ニーハオ・ザ・チャイナの店内には、壊こわれた椅い子すや食器などが散乱していた。

　友美はぶつくさいいながら、ニーハオ・ザ・チャイナと名乗った店主は黙々と店内を片付けている。

　ほとんどがニーハオ・ザ・チャイナのせいだった。彼かれが暴れ回った挙げ句がこの状態だ。

　倒れた獣人達は、気を失うと人の姿へと戻もどった。今は店外へと放り出してある。逃げるなら勝手にしろというつもりらしかった。睦子達たちもそれに文句はない。ここは彼の店だからだ。

　幸い円テーブルは無事だったので、サバイバル部の三人はそこでプロジェクターの映像を見守っていた。そこには監視カメラと、雄一が身に着けたデバイスからの映像が映し出されている。

「坂木くん！」

　雄一が吹き飛ばされるのを見て、愛子は慌あわてて立ち上がった。

「お姉さん！　あんなのどうしようもないですよ！　私知らないです！　あんなのが吸きゆう血けつ鬼きなんて聞いたことないです！」

　だが愛子の心配をよそに、睦子の目は興奮に輝かがやいていた。

「すごいわ！　あんなのがいるなんて！　けどどうしたものかしら？　あれじゃあ今のゆうくんじゃ……対妖物柔拳法みたいなのを研究しておいたほうがよかったかしら？」

　デバイスからの映像が乱れ、復帰する。仰角で異形と化した京夜を映し出していた。デバイスは雄一から外れ飛ばされたらしい。

「お姉さん！　聞いてるんですか！　坂木くんが死んじゃいますよ！」

　飄々としている睦子に愛子は苛いら立だち、必死に言いつのる。

「まぁ、ピンチといえばピンチだと思うけど、まだ負けたわけじゃないし」

「あんなのにどうやって勝てるんですか！」

「そうねぇ。今のゆうくんの技術じゃ、あれはどうしようもないかもしれないけど」

「助けに行かなくていいんですか!?」

「私が行っても無む駄だだと思うわ。武内さんはどう？」

　睦子は本気でそう思っているのか、実にあっさりとそう言った。

「勝てる気はしない。今坂木くんが生きているのも奇跡に近いと思う。私なら最初の一いち撃げきで殺されている」

　奈月は冷静に判断した。あれには勝てない。生き物としての格が違いすぎる。

「もう……もういいです！」

　愛子はそう言い捨ててニーハオ・ザ・チャイナを飛び出していった。

「どうするの？　何か考えはあるの？」

　奈月が聞く。冷静なようで内心は穏おだやかではない。

「そうね。考えはないけど、私はゆうくんが勝つと確信してるわ！」

「なぜ？」

　あまりに落ち着いている睦子を奈月は不思議に思う。弟がまさに今、死にかけている。弟に執着している姉の態度とは思えなかった。

「私はゆうくんを信じている。ただそれだけよ！」
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　壁かべに激突し、肺から空気が押おし出される。

　意識が飛びそうになるのを雄一は辛うじて抑おさえこんだ。

　受け身を取ることもできず、顔から床に落下する。

　衝撃を殺すために自ら後ろへと飛んだのだが、ほとんど意味が無かった。

　まさかそのまま十メートル以上も吹き飛ばされ壁にぶつかるとは思いもしない。

　翼で殴なぐられた。翼が巨大な拳と化したのだ。

　完全に判断を誤った。

　全すべてが後手に回っている。

　雄一は吸血鬼というものをなめていた。

　いつも一いつ緒しよにいた愛子を基準に考えていたからか、そんな怪物がいるわけがないと決めつけていたからか。

　それは化け物だ。

　赤い瞳ひとみを輝かせ、牙を剥き出しにし、背中から蝙蝠の翼を生やした異形。

　霧と化し、狼へと変身しさえするそれは、今まで雄一が対峙してきたどんな者達たちともまるで異なっていた。

　正真正銘の化け物。

　雄一の常識がまるで通用しない。

　雄一の武術は人間を想定したものだ。獣の類いへの応用も心得ているが、だからといってそれが吸血鬼に通用するとは思えなかった。

　京夜は再び人間の姿となり、ゆっくりと雄一へ向かってきていた。

「ふむ。お前のごとき下等生物に受けた屈くつ辱じよくはこれでようやく雪ぐことができそうだ。まあ、人間の割にはよくやったと褒ほめてやろう」

　尊大な口調で京夜が語りかけてくる。

　だが雄一は言い返すことも出来なかった。

　体に力が入らない。

　降ふる神かみはとっくに限界を迎えていた。降ふる神かみを使っていなければ最初の一撃でやられていただろう。

　額から流れ出た血が雄一の視界を遮る。

「お前にやられたという屈辱を無視しては先へ進めない。覇道を歩む者としては、この小さな棘のようなものが気になってな。後はお前の死体を愛子の前にでも放り出せばいい。それで俺の過去は清算されるだろう」

　雄一は呼吸を整えた。何もしてこないというならこの時間を最大限利用する。

　雄一はゆっくりと身を起こし、片ひざ立ちになった。

　――さて、どうする？

　この様子は睦子達も見ているはずだった。

　しかし何のアドバイスもない。デバイスは外れ床に転がっていた。壊れてしまったのか、そこからは何の声も聞こえてこない。つまり睦子はもう当てにはできない。

　だが雄一はこのまま黙ってやられるつもりはなかった。勝ち目がないぐらいで諦あきらめるつもりはない。

　――出来るのか？　相手は野呂の兄さんだぞ？

　躊ちゆう躇ちよがあった。ここに至っては話し合いなどと悠長なことは言っていられないが、愛子の家族だということが心のどこかに引っかかっている。

「お兄ちゃんもうやめて！」

　突然聞こえてきた声の方を雄一は向いた。玄関ホールから愛子が駆けてくる。

「馬ば鹿かか！　何しにきやがった！」

　愛子は雄一の前へやってくると、かばうように立ちふさがった。

「ほう。お前からやってくるとはな。どうしてこう俺に都合良くことが進むのか」

「こんなことはやめて正気に戻ってよ！　こんなのおかしいよ！」

「俺は十分に正気だ。以前の俺こそが抑圧され捻じ曲げられた姿だったとは思わんのか？」

「なにやってんだよ!?」

　愛子の震える背中を見つめ、雄一は戸と惑まどいの声を上げた。ここにこられても困るだけだ。

「なにって坂木くんを守ってんの！」

「頼たのむから逃げてくれ！」

　京夜が翼を羽ばたかせる。それだけで愛子はあっさりと吹き飛ばされた。

　雄一は咄嗟に立ち上がり愛子を抱きとめた。再び壁にぶつかり、衝撃に息が詰まる。

「愛子、お前が死ぬのはその男の後だ。絶望に身をよじりながら死んでいくがいい」

　その冷淡な声に雄一は焦った。想像以上に京夜の憎しみは深い。雄一が倒れれば愛子の命はないだろう。

「坂木くん……」

　愛子が身をよじり、真しん剣けんな眼まな差ざしで雄一を見つめる。

「お母さんが言ってたの。私には大切な人を守るための力があるって」

　嫌いやな予感がした。

「信じてなかったんだけどね……けどお兄ちゃんがあんなになっちゃうんだから本当だったんだね」

　愛子は笑い、恐る恐る雄一を抱きしめる。

　雄一は動けなかった。

「ごめんね」

　愛子が雄一の首元へと顔を埋うずめた。

　雄一は愛子の舌が首筋を這っているのを感じた。血をなめとっている。

　愛子の牙が伸のびていくのを雄一は感じた。その牙がぶつりと首筋へと刺さる。雄一は痛みにうめいた。

「なにやってんだよ！　そんなのはいいよ！　俺が……」

　雄一には愛子の吸血を止めることが出来なかった。







第八章　吸血鬼対吸血鬼！







　血を吸われることに不快感はなかった。

　それは相手が愛あい子こだからなのか、吸血行こう為いにともなう快楽のせいなのか。

　ろくに動けない雄ゆう一いちに逆らうすべはなかった。

　すべてを愛子にゆだねてしまっている。

　愛子は雄一をそっと横たえて立ち上がった。

「はっ。なんのつもりだ愛子。血を吸った程度でどうにかなるとでも思っているのか？」

　複雑な声音だった。怯えが、嫉妬が、憎悪が、交ざり合っている。




　愛子の背中から光り輝く翼が広がっていく。




　薄いガラスでできた板を何枚も重ねたようなそれはとても薄く、儚げだ。

　同時にむき出しの刃はのようなものが四本、愛子の周りに出現した。

　どれも向こうが透けているようで実在感がない。

　目は赤くなり、口元からは牙がのぞき見えていた。

『吸血姫』

　愛子の頭上の文字もいつの間にか変化している。
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　雄一はその光景に呆ぼう然ぜんとなった。まさか愛子が変身するとは思いもしない。

「ふざけるなっ！　なんだそれは！　いつも！　いつもそうだ！　お前が！　お前ばかりが！」

　取り繕ったような傲ごう慢まんな態度を京きよう夜やはかなぐり捨てた。

　全身を獣化させていく。銀色の獣毛に身を包んだ人狼へと変化していく。

　変化を終えた京夜は床を蹴った。

　一いつ瞬しゆんで飛びかかり、愛子を切きり裂さくべく爪をふりかざす。

　愛子は掌を京夜へと向けた。

　愛子の周囲に浮ういていた刃が京夜へと突き立つ。宙に浮いていた京夜は押し返され、床へと叩きつけられた。

「お兄ちゃんの血はおいしくないね」

　刃は再び愛子の周囲へと戻り待機している。それは愛子の牙だ。今その牙は血まみれになっていた。

「待ってて坂さか木きくん。私が全部終わらせるから」

　愛子の冷たささえ感じる口調に、雄一は我に返った。

「ふざけんな！　誰だれがそんなことしろって言った！」

　雄一はふらつく足で立ち上がろうとした。

　愛子に兄を殺させるわけにはいかない。

　睦むつ子こはいつか言っていた。人殺しは取り返しがつかないほどの深い爪痕を心に刻むと。

　愛子は再び手を振るった。牙が京夜へと襲いかかる。

　京夜は立ち上がると腕を追加した。肩かた口ぐちから左右それぞれに二本ずつ、阿修羅のごとく腕を生やす。

　京夜は四本の獣の腕で、襲いかかる愛子の牙を掴つかみ取とった。

「さぁどうするんだ？」

　京夜が愛子へと近づいてくる。

　愛子は両手を前へと突き出した。牙を操ろうとしているのだろう。だが京夜に掴まれた牙はその動きを止めていた。

　京夜が身を低くして床を蹴った。

　愛子は突進をかわすべくぎこちなく翼を動かす。

　その翼は空を飛ぶためのものだろう。だがその力になれていないためか、愛子はバランスを崩した。うまく浮くことが出来ずに愛子は壁にぶつかった。

　京夜は間合いを詰つめる。

　愛子をめがけ凶悪に伸びた爪が突き出された。

　愛子は翼を前面に広げる。防御するつもりだ。しかし爪の一撃を受け止めきれなかった愛子は吹き飛ばされた。

　壁にぶつかり、雄一の隣となりに落ちてくる。

　それでも愛子は立ち上がった。目を爛々と輝かせ、翼を広げ、まだ戦おうと、雄一を守ろうと一歩前に出る。

　――やめてくれ……。そんなことをしてもらいたいんじゃない。

「は、ははは！　そのざまはなんだ！　妹が兄にかなうとでも思っているのか！」

　それは人外同士の戦いだ。

　雄一が介入する余地などまるでない。事ここに至っては、ただの人間がどうにかできる戦いではなかった。

　――だから……なんだってんだ。

　雄一は足に力を込めた。

　――そんなに心配させちまったのかよ。

　ゆっくりと立ち上がる。

　――お前がそこまでしなきゃならないほど俺が弱いと思ってんのかよ！

　もう限界なのか、愛子の翼はろくに動こうとはしなかった。

「これで！　これで吸血鬼としてお前を上回っていることが証明できる！　お前などより俺の方が強いとな！」

　京夜は再び爪を振りかざし、まっすぐに愛子へと突っ込んでいった。

　愛子は気を失い、ふらりと倒れ始めた。愛子にはもう身を守る術はない。

　愛子の心臓を穿つべく京夜の爪が突き出される。

　雄一は雄叫びをあげた。
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「野の呂ろさんのあれは一体……」

　愛子の変貌を目の当たりにした奈な月つきは呆然とつぶやいた。

　愛子の背から光り輝く翼が現れた。眼は赤く輝き、口元から牙が覗いている。いつものお気楽な愛子の面影がなくなっていた。

　奈月の知る現象であれに近いものは鬼に生える角だろう。あれも、半透明で実体があるのか曖昧なものだった。

「愛の力ってことかしら！　あ、もしかして武内さんも変身できたりとか!?」

「いえ、私は……」

　奈月の中には何かが棲み着いている。それが超常の力と殺人衝動の源ではあるが、変身ほど常識外れの現象を起こしたりはしなかった。

「そう来たか！　って感じよね！　女吸血鬼とくればカーミラみたいなのを思い浮かべるじゃない？　セクシー路線というか？　あ、でもカーミラは百合だからセクシーともまた違うのかしら！」

　愛子の変身に驚いた様子もない睦子は、相変わらず思いついたことを適当に喋っているようだった。

「野呂さんを止めなくてよかったの？」

　愛子が行ったところで無駄だ。無理にでも止めるべきだったのではと奈月は思う。

「そうね。野呂さんにはちょっと怖こわい思いをさせてしまうけど……でも大だい丈じよう夫ぶよ。ゆうくんが野呂さんを危ない目になんて遭あわせないから」

　奈月はいぶかしげな顔をした。

　雄一に勝ち目はない。睦子もそう思っているはずだ。

　駆けつけた愛子が突然変身したのには驚おどろいたが、それでどうにかなるようには思えなかった。愛子には実戦経験が足りない。どれほどの力があろうと使いこなせなければ意味はなかった。

「坂木くんはもう動けない」

「えぇ。全開で降ふる神かみを使ってすでに限界に達しているわ」

「あの吸血鬼は坂木くんよりも強い」

「そのようね」

「それでなぜ勝てるの？」

「限界に達したので動けなくなりました。勝てそうにない敵なので負けました……なめないでもらいたいものだわ！　ゆうくんがそんな程度の！　現実は甘あまくありませんでしたと倒れ、バッドエンドこそがリアルだとうそぶくような物語の主人公だとでも思ってるの？　ここで動けてこそでしょう？　いい？　一流にはね、ここから先があるのよ！」

　睦子は断言した。
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　くるくるとまわる獣毛に包まれた手首。

　京夜の視界はそんな、意味のよくわからないものを捉えていた。

　それは血をまき散らしながら天てん井じようへと飛んでいく。

　京夜の爪は愛子の心臓を貫つらぬくはずだった。だが今、目の前には雄一がいる。

　雄一は両手を交差させ、前に伸ばした姿勢のまま後ろへと倒れていく途中だった。

　こいつはすでに終っていたはずだ。なぜここに？　そう考えたところで雄一の姿が消えた。

　京夜の視界が傾いた。

　次の刹せつ那なにそれは自分の体が傾いているからだと気付く。

　世界がひどくゆっくりと動いていた。

　手と足の痛みが同時にやってくる。

　ようやく京夜は手首の一つがなくなり、左膝から先が異様な方向に曲がっていることを自覚した。

　因果がひどく曖あい昧まいだ。何をされどうなったのかがつながらない。時が飛んだとすら感じる。

　倒れていく体を支えるべく京夜は反射的に手を伸ばした。

　だがそれは許されなかった。

　眼がん窩かに指が突き入れられ、そのまま後頭部を壁に叩きつけられる。

　意識が途切れた。だがそれは一瞬だ。気付けば雄一の顔が目の前にあった。

「貴様――」

　下顎部がずれ、言葉が途切れた。

　掌しよう底てい。雄一がショートレンジで振るった一撃が京夜の顎を吹き飛ばす。

　京夜の視界は痛みで暗くなった。

　六本の腕を無む茶ちや苦く茶ちやに振り回す。一つでも当たればいい。だがそれは状じよう況きようの悪化を招いただけだ。雄一はそれに一つずつ丁寧に対処していった。

　雄一の拳が、手刀が、鉤手が体をえぐる。関節を捩じり飛ばされ、骨を砕かれる。

　さらなる変身。そう考えるも、その隙が致命的であることを悟さとった。

　再生。それはさっきからやっている。だが追いつかない。

　化け物。

　まるで人間とは思えない。

　自分が何と戦っているのかがわからない。

　何がどうなっているのかがまるでわからない。

　ようやく京夜の感情が現状に追いついた。

　恐きよう怖ふ。

　原初的で単純な、死の恐怖を京夜は感じていた。

　雄一の姿をまともにとらえることができない。

　体を破壊され続け、もう立つこともままならなかった。

　京夜は翼を広げた。翼はまだ使える。校外へと逃れるのだ。

　だが雄一は天井を蹴って上から襲おそいかかってきた。

　踵かかとが降ってくる。京夜は床に叩きつけられた。

　間髪容いれずに、雄一は手に持っていた杭を投げつけた。

　細い白木の杭が数本、まとめて京夜の背中に突き刺ささった。

　力の源である血が流れ出ていく。不死性の根源である血液が零れ落ちていく。

　再生には限界があった。そしてその限界はすぐそこに迫っている。

　京夜は今、死の淵に立たされていることをはっきりと認にん識しきした。
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「勝ったな」

　睦子が静かに言う。

「は？」

　奈月は間抜けな顔をしていた。

「ノリが悪いわ武内さん！　そこは『ああ』って言ってくれないと！」

　睦子が何を言っているのか、それ以前に壁に映し出された映像の中で何が起こっているのか、奈月にはまるでわからなかった。

「追い詰められないと本気を出さないってどこの漫まん画がの主人公だって感じよね！　……っと、ちょっとやりすぎなんじゃないかしら？」

　睦子が少しだけ心配そうに眉まゆをひそめた。

「なんなのあれは？」

「どれ？　あぁ最初のやつかしら！　あれはね零式過剰防衛術、梟ふくろうよ！　相手の力と、自分が沈み込む力、体を捻る力、それらを一点に集中して関節を捻るという技なんだけど……関節が捻りに弱いとはいえ、まさか千切れるとは思わなかったわ！」

「動けないんじゃなかったの？」

　奈月が呆あきれたように聞く。

「そのあたりは気の持ちようなんじゃないかしら？　動け動け！　って言えば燃料切れのロボットだって動いたりするものよ！」

「私と戦った時とはまるで動きが違ちがう……どういうこと？　私には本気を出していなかったというの？」

　奈月は悔くやしげに顔をしかめた。

「それはね、もう一つのリミッターを外したのよ。降ふる神かみは肉体的なリミッターを外すものなんだけど、もう一つは精神的なモノ。前に言ったでしょ？　基本的に人は人を殺せない、人間に対する攻撃に忌き避ひ感かんを覚えると。それを解除するのが鬼おに哭なきなのよ！　つまり今のゆうくんは相手を殺すつもりで攻撃している。それが武内さんと戦った時との差かしら！」

「そんな程度のことでここまで変わるものなの？」

　相手を人だと思うな。そうアドバイスしたのは奈月だ。だがこの事態をにわかには信じられなかった。

「ゆうくんは優やさしいからね。そこがまぁ困ったところでもあるのよね。今もギリギリまで使わなかったわけじゃない？」

　雄一に容赦は無い。京夜は防戦一方で、その防御すらまともに出来てはいなかった。雄一の動きにまるでついていけていない。

　奈月は不思議に思う。確かに雄一の動きは素早い。だが、捉えきれない程ではないはずだ。

　そんな心境が睦子に伝わったのだろう。睦子が言う。

「要は吸血鬼だ獣じゆう人じんだといっても思考形態や反射行動は人間のままだということね。ゆうくんの消える動きに対応できてないもの。武術における見えない動きってのは、要は相手の予測を外すということなのよ。人間の脳は常に予測演算と現実のすりあわせでビジョンを描いている。様々な情報から次はこうなるはずという、シミュレーションの結果をあたかも本当に見たかのように考えている……まぁこんな説明じゃわからないかもしれないから、脳の働きについてはまた今度ね」

「あなたは坂木くんになにをしたの？」

　何をどうすれば人間があのようになるのか。奈月にはまるで想像が出来なかった。

「私が何かをしたわけじゃないわ。頑がん張ばったのはゆうくんだから」

　睦子はさらりと言った。

「あなたは坂木くんをどうしたいの？」

　奈月は壁に映し出された雄一を見た。人を相手にするには過剰なまでの暴力だ。睦子は一体何を想定して雄一をここまで鍛え上げたのか、それがわからない。

「男の子が強くなるのに理由がいるのかしら！」

　睦子の無垢な笑え顔がおに奈月はぞっとした。

　まさかと、もしやと思う。本当に大した理由がないのだとしたら、ただ無む邪じや気きに最強を目指させただけなのだとしたら。

　奈月が呆然と考えていると、携帯端末を確かく認にんしていた睦子が立ち上がった。

「武内さん、私は少し用事が出来たからここで待っててもらえる？」

「それはいいけど……坂木くんはあのままでいいの？」

「そちらは野呂さんにどうにかしてもらえばいいと思うわ！」

　睦子は気軽にそう言うと店を出て行った。
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　心臓が弱点。

　それを思い出した雄一は京夜の背面を打った。心臓の真裏を狙う。

　心臓震盪。

　心臓への打撃により心室細動を引き起こす。通常、心室細動が発生する確実なタイミングなどわからない。だが睦子の教えはそれを可能にしていた。

　京夜の心臓は停止し、再び動き出した。

　しぶとい。

　やはり杭を心臓に打ち込むのが確実かと雄一は懐から白木の杭を取り出した。だがこの杭は鉛筆のようなサイズだ。心臓に直接突き刺すには心許ない強度だろう。

　一度試ためして駄だ目めなら、脇わき腹ばらから貫手を突き入れ心臓を握にぎり潰す。それで無理なら再生できなくなるまで解体するしかない。

　指の間に杭を挟む。その拳こぶしを心臓に叩たたき付けようとした瞬しゆん間かん。

「坂木くん！」

　突とつ然ぜん声が聞こえた。

「坂木くん！　もういいから！　坂木くんがそれ以上する必要はないから！」

　愛子の必死な叫びが聞こえてくる。

　愛子がよろよろと立ち上がるのが視界の端はしに見えた。

　制服はボロボロで傷だらけだ。赤かった目は元にもどり、背中の翼もなくなっている。

　愛子はゆっくりと歩いてきた。

「これは私の問題だから！　止めを刺すなら私がするから！　だからいいの！　坂木くんはもうやめて！」

　愛子が泣きながら抱だきついてくる。

「野呂……」

　愛子の感かん触しよくに雄一は我に返った。

　泣きながら愛子が雄一を見上げている。

『ヒロイン』

　いつもどおりの頭上の文字に雄一は笑いたくなった。

「ははっ……すごいな。なんかヒロインぽいな、これ」

　愛子は自分が雄一に抱きついていたことが恥はずかしくなったのか、少し離はなれた。

「野呂……ありがとう。助かったよ」

　雄一の前には血まみれの京夜が倒れていた。獣化を維持するだけの力がなくなったのか人の姿に戻っている。ただそれもかろうじて人だとわかる姿でしかない。

　京夜の手足は異様な方向に折れ曲がり、骨が突つきだし、肉は抉られていた。

　再生はひどく鈍い。無限に再生出来るわけではないようだった。

「わ、私が！」

　愛子は雄一から白木の杭を奪うと、京夜へと振りかざす。

「やめろ」

「でも！」

「もう大丈夫……な気がする」

　雄一は京夜に顔を寄せた。

「なぁ」

「ひぃ！」

　情けない声をあげて京夜が縮こまる。

「家族に迷めい惑わくをかけるな。あと、世界征せい服ふくとかやめてくれ。いいな？」

　京夜はあらん限りの力を振ふり絞しぼり、なんども首を縦に振った。

　心が完全に折れている。雄一の経験上、この状態まで追い込めば二度と逆らわないはずだった。

「な、大丈夫……」

　雄一は言いかけて、視界が暗転するのを自覚した。

　立っていられなくなり、壁に手を突く。そのままずるずるとよりかかるようにして倒れて行った。

「坂木くん！」

　愛子の悲痛な声を聞きながら、雄一は気を失った。
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　恵え理り子こは旧校舎の屋上で一部始終を体感していた。

　吸血鬼には血を吸った相手と感覚を共有する能力がある。その力で恵理子は京夜の感覚を体験していた。

「なんなのあれは……」

　感覚にはフィルターのようなものがかかっている。そのため痛覚は、痛みを感じているとわかる程度に抑えられるのだが、それでも恵理子は怖おぞ気けを震った。

　恵理子にろくな戦せん闘とうの経験はない。だがそれでもあれが無類の化け物だということは簡単にわかった。

　的確に相手を破壊していく無駄のない手際に、恵理子は美しささえ感じていた。

　あれは敵に回していい存在ではない。そう思う。

　そろそろ潮時かと恵理子は考えた。

　実験の結果はほぼ判明した。

　血を摂りすぎれば京夜のように陽光の下を歩けなくなり、獣化ともいえる変化が始まる。

　獣人形態。あれはひどく醜かった。恵理子の美意識からすれば到底許せるものではない。

　京夜の身体は変化し続けていた。直近では牙きばは生えたままになっていたし、毛深くもなっていた。つまり、血を吸い続ければいずれは自分も同じようになる。

　恵理子は永遠の美しさを求めていた。血を吸いすぎることによる変貌と、不老のバランスを探っていたのだ。

　だが愛子を見た今、他にも方法があるのではと思い始めた。

　愛子の姿。あれは美しい。

　恵理子の持つ手帳に幻げん想そう形態と書かれていたものだろう。そんなものが実在すると思っていなかったが、目まの当あたりにすれば信じるほかない。

「あの噂うわさは本当だったということかしらね」

　愛子は野呂本家の血を継ついでいないという噂がある。恵理子はその噂の信憑性はとても高いと感じていた。

　つまり京夜と愛子は、吸きゆう血けつ鬼きでも別の種族だということだ。

　あの変身が自分にもできるのか？　血筋の問題だとしたら、その血は自分に関係があるのか？

　次は愛子で実験をしようかと恵理子は考えた。どのような条件であの姿に至るのか。愛子なら単純だし、どうとでも手玉に取れるはずだ。

「こんばんは。ちょっとお話いいかしら？」

　考え込んでいると声が聞こえてきて、恵理子は振り向いた。

　月明かりの照らす旧校舎の屋上。そこに一人の少女が立っている。

　坂木睦子。あの化け物の姉だ。

「どうしてここに？」

　恵理子は優ゆう雅がにそう答える。

「どこから敵がやってきてもいいように、学校のいたるところに監かん視しカメラが設置してあるのよ！　まぁ、どこからとはいっても空から屋上にやってくるとは思ってなかったのだけど」

　恵理子はそっと辺りを見回した。だが監視カメラらしきものは見当たらない。

「見つかるようじゃ問題だから、そう簡単にはわからないようになっているわ！」

「そう。で、お話って何かしら？」

「あなたは何をどこまで知っているのかしら？　今回の事件にはどこまで関わっているの？」

「そんなことをわざわざ教えると思ってるの？」

「そう？　結構ぺらぺらと喋ってくれるものかと期待していたのだけど。ほら黒幕とかって話の終盤でつじつま合わせに、聞いてもいないこととか言ってくれる感じあるじゃない！」

「へぇ？　私が黒幕なんだ？　で、その黒幕の前に一人でのこのことやってきたあなたは無事でいられると思っているの？」

「あぁ別にそれについては心配してないの」

　恵理子は警けい戒かい心しんから目を細めた。あの化け物の姉だ。何かがあるのかもしれない。

「まぁ話が聞けないということならそれはそれでいいのだけど、問題はあなたが血を吸った相手よね。野呂さんのお兄さんが吸った方はもう大丈夫そうなんだけど。どう？　あなたも手を引いてはくれないかしら？」

「なぜ私があなたなんかの言うことを聞かないといけないの？」

「そんな感じのことを言うと思ってたわ。私も気が長い方ではないから、交渉は決裂ということで実力行使でいかせてもらうけど」

　近い。

　恵理子と睦子の距きよ離りはいつのまにか縮まっていた。

　睦子が動いたことに恵理子は気づけなかった。特別素早い動きで飛びかかってきたわけでもない。気がつけば睦子が目の前にいたとしか恵理子には思えなかった。

「よいしょっと」

　気の抜けるような声とともに、睦子は自らを抱きしめるように両腕を振るう。

　ガシャコン！

　留め金の外れる音と同時に睦子の両腕から刃が飛び出す。それが恵理子の胸むな元もとを切り裂いた。

「ちょっとしたアハ体験ってところかしら？」

　恵理子にはわからない。接近に気づけなかった理由を。睦子が体幹をまったく揺らすことなく、すり足だけで近づいてきたことを。

　恵理子は飛び退いた。

　傷はごく浅い。だが再生は鈍かった。

　睦子の袖そでが破れそこから刃が伸びている。肩のあたりまであるそれは鈍く光っていた。

「なるほど。銀のコーティングは効果ありってことね！」

　睦子は刃が出たままの腕を組み、何事か納なつ得とくしたかのようにうなずいている。

　恵理子は逃にげ出すことに決めた。こんなわけのわからない女にいつまでも付き合ってはいられない。

　蝙蝠の翼を背中から展開する。極力人前で使いたくはないが、背に腹は代えられない。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。あなた達たちには付き合ってられないわ」

　翼を広げ羽ばたく。ふわりと恵理子の身体が浮いた。

　空を飛びさえすれば睦子に打つ手はない。

　恵理子は勝ち誇ほこり睦子を見下ろした。

「セイバーオフ！」

　睦子が組んでいた腕を勢いよく広げると、刃が外れ撃ち出された。

　回転しながら飛んできた刃は恵理子の翼をかすめる。

　恵理子はバランスを崩し墜落しそうになったが、辛うじて体勢を整えなんとか滞空を維持した。

「あぁ！　やっぱり試作段階だから精度に問題があるわ！」

　睦子が落胆している。

　だがそれで終わりと恵理子は油断しなかった。一刻も早くこの場から逃れなくてはならない。

　恵理子は大きく羽ばたき一気に上昇した。

　もう大丈夫と安心した恵理子は飛び去る前に、睦子を振り向いた。

　睦子が恵理子を見ている。右みぎ腕うでは恵理子へと伸ばされ、手は指鉄砲の形になっていた。

「パーン！」

　睦子が銃声の口まねをする。

　負け惜しみかと恵理子が考えたのと、腹に大穴が空いたのは同時だった。
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「こっちも精度はいまいちね。……もしかして茨いばら木きくんの腕前のせいかしら？」

『お姉さん……俺おれのせいにしないでくれる？　照準は全自動だって言ってたじゃん？』

　睦子の持つ携けい帯たい端たん末まつから茨木の声が聞こえてきた。

　人体認識ソフトウェアにより心臓に照準ロツクオンされる。あとは合図に合わせて引き金をひくだけでいい。睦子は茨木にそう説明していた。

　睦子は空を見上げた。恵理子が落ちてくる。

「じゃあ第二射いきましょうか！　今度こそ心臓めがけて！」

『いや、無理』

「なんで！　理論上は一度の充電で三発はいけるはずよ！」

『なんかでっけーやつ。コンデンサ？　いくつか派手にぶっとんでったけど』

「えぇー！　なにそれー！」

『いや、俺に言われても……これ作ったのお姉さんじゃん？』

　今回対吸血鬼用の切り札として用意したもの。それが睦子自家製の電磁誘導砲レールガンだ。

　ただこれはあまりにも巨きよ大だいすぎて、固定砲台としてしか運用出来ない。そこで睦子は茨木の怪力を利用することにした。

　まず分解したレールガンを奈月の下げ僕ぼく、崎さき山やまに学校近くのビルまで車で運ばせる。茨木には鬼の怪力で部品を屋上まで運び上げさせた。鬼は文明の利器が苦手とのことだったので、組み立ては再び崎山の出番だ。

　射手はどちらでもよかったが、殺しをさせるかもしれないということで茨木を使うことにした。

『てかさ、わざわざこんなもん使わなくてもスナイパーライフルとかでいいじゃん』

「あら？　銃なんかは苦手なんじゃなかったかしら？」

　睦子のレールガンは照準までは自動だ。茨木でも簡単に使用することが出来た。

『って、それ俺に撃たせるのが前提になってるよね!?』

「それにライフルなんて持ち出したら違法行為じゃない！　レールガンなら銃刀法違反にならないのよ！」

『え？　いや、なんかいろいろとあれだ。根本的な問題を感じるのは俺だけか？』

「まぁいいわ！　使えなくなったのなら仕方ないから撤収してもらえるかしら！」

『……人使いの荒さがすげーなー……雄一に同情するぜ……』

　呆れたように言いつつも茨木は素す直なおに指示に従うようだ。通信が途切れた。

　恵理子が屋上へと落下してきた。さすが吸血鬼と言うべきか、腹に穴が空き、墜落してきてもまだ生きている。

「さて、どうしたものかしら？　手持ちの装備で倒たおしきれるか、ちょっと不安があるわね……」

　どうしたものかと睦子が考えあぐねていると屋上の扉とびらが開いた。

「後のことはまかせてもらえないだろうか？」

　白衣を着た大男が屋上へと入ってくる。

「どなたかしら？」

「野呂愛子の父親で、野呂和かず也やと申します。このたびは一族のものが大変なご迷惑を……」

「それはそれは。いつも野呂さんには大変お世話になっています！　そうね。事態の収しゆう拾しゆうをつけていただけるなら、こちらとしても特に問題はないですけど」

「そう言っていただけると助かります」

　和也が背後に向かって合図をする。数人の男が現れて、恵理子を運んでいった。

「京夜についても同じように処置をさせていただいています」

「もしかして野呂さんがお父さんを呼んだのかしら？」

「はい。愛子から連れん絡らくがありまして」

「こんなことを聞くのはあれなんですけど、最初からお父さんにまかせておけば全すべて丸くおさまった……なんてことがあったり？」

「いえ……お恥ずかしい話ですが、我々は協定により力を抑おさえています。本性を現した吸血鬼を前にしては手も足も出ません。今回はあなた達に随ずい分ぶんと助けられました」

「そう。なら良かったわ。あ、そうそう。野呂さんのおうちは病院なのよね？　ゆうくんも連れて行ってもらえるかしら？　今かなりひどい状態だと思うんだけど」

　降ふる神かみが限界に達した上で、さらにその限界を超こえての動きを雄一は行っていた。当然その反動はただの降ふる神かみの比ではない。

「お任せください。スーパードクターの異名は伊達ではありません」

　和也は力強く雄一の治ち療りようを請け負った。







エピローグ１　合宿の行き先はそろそろ決めとこうよ







　あれから六日が過ぎた。

　雄ゆう一いちは倒れた後、野の呂ろ総合病院に運び込まれ、今日までをほとんど寝ねて過ごした。

　今回のダメージはさすがにひどく、しばらくはまったく身動きができずに点滴を受けるような状態だったのだ。

　だが今ではほぼ回復しており、雄一は狭い個室のベッドの上で暇ひまな時を過ごしている。

　今なら茨いばら木きが来てもそれなりに楽しく相手をしてやれるだろうと思えるほどだ。

　今日は一学期の終業式だった。

　終業式が通常通り行われていることからわかるように、学校は何らかの事件があったとは認識していない。暇だった雄一は携けい帯たい電話でニュースを調べてみたのだが、今回の事件に関しては何も見つからなかった。

　かろうじて関係がありそうなのは巨大蝙蝠と犬人間の噂だったが、確実な証拠があるわけでもなく面白半分にネットで話題にされているぐらいだった。

「こんにちはー」

　気楽な感じの声がして雄一は病室の入り口に目を向けた。

『偽にせ者もの』の浜はま崎さき友とも美みが立っていた。眼鏡をかけていて、髪かみは団子にはせず肩かたにおろしている。学校帰りのためか制服姿で、つまりいつも教室でみかける友美だった。

　雄一は意外に感じた。見舞いにくるほど親密だとは思っていなかったのだ。

「お？　なにしにきやがった！　って顔してるね？」

「そうは思ってないけどさ。意外には思ったよ。学校終わったのか？」

「うん。終業式が終わってそのままやってきた」

　友美はベッドのそばにあった椅い子すに腰こしかけた。

「今日来たのはクラスメイトとしてってよりは、店の常連さんのお見舞いって感じかな。後は口止めとか」

「余計なことは言わないし、聞かないから安心しろよ」

　雄一は本心からそう言った。下手なことを知れば巻き込まれかねないと思っている。

　友美はそう言われると思っていなかったのか、ぽかんと口を開けた。

「いやいやいや、ニーハオ・ザ・チャイナって何者だよ！　とか、なんで獣人が来たのに平然としてるんだよ！　とか、ほら！　いろいろ疑問に思うことはあるでしょ!?」

「口止めにきたんじゃないのかよ」

　雄一は呆れた。これではまるで教えたがっているようだ。

「知らなくていいことを知ったらまた面めん倒どうなことになるんだよ。だから知りたくない」

「えー！　それどうなのよ？　ここまでなら喋ってもいいか。とか、このあたりは思わせぶりな感じで、とかいろいろ考えてきたのに！」

「知るかよ」

「なに？　坂さか木きくんてそんな感じの人だったの!?　わかった！　無理やり教えてやる！　耳元で私の正体とかささやいてやる！」

　むきになった友美がベッドに身を乗り出し、雄一へ近づいてくる。

「しつこいな！　聞きたくないって言ってんだよ！」

　のしかかろうとしてくる友美を雄一は押おし返した。

「ちょっと！　なにやってるの!?」

　叫ぶような声に、雄一と友美は入り口へと目をやった。

　手に花束を持った愛あい子こが立っている。学校から直接来たのか愛子も制服姿だ。

「あ、その、あははは」

　ごまかすように笑いながら友美はベッドから下りた。

「じゃ、じゃあまたね！　またのご来店お待ちしてまーす！」

　そして愛子のそばをすり抜けて慌あわてて逃げ出していった。

「坂木くん……まぁ、坂木くんが変なことしないだろうってのはわかるけど……」

　愛子はためいきをついていた。

「浜崎さんは口止めにきたそうだ。で、正体を無理やり教えようとしてきた」

「うん、意味わかんない」

「俺もわかんねーって。浜崎さんてあんな感じの人なのか？」

「楽しい子だよ。けどちょっと空気読めない感じはあるかな。病み上がりの坂木くんにあれはないと思うんだけど」

「もうすっかり大だい丈じよう夫ぶだよ。心配いらないから」

　愛子は雄一の側にやってくると椅子に腰こし掛かけた。雄一の病室は個室だがかなり狭い。そのため愛子と雄一の距離は恥ずかしくなるほど近かった。

「その……今回はうちのお兄ちゃんがいろいろと迷惑をかけて……」

　神妙な顔で愛子が頭を下げた。

「俺はなんとも思ってないから気にすんなよ。兄さんはどうしてるんだ？」

　死んではいなかったし、吸血鬼には強力な治癒能力があるらしいが、それでも雄一は少し心配していた。

「地下牢に閉じ込められてる」

「地下牢？　そんなもんまであんのかよ、野呂んちは」

「私も知らなかったんだけどあるみたい。そこで反省させられてる。憑き物が落ちたみたいになってるからもう大丈夫なのかなって思うけど」

　京夜は今ではほとんど力を失っていた。そのためか隷れい属ぞく状態にあった人々は元に戻もどっている。

「お父さん驚おどろいてたよ。すごい回復力だって」

　兄の話はしたくないのか愛子は話題を変えてきた。雄一もそれ以上聞こうとは思わなかった。

「まぁ六日も寝てたらさすがにな」

　まだ本調子とはいかないが、日常生活に差し支えないほどには回復していた。

「依より子こちゃん大騒ぎで大変だったよ」

「よりちゃん来てたのか？」

　寝ていた雄一に覚えはなかった。

「毎日来てたよ。誰だれだか知らないけど殺してやるってぶつぶつ言ってて怖かったけど」

「よりちゃんも見境がないからなぁ……」

　無茶はしないように言い聞かせておいたほうがいいだろうと雄一は考えた。

「坂木くんのお母さんは一回来ただけだったかな」

「母さんならそんなもんだろ」

　雄一が入院したことがあるのは一度や二度ではない。雄一の頑がん丈じようさを十分にわかっているためか、母親はあまり心配していないようだ。

「入院してる間に夏休みか……」

　寝ていて気がつけば夏休みだ。少しもったいないような気もする雄一だった。

「でも夏休みを無む駄だにしなくてよかったじゃない。明日には退院出来るみたいだし」

「そーいや、織おり原はらさん達は大丈夫だったのか？」

「うん、魅了チヤームはすぐに解けたみたい」

　幸いというか魅了チヤーム状態にあった少女達は学校に囚われていた間のことをよく覚えていないらしい。

　少し間が空き、何かを思い出したのか愛子はうつむいた。

「その……私……変な風になっちゃってたよね。吸血鬼だけど人間と変わりないって言ってたけどさ……やっぱり普通じゃなかったんだね……」

　愛子はおずおずと言いだした。

「頭が真っ白になって、でも冷静な部分もあって……自然と力の使い方がわかって……それは、お兄ちゃんを『殺せ』って言ってて……」

　愛子が泣きそうな声で言う。

「綺麗だった」

　どう慰めればいいのか。愛子を傷つけたくないと考えた末に、雄一が選んだのはその言葉だった。

「え？」

　愛子が顔を上げた。よくわからないという顔をしていたが、次第に頬を赤くさせる。

「ほ、ほら、翼とかキラキラ光っててさ。綺麗でかっこよかったよ。うん」

「本当？　わ、わたし自分がどうなってたのかよくわからなくて……」

「驚いたけどさ。別にあれぐらいたいしたことないだろ」

　雄一はなんでもないことのように言う。

「そ、そう？」

　愛子は安心したのかほっとした声を出した。

　話が途切れたところで雄一はあの時のことを思い返した。

　雄一の見立てでは愛子の潜在能力は京夜を上回っていた。あの場で一番強かったのは愛子のはずなのだ。

　――最強の妹か……。

　京夜が歪んでしまった理由がなんとなくわかった気がする雄一だった。京夜は以前に愛子の力を垣間見ていたのだろう。

「ねぇ？　あの時すごく怒ってたよね。私が殺されると思ったから？」

　落ち着きを取り戻した愛子が、少しからかうように聞いてきた。

「それは……」

　あの時は完全に頭に血が上っていて、歯止めが効いていなかった。愛子に止められていなければ京夜を殺してしまっていただろう。

「妹を傷つけるような兄貴が許せなかったんだよ」

　雄一は愛子から視線をそらした。

「なにそれぇ」

　愛子は不満げに頬を膨らませる。

「まぁいいや。とりあえず坂木くんは妹にこだわりがあるってことで」

「はぁ？　なんでそーなんだよ」

　そんな言われ方は心外だと、再び愛子を見る。どきりとした。

　愛子が微笑んでいる。

「お兄ちゃんを止めてくれてありがとう」

　雄一は照れくさくなってまた視線をそらした。

「そ、そーいやさ。俺、野呂に血を吸われちゃったけど大丈夫なのか？」

　雄一はごまかすように言った。

「え？　もしかして何か……」

　愛子が心配そうに聞いてきた。

「あぁ別に自覚症状があるわけじゃないんだけどさ。もしかして俺も吸血鬼になっちゃうとかあんのかなって」

「わかんないけど……も、もしそんなことになったなら私がちゃんと責任取るから！」

「責任って、そこまで野呂が気にすることじゃないだろ。……そうだな。じゃあ隷属化されてるのか試してみればいいんじゃないか？」

「どういうこと？」

　愛子が小首をかしげた。

「ほら、隷属化してると命令に逆らえないんだろ？　なにか無む茶ちやなこと言ってみたらいいんじゃないか？　それに逆らえれば大丈夫なんだろ。多分」

　少し考えた後に覚悟を決めたのか、愛子は命令を言い始めた。

「そ、そう、無茶なこと……じゃ、じゃあ、えーと、その私にキ――」

「いちゃコラ？　いちゃコラをやっているの！」

　愛子が何かを言おうとしたところで睦むつ子こが勢いよく病室に入ってきた。

「そーいや、いちゃコラのコラってよくわからないわよね！」

「い、いちゃコラとかしてません！」

　愛子がむきになって言い返す。

　睦子の後ろからは、加か奈な子こと奈な月つきと依子が現れた。

「いや、ちょっと来すぎじゃないか？　順番に一人ずつ来いよ！」

　途と端たんに部屋が狭せま苦くるしくなった。

「あら？　今日は合宿の行き先を決める日なのよ？　ゆうくんが来れないから来てあげたんじゃない！」

「ここで部活すんのかよ！」

　いつものメンバーに加えて依子までいるのでさらに女子率が高かった。

「じゃあそろそろ合宿の行き先について決めましょうか！　明日から夏休みだもの！　今日決めて準備をしないと！」

「俺は病み上がりなんだけど、そのへんわかってんのか？」

「なるほど。じゃあ、ゆうくんに決めさせてあげるわ！　それなら文句ないでしょ。自分の体調と相談してくれたらいいわ！　あ、言っておくけど学校で合宿なんてたわごとは認めないから！」

　雄一は今までに出てきた候補を思い出した。海の近くの別べつ荘そう、廃はい棄き場じよう、異世界エレベータ、海外、番外地、マヨイガ。

「うん、だったら消去法で海の別荘しかないよな！」

　選択の余地がなかった。

「廃棄場……」

「異世界……」

　奈月と加奈子がぼそりとつぶやく。

「そんなとこ行けるわけねーだろ！」

　雄一は不満そうな二人につっこんだ。

「お兄ちゃん、私も行くからね」

「え？　なんで依ちゃんまでくんの？」

　雄一は依子を見た。本気のようだった。

「だって、学校は関係ないんでしょ？　だったら私がついて行ってもいいよね！」

　結局睦子は学校に許可を取ろうだなんて思わないわけで、ただみんなで遊びにいくだけのようなものだった。

「じゃあ野呂さんちの別荘で決定ね！」

　睦子が高らかに宣言する。

　雄一の夏休みはこうして幕を開けた。







エピローグ２　なんかあやしげな人達







　城じよう之の内うち隆たか史しは夜の街を彷徨っていた。

　忘れもしない。期末試験の前に武たけ内うち奈な月つきに振られた後からずっとそうしている。

　やがて彼かれは夜の街で神かみ谷や恵え理り子こという吸血鬼に出会った。

　彼の人生はこれを機に一変したのだ。

　吸血鬼となり、獣じゆう化かの力に目覚め、そして気がつけば全ての力を失っていた。

　獣人は吸血鬼の眷属で、その力は主人である吸血鬼に依存している。

　おそらく恵理子は殺されたのだろうと隆史は判断した。

　今では隆史にはなんの力もない。

　全てを忘れ、日常へと戻ることが出来るはずだった。

　だが彼はいまだに夜の街を彷徨っている。

　隆史は忘れることができなかった。獣化により漲る力を、全身を包む幸福感を。

　一度獣化を体験した後では、この人の体がとても脆弱なものに思える。

　裸でいるような心細さが隆史を苛さいなんでいた。

　だから隆史は彷徨い続ける。

　またどこかから吸血鬼がやってきて、自分に力を与あたえてくれるのではないか。

　そんな淡あわい期待に身を委ねている。

　無駄なのかもしれない。

　こんなことは徒労なのかもしれない。

　そんなことをどれぐらいの間続けたのか。

「何をしょぼくれてらっしゃるのかしら？　誇り高き獣人ともあろうものが情けない」

　獣人。そう聞いて隆史は顔を上げた。

　いつの間にか町外れにまで来ていたらしい。隆史の前に高級車が止まっていた。

　その後部座席から声がかけられたのだ。

「小こ西にし妃ゆ里り……」

　何度か親同士の社交パーティで出会っている、同じ歳としの少女。

　複雑に結い上げた金色の髪に、傲ごう慢まんな眼まな差ざし。一度見れば忘れることの出来ない少女だった。

「獣人ってなんのことだよ……」

「とぼける相手が違ちがいますわ。あなた達の後始末をしたのは私達なんですから。中ちゆう華か料理店を襲うなんて、本当に馬ば鹿かなことをしてくれましたわ」

　――武内奈月……。

　その中華料理店にはなぜか武内奈月がいた。そしてわけのわからない内に隆史の全身を切り刻んだのだ。

　隆史が力を失ったのはその直後だった。おそらく吸血鬼は奈月の一味に負けたのだ。

　妃里は車から降りてきた。

「私の許に来なさい。獣人の真の力を教えて差し上げますわ」

　そして妃里は隆史に手を差し伸べた。

「どういうことだ？　獣人は吸血鬼の力がないと……まさか、お前にも主人が！」

　妃里にも吸血鬼の主人がいるのかと隆史は期待に目を輝かせた。

「馬鹿なことおっしゃらないでくださる？　もともと吸血鬼と獣人に直接の関係はありませんわ。ほらこの通り。私は吸血鬼に血を吸われてなどいませんが、自由自在です！」

　妃里が自慢げに自分の頭を指さしている。

　隆史は目を見開いた。

　妃里の頭に猫耳が生えている。

「あなたの場合、一度吸血鬼の伝承にとらわれてしまっていますので、伝承の解体が必要になりますが、まぁどうにかなるでしょう。大船に乗ったつもりでいなさい」

「……お前についたらどうなるんだ？」

「今回の件で野の呂ろ家は重大な協定違反により影響力を大幅に減らしました。これは吸血鬼ごときが我ら獣人の主人面をしているというふざけた状態を打開するチャンスなのです！　そのためには一人でも多くの獣人が必要で、特に獣化を経験しているあなたは貴重な戦力となることでしょう。さあ、私のところにおいでなさい！」

　妃里は先ほどから手を差し出したままだ。隆史が手を取ることを少しも疑っていないのだろう。

　獣人の力を取り戻せるなら何を差し出そうとも構わない。そう思いつめていた隆史にとって、その手を取ることは実に簡単なことだった。







あとがき







　こんにちは。

　２巻にして締切に追われて徹夜するような始末でして、こんなんで大丈夫なのかと思いつつも、なんとかなったようで一安心というところです。

　最近睡眠は脳内の老廃物を除去するためにあると発見されたようですね。つまり睡眠不足はよくないという当たり前のことがわかったわけです。誰ですか、睡眠不足で死んだ奴はいないとか、いけしゃーしゃーと言ってた奴は。死なないにしてもボケやすくなるとかそんな話じゃないですか。そーいうわけですので私は寝たいです。寝かせてください！




　随分と前の話なのですが、とある武術家の方が深夜に金縛りにあったそうです。

　その方は自力で金縛りを破られたのですが――どうやってとかは知らないですけど――すると、

「これで済んだと思うなよ」

　という声が聞こえてきたそうです。

　私は笑い話としてこれを人に聞かせることがあるのですが、半分ぐらいの人が意図に反して「怖いよ！」と言ってきます。

　今更そんな話を思い出したのは、その武術家の関係者の方にお会いする機会があったからです。その時に金縛りの件はその後どうなったのかお聞きしました。

「特に何もなかった」

　とのことですのでただの負け惜しみ？　だったようです。




　なぜ武術家の方にお会いしたかと言えば、何かネタはないもんか、と思ったからです。

　かなり前のことなんですが私はちょろっと武術をかじっていたんですね（あ、全然強くないですから、オレと勝負しろ！　とか言ってこないでね！）

　で、お会いしたのはその時の先輩というか師匠というか仲間というかそういう方達です。

　けどですね「こんな技教えたよね？」と言われて「えーっと、それなんでしたっけ？」みたいな情けない状況でしたので、ネタがどうとか以前の話でした。

　最近体は鈍りまくりで、ぶくぶくと肥え太っていく始末ですのでこれはもうちょっとどうにかしなければと思った次第です。




　では謝辞を書きます。

　担当様、毎回ご迷惑をおかけして申し訳ありません。

　イラストのＡｎ２Ａ様。一巻が売れたのはほとんどＡｎ２Ａ様の手柄ではないかとそう思っております。今回も素敵なイラストをありがとうございました。

　他関係者の皆様もありがとうございます。

　四苦八苦しながらなんとか書いているという状況ですが、続きは出させてもらえるということらしいですので、次巻でもよろしくお願いいたします。




　次の巻ですが、実は雄一が嫌がって合宿に行かない。というつもりだったのですが、合宿で海で水着でしょう。と、どこかから聞こえてきましたのでそんな感じの話になるかもしれないし、ならないかもしれません。


藤孝剛志









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


藤孝剛志先生／Ａｎ２Ａ先生
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